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無料 ！ 独立開業相談は
随時実施しています

独立開業セミナー開催決定 ！独立開業セミナー開催決定 ！
11月25日(日）13時30分～15時まで当事務所にて　参加費無料！

「上田曽太郎の初歩の会計教室」で
おなじみの上田曽太郎が徹底解説
「上田曽太郎の初歩の会計教室」で
おなじみの上田曽太郎が徹底解説

開業前の準備と資金調達開業前の準備と資金調達
開業後の成功と失敗開業後の成功と失敗

ノウハウ教えますノウハウ教えます

事 例 に 学 ぶ事 例 に 学 ぶ
お問い合わ
せください !

　

４

１  続・どうなる療養費改定!?
　療養費改定は
　　いつになるのだろうか

３   専門学校探訪⑮
　  学校法人関西医療学園
　関西医療学園専門学校

16

２　要注意！
　手技による事故増加 ６

特　集

24
４   「シリーズ 喝！」
　柔道整復かくあるべし！
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続
・
ど
う
な
る
療
養
費
改
定
!?

　

第
54
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
同
部
会
に
柔
道
整
復
療
養
費
検
討
専
門
委

員
会
を
設
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
が
今
年

５
月
24
日
で
、
１
回
目
の
会
合
が
10
月
19
日

に
よ
う
や
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
間
、
厚
労
省
は
委
員
の
人
選
で
調
整
は

難
航
し
て
い
た
。

　

平
山
泰
朗
衆
院
議
員
（
現
国
民
新
党
、
東

京
13
区
）
が
７
月
11
日
に
提
出
し
た
柔
道
整

復
師
の
療
養
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書
で

は
、「
柔
道
整
復
師
の
健
康
保
険
療
養
費
に
関

す
る
取
り
扱
い
は
通
例
『
医
師
点
数
表
（
告

示
）』改
正
後
２
カ
月
後
に
医
師
点
数
表
改
正

に
準
じ
て
改
正
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
今
回
、
４
月
１
日
改
正
後
、
す
で
に
３

カ
月
以
上
に
な
る
が
、
い
ま
だ
改
正
さ
れ
て

い
な
い
」
と
し
て
、
な
ぜ
改
正
さ
れ
な
い
の

か
、
具
体
的
な
説
明
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
７
月
24
日
の
野
田
総
理
名
で

の
答
弁
書
に
よ
る
と
、「
厚
生
労
働
省
保
険
局

長
が
「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費

の
算
定
基
準
」（
昭
和
33
年
９
月
30
日
付
保

発
第
64
号
厚
生
省
保
険
局
長
通
知
別
紙
。
以

療養費改定は

　いつになるのだろうか

　

２
年
ご
と
の
診
療
報
酬
改
定
と
同
じ
年
に
行
わ
れ

て
い
た
柔
道
整
復
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り

・
き
ゅ
う
の
施
術
の
療
養
費
の
算
定
基
準
の
一
部
改
定

は
平
成
24
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
異
例

の
改
定
先
送
り
と
な
っ
た
。今
年
10
月
に
は
実
施
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
見
通
し
だ
と
本
誌
前
号（
平
成
24
年
７
月

25
日
発
行
）
で
お
伝
え
し
た
が
、本
号
の
原
稿
締
め
切

り
で
あ
る
10
月
12
日
現
在
、い
ま
だ
に
そ
の
具
体
的
内

容
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
議
論
の
場
に

も
至
っ
て
い
な
い
。
改
定
の
先
送
り
は
、前
号
で
触
れ

た
よ
う
に
今
年
５
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
第
54
回
社

会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
で
決
ま
っ
た
。同
部
会

に
「
柔
道
整
復
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
」
と
「
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う
療
養
費
検
討
専

門
委
員
会
」
を
設
け
て
、そ
こ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た

内
容
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
が
、
そ
の
委
員

会
委
員
の
人
選
が
難
航
し
な
か
な
か
会
合
を
開
け
ず
、

各
論
に
入
れ
な
か
っ
た
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、よ
う
や

く
初
会
合
が
10
月
19
日
に
よ
う
や
く
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。こ
れ
に
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
背
景
が
あ

り
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

特
集
①

社
保
審
専
門
委
、初
会
合
を
よ
う
や
く
10
月
19
日
に
開
催
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下
「
算
定
基
準
」）
で
示
し
て
い
る
。
算
定
基
準

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
５
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
第
54
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
、
同
部
会
に
柔
道
整
復
療
養
費
検
討
専
門
委

員
会
を
設
け
、
お
お
む
ね
同
年
の
秋
頃
ま
で
に

平
成
24
年
度
の
改
定
案
の
取
り
ま
と
め
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
度
は
、
ま
だ

改
定
を
行
っ
て
い
な
い
」。

　

こ
の
回
答
に
対
し
て
平
山
議
員
は
９
月
４
日

に
も
再
度
質
問
趣
意
書
を
提
出
、
例
年
と
比
べ

て
大
幅
に
遅
れ
た
理
由
に
つ
い
て
の
明
確
な
説

明
を
求
め
た
が
、
同
月
11
日
の
答
弁
書
で
も
同

様
の
答
弁
だ
っ
た
。

　

５
月
24
日
の
第
54
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療

保
険
部
会
（
部
会
長
＝
遠
藤
久
夫
・
学
習
院
大

学
経
済
学
部
教
授
）
で
は
、
柔
道
整
復
と
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術

に
係
る
療
養
費
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
見
直
し
を
行
う
た
め
、
同
部
会
に
「
柔

道
整
復
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
」
と
「
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う
療
養
費

検
討
専
門
委
員
会
」
と
い
う
２
つ
の
専
門
委
員

会
を
設
置
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
厚

労
省
か
ら
提
示
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
今
回
の
柔
整
療
養
費
を
め
ぐ
る
改

定
で
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
で
議
論

さ
れ
た
こ
と
が
、
今
ま
で
に
な
い
異
例
な
こ
と

だ
っ
た
。

さ
ひ
接
骨
師
会
、
一
般
社
団
法
人
日
本
整
復
師

会
、
協
同
組
合
近
畿
整
骨
師
会
、
滋
賀
県
接
骨

師
会
、
柔
道
整
復
師
会
協
同
組
合
、
整
骨
院
振

興
協
同
組
合
、
第
一
日
本
接
骨
師
会
、
大
日
本

柔
道
整
復
師
協
会
、
徳
島
県
保
険
接
骨
師
会
、

中
部
柔
整
師
協
会
、
道
友
協
会
、
日
本
柔
道
整

復
師
請
求
サ
ー
ビ
ス
連
盟
、
兵
庫
県
柔
道
整
復

師
連
合
会
、
福
島
県
柔
道
整
復
師
会
、
ユ
ー
エ

ル
シ
ー
接
骨
師
会
の
16
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
16
団
体
で
推
計
２
５
０
０
会
員
。

　
「
日
整
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
、な
ぜ
残
り
２

名
が
全
国
柔
道
整
復
師
連
合
会
か
ら
な
の
か
」

と
あ
る
団
体
の
会
長
は
疑
問
を
呈
す
る
。
柔
整

業
界
に
は
他
に
も
２
０
０
０
人
以
上
の
会
員
を

有
す
る
団
体
が
数
団
体
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
人

選
に
反
発
す
る
声
も
あ
る
と
い
う
。
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
業
界
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な

潮
流
が
生
ま
れ
交
通
整
理
が
よ
く
行
わ
れ
な
い

ま
ま
に
走
り
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
が
あ

る
。

　

と
も
か
く
、
委
員
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
療
養

費
改
定
の
具
体
的
な
議
論
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
。
３
～
４
回
ほ
ど
の
会
合

で
次
期
改
定
の
結
論
が
得
ら
れ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
遅
く
と
も
来
年
早
々
に
は
改
定
が
行
わ
れ

る
見
通
し
だ
。

　

専
門
委
員
は
座
長
に
有
識
者
、保
険
者
、施
術

者
、
整
形
外
科
医
な
ど
の
医
師
の
三
者
で
構
成

さ
れ
る
。
委
員
は
厚
労
省
保
険
局
で
選
考
し
最

終
的
に
は
厚
労
大
臣
が
任
命
す
る
わ
け
だ
が
、

医
師
側
委
員
の
整
形
外
科
医
や
施
術
者
代
表
は

ど
の
よ
う
な
団
体
か
ら
選
ば
れ
る
の
か
が
注
目

さ
れ
て
い
た
。
改
定
が
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

よ
り
遅
れ
た
の
は
、
こ
の
専
門
委
員
の
人
選
が

難
航
し
た
た
め
だ
。
10
月
19
日
の
初
会
合
で
は

委
員
名
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
だ
が
、
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
施
術
者
側
委
員
５
名
は
、
日

本
柔
道
整
復
師
会
か
ら
３
名
、
全
国
柔
道
整
復

師
連
合
会
（
田
中
威
勢
夫
会
長
、
東
京
都
墨
田

区
）
か
ら
２
名
の
委
員
が
内
定
し
た
と
い
う
。

業
界
唯
一
の
公
益
社
団
法
人
で
あ
る
日
本
柔
道

整
復
師
会
は
お
よ
そ
１
万
７
０
０
０
余
名
の
会

専
門
委
員
の
選
定
に
疑
問
の
声
も

員
を
擁
す
る
団
体
。
全
国
柔
道
整
復
師
連
合
会

は
柔
整
16
団
体
に
よ
り
平
成
23
年
12
月
に
設
立

さ
れ
た
。
今
年
年
６
月
中
旬
に
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
発
足
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
て
い
る

が「
柔
道
整
復
師
の
業
務
を
考
え
る
議
員
連
盟
」

の
会
長
を
務
め
る
中
井
洽
衆
院
議
員
も
駆
け
つ

け
賛
意
を
示
し
た
と
い
う
。

　

柔
整
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
に
設

立
さ
れ
た
民
主
党
の
「
統
合
医
療
を
普
及
・
促

進
す
る
議
員
の
会
」
の
中
の
柔
道
整
復
師
小
委

員
会
で
、
業
界
団
体
な
ど
を
交
え
て
種
々
議
論

が
な
さ
れ
て
き
た
。
今
年
４
月
中
旬
に
は
民
主

党
・
柔
道
整
復
師
の
業
務
を
考
え
る
議
員
連
盟

が
設
立
さ
れ
た
。

　

全
国
柔
道
整
復
師
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
正
会
員
は
、
ア
イ
ワ
接
骨
師
会
、
あ

　

療
養
費
改
定
が
10
月
に
行
わ
れ
る
と
い
う
予

測
の
下
、
９
月
に
な
っ
て
療
養
費
改
定
に
関
す

る
情
報
が
横
行
し
だ
し
た
。「
初
検
料
と
施
療
料

が
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
円
引
き
上
げ
、
後
療
料
も

10
円
引
き
上
げ
る
代
わ
り
に
３
部
位
目
の
逓
減

を
70
％
→
50
％
に
減
額
、
長
期
治
療
５
カ
月
目

よ
り
50
％
に
減
額
、
月
の
回
数
制
限
を
５
カ
月

目
か
ら
10
回
」
な
ど
と
い
う
内
容
が
ま
こ
と
し

や
か
に
噂
さ
れ
た
。

　

だ
が
こ
れ
は
実
際
に
は
決
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
４
月
下
旬
に
１
つ
の
案
と
し
て
出
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
ど
こ
か
ら
か
こ
の
内
容

が
漏
れ
て
業
界
内
に
伝
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
業

界
内
の
各
団
体
は
こ
う
し
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
と
会
員
に
連
絡
し
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
療
養
改
定
後
、
会
計
検
査
院
か

ら
出
さ
れ
た
決
算
検
査
報
告
に
は
、
厚
生
労
働

省
に
対
し
て
柔
道
整
復
療
養
費
の
支
給
を
適
正

な
も
の
と
す
る
よ
う
、
意
見
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
こ
に
は
柔
道
整
復
療
養
費
の
支
給
対
象
と

な
る
負
傷
の
範
囲
を
例
示
す
る
な
ど
、
算
定
基

準
が
よ
り
明
確
に
な
る
よ
う
な
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
長
期
あ
る
い
は
頻
度
が
高
い
施
術
の

と
き
に
申
請
書
に
そ
の
理
由
を
記
載
す
る
な
ど

の
方
策
を
と
る
こ
と
、
保
険
者
及
び
審
査
会
に

対
す
る
指
針
を
示
す
よ
う
な
こ
と
、
あ
る
い
は

保
険
者
に
対
し
て
被
保
険
者
等
の
周
知
徹
底
を

す
る
よ
う
に
指
導
す
る
―
―
と
い
う
こ
と
が
指

摘
さ
れ
た
。

　

次
期
改
定
で
は
、
最
低
で
も
こ
の
多
部
位
施

術
、
長
期
施
術
、
頻
回
施
術
な
ど
の
部
分
に
手

を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

長
引
く
結
論
に
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
飛
び
交
う

ひーりんぐ37.indd   5 2012/10/16   15:34:28
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平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
実
施
さ
れ
た
20
～
60 

歳
代
の
約
３
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
過
去

に
手
技
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
現
在
も
利
用
す
る

こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
は
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
32

・
８ 

％
、「
整
体
」
26
・
８ 

％
、「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
」
16
・
０
％
で
、
健
康
保
持
や
疾
病
の
予
防
・

治
療
の
目
的
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、
整
体
、
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
手
技
が
広
く
一
般
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
全
国
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積
し
て
い
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
・
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ

ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｏ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
に
は
、
健
康
維
持
や

身
体
症
状
の
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
手
技
に
よ
る

施
術
を
受
け
て
損
傷
が
発
生
し
た
と
い
う
相
談
が
平

成
19
（
２
０
０
７
）
年
度
以
降
の
約
５
年
間
で
８
２

５
件
寄
せ
ら
れ
て
お
り
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

損
傷
の
程
度
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ
た
相
談
の
約
８

割
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
３

割
は
治
療
に
３
週
間
以
上
を
要
し
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
資
料
は
手
技
以
外
の
器
具
な
ど
を
用
い
た
、
は

り
、
き
ゅ
う
な
ど
や
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
な
ど

で
行
わ
れ
る
施
術
に
つ
い
て
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な

い
。

施
術
に
よ
る
損
傷
事
例
と
概
要

　

資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
な
損
傷
事
例
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。

　
【
事
例
１
】
指
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
で
全
身
の
指
圧

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
肋
軟
骨
を
骨
折
し

加
療
１
カ
月
と
診
断
さ
れ
た
（
埼
玉
県
・
60
歳
代
・

女
性
）。

　
【
事
例
２
】接
骨
院
で
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を

受
け
て
肋
軟
骨
を
負
傷
し
、
頸
椎
捻
挫
も
発
症
し
た

（
東
京
都
・
30
歳
代
・
女
性
）。

　
【
事
例
３
】接
骨
院
に
行
っ
た
ら
痛
み
が
ひ
ど
く
な

っ
た
が
、
病
院
に
行
か
ず
通
院
を
続
け
る
よ
う
言
わ

れ
通
院
す
る
う
ち
に
痛
み
が
ひ
ど
く
な
り
、
手
が
震

え
た
り
睡
眠
中
に
激
痛
で
目
覚
め
る
よ
う
に
な
っ
た

（
神
奈
川
県
・
40
歳
代
・
女
性
）。

　
【
事
例
４
】マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
て
首
や
頭
の
周
り

が
痛
く
な
り
病
院
で
頸
椎
捻
挫
と
診
断
さ
れ
た
（
神

奈
川
県
・
50
歳
代
・
女
性
）。

　
【
事
例
５
】
健
康
ラ
ン
ド
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

た
と
こ
ろ
腰
や
脚
に
痛
み
が
出
て
歩
行
困
難
に
な
っ

た
。
翌
日
整
形
外
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
脊
椎
管

要
注
意
！

手
技
に
よ
る

　

事
故
増
加 特集②

　

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
８
月
２
日
に
発

表
し
た
報
道
資
料
「
手
技
に
よ
る
医
業
類
似
行
為
の
危
害
」
に
よ
れ
ば
、
健
康
維
持

や
身
体
症
状
の
改
善
、
解
消
な
ど
を
目
的
と
し
た
手
技
に
よ
り
危
害
を
受
け
た
と
い

う
相
談
が
平
成
19
年
度
以
降
の
約
５
年
間
で
８
２
５
件
寄
せ
ら
れ
、
件
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
特
集
で
は
報
道
資
料
の
損
傷
を
与
え
た
事
例
や
発
生
件
数
、

受
け
た
施
術
内
容
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
方
法
を
考
え
る
。
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狭
窄
症
が
あ
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
強
く
押
し
た
た
め

痛
み
が
出
た
の
だ
ろ
う
と
の
話
。
通
院
治
療
に
1 

カ

月
と
言
わ
れ
た
（
神
奈
川
県
・
60
歳
代
・
男
性
）。

　
【
事
例
６
】
広
告
を
見
て
整
体
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
と
こ
ろ
腰
が
痛
く
な
っ
た
（
北
陸
・
30
歳
代
・
女

性
）。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
は
平
成
19
（
２
０

０
７
）
年
度
が
１
１
５
件
、
20
年
度
で
１
３
１
件
、

21
年
度
１
５
５
件
、
22
年
度
１
９
９
件
、
23
年
度
１

８
６
件
で
、
今
年
度
は
前
年
の
同
時
期
件
数
を
超
え

て
お
り
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
際

は
施
術
を
受
け
て
損
傷
を
受
け
た
人
が
必
ず
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
は
限
ら
ず
こ
の
件
数
は

も
っ
と
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

損
傷
を
受
け
た
施
術
の
種
類
は
、
相
談
か
ら
は
施

術
者
が
国
家
資
格
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
別

で
き
な
い
た
め
、
こ
の
資
料
で
は
施
術
者
の
国
家
資

格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
集
計
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
と
い
う
語
句
を
含
む

施
術
（「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」、「
○
○
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
な

ど
）
を
受
け
た
と
い
う
相
談
が
２
８
１
件
で
最
も
多

く
、
次
に
「
整
体
」
と
い
う
語
句
を
含
む
相
談
が
２

４
０
件
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
れ
ら
の
施
術
の
う
ち
、
法
的
な
資
格
制
度
が
な

い
「
整
体
」、「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
」、「
矯
正
」

と
い
う
語
句
を
含
む
相
談
を
合
わ
せ
る
と
３
６
６
件

で
全
体
の
44
・
４
％
で
あ
っ
た
。

　

被
害
を
受
け
た
人
の
年
代
別
で
は
40
歳
代
が
１
７

０
件
と
一
番
多
く
、
続
い
て
30
歳
代
で
１
６
９
件
と

両
年
代
で
約
45
％
を
占
め
て
い
る
。
以
下
50
歳
代
１

３
９
件
、
60
歳
代
１
１
３
件
、
70
歳
代
78
件
、
20
歳

代
60
件
と
続
い
て
い
る
。

　

相
談
の
中
に
は
、
複
数
の
身
体
部
位
に
損
傷
が
生

じ
た
と
い
う
事
例
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
施
術
に
よ

り
主
に
発
生
し
た
身
体
部
位
に
つ
い
て
は
、「
腰
部
・

臀
部
」
が
１
６
４ 

件
で
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
の
１

手技による　
事故増加

要注意！

図
１
．
受
け
た
施
術
の
種
類

ひーりんぐ37.indd   7 2012/10/16   17:19:37



8Healing Magazine
No.37  2012  Autumn

１
２
件
は
腰
に
損
傷
が
発
生
し
た
と
い
う
相
談
だ
っ

た
。
ま
た
、「
首
」
１
３
５ 

件
、「
胸
部
・
背
部
」
１

２
５
件
の
相
談
も
多
か
っ
た
（
図
２
）。

　

損
傷
内
容
は
、「
神
経
・
脊
髄
の
損
傷
」
１
７
７ 

件
、「
骨
折
」
79 
件
、「
擦
過
傷
・
挫
傷
・
打
撲
傷
」

78 

件
の
順
で
多
か
っ
た
。「
そ
の
他
の
傷
病
及
び
諸

症
状
」
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
〝
痛
み
〟
や
〝
痺

れ
〟
な
ど
が
多
か
っ
た
（
図
３
）。

　

負
傷
な
ど
の
程
度
の
回
答
が
あ
っ
た
６
４
０
件
の

う
ち
４
９
８
件
は
損
傷
発
生
後
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
い
る
が
、
治
療
期
間
が
３
週
間
以
上
だ
っ
た
も

の
は
１
６
７
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
損
傷
が
発
生
し
た
部
位
別
に
そ
の
内
容

を
集
計
す
る
と
「
首
」
や
「
腰
部
・
臀
部
」
は
「
神

経
・
脊
髄
の
損
傷
」
の
割
合
が
高
く
、「
胸
部
・
背

部
」
は
「
骨
折
」
の
割
合
が
高
か
っ
た
。「
胸
部
・
背

部
」
の
「
骨
折
」
に
関
す
る
相
談
の
大
半
は
、
肋
骨

を
骨
折
し
た
、
あ
る
い
は
ひ
び
が
入
っ
た
と
い
う
内

容
で
あ
っ
た
。

◆　

◇　

◆　

◇

　

保
険
収
入
が
多
く
を
占
め
る
接
骨
院
な
ど
で
は
、

高
齢
者
の
医
療
費
の
増
加
や
施
術
者
の
増
加
や
施
術

所
の
急
増
な
ど
に
よ
る
影
響
で
１
店
舗
あ
た
り
の
売

上
も
患
者
数
も
低
落
傾
向
で
、
将
来
に
わ
た
る
経
営

状
況
も
決
し
て
安
泰
で
は
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
新

た
に
自
由
診
療
を

取
り
入
れ
た
り
自

由
診
療
に
ウ
エ
イ

ト
を
置
い
た
り
す

る
院
が
急
増
し
て

い
る
。
ま
た
、
施

術
院
な
ど
で
も
施

術
所
の
増
加
や
激

安
店
の
登
場
で
、

収
入
低
下
を
防
ぐ

た
め
に
新
た
な
施

術
メ
ニ
ュ
ー
を
導

入
し
は
じ
め
て
い

る
。
そ
う
し
た
こ

と
が
施
術
に
よ
る

事
故
の
増
加
に
影

響
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
一
方

で
、
国
家
資
格
者

が
自
費
の
施
術
時
に
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
損
害

な
ど
を
補
償
（
担
保
）
さ
れ
る
か
が
心
配
に
な
る
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
治
療
協
会
（
本
誌
表
３
広
告

参
照
）
は
、施
術
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
「
無
料
相
談
」

や
全
会
員
を
包
括
被
保
険
者
と
し
た
賠
償
責
任
保
険

包
括
契
約
を
保
険
会
社
と
締
結
し
て
「
損
害
賠
償
」

を
行
う
団
体
で
、
現
在
国
家
資
格
者
か
ら
民
間
手
技

施
術
家
ま
で
約
１
万
８
０
０
０
人
の
会
員
に
提
供
し

て
い
る
。
そ
の
靑
柳
真
佐
緒
理
事
長
に
事
故
件
数
と

補
償
の
担
保
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
「
国
家
資
格
者
に
よ
る
自
費
の
施
術
の
事
故
が
増

え
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
事
故
の

件
数
そ
の
も
の
は
当
会
員
の
増
加
の
比
率
以
上
に
相

談
件
数
は
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
協
会
の
会
員

に
対
す
る
賠
償
の
基
本
は
資
格
を
問
わ
ず
国
内
ど
こ

で
、
誰
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
〝
頸
椎
に
対
す
る
急
激

な
回
転
や
伸
展
操
作
〟
を
加
え
る
手
技
以
外
は
担
保

さ
れ
ま
す
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
賠
償
保
険
に
よ
っ
て
は
持
っ
て
い
る
資
格

や
施
術
内
容
に
よ
っ
て
担
保
内
容
が
違
っ
た
り
、
院

名
で
加
入
し
て
も
ス
タ
ッ
フ
は
担
保
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
院
内
以
外
は
担
保
さ
れ
ず
出
張
治
療
な
ど
で
の

施
術
事
故
で
は
支
払
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
注
意

が
必
要
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
は
施
術
を
受
け
る
側
か
ら
の
視
点

で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
施
術
者
側
に
立
っ
た
意
見

と
し
て
、「
ま
ず
受
け
る
側
の
状
態
の
把
握
や
見
極
め

が
大
切
で
、
施
術
に
よ
り
ど
う
変
化
す
る
か
な
ど
患

者
さ
ん
に
説
明
す
る
こ
と
が
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
一

歩
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
く
押
し
て
ほ
し
い
と
言

わ
れ
て
も
、
こ
れ
以
上
や
る
と
骨
に
支
障
が
出
ま
す

と
か
、
も
と
も
と
ず
れ
て
い
た
部
分
を
正
し
く
矯
正

図
２
．
主
な
損
傷
部
位

図
３
．
主
な
損
傷
内
容
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激増するうつ病や自律神経失調症に対応できるテクニック
を身に付けて、治療院を安定的に繁盛させませんか？

お申込み・お問い合わせ　日本自律神経研究会事務局
TEL：0466-33-2797　E-mail：office@etc-karada.com
ご参加希望の方は、お名前と電話番号をお知らせ下さい。

HP⇒http://www.jiritusinkei.com/ うつ病　セミナー 検 索

日 時：11 月 11 日（日）19：00 ～ 21：00
場 所：ゆうぽうと　品川区西五反田（五反田駅徒歩５分）

うつ・自律神経失調症
対応 無料セミナー

す
る
こ
と
で
一
時
的
に
状
態
が
悪
化
し
た
よ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
る
な
ど
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
も
と
も
と
障
害
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
施
術
者
に
伝
え
ず
治
療
を
受
け
て
悪
化

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
聞
き
出
す
こ
と
も
大
切
で

す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

本
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
接
骨
院
な
ど
が
新
た

に
自
由
診
療
と
し
て
取
り
入
れ
た
い
メ
ニ
ュ
ー
で
人

気
の
高
い
の
は
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
」「
整

体
」だ
。
こ
れ
ら
を
ど
こ
で
習
得
す
る
か
と
い
え
ば
、

短
期
間
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
出
席
と
の
回
答
が
大
多
数

を
占
め
る
。
日
常
の
仕
事
で
の
施
術
が
あ
る
た
め
に

休
日
な
ど
を
利
用
し
て
週
１
回
、
数
時
間
程
度
の
セ

ミ
ナ
ー
内
容
で
ど
こ
ま
で
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
「
神
経
・
脊
髄
の
損
傷
」
は

重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

神
経
・
脊
髄
の
損
傷
を
与
え
る
頸
椎
や
腰
椎
の
回

旋
矯
正
な
ど
に
つ
い
て
、
ウ
エ
ム
ラ
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
院
長
で
米
国
政
府
公
認
ド
ク
タ

ー
オ
ブ
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
（
Ｄ
Ｃ
）
の
上
村

高
史
氏
は
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
（
カ
イ
ロ
）

は
、
短
時
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で
安
易
に
理
解
し
習
得
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
首
や
腰
の
骨
を
鳴

ら
す
た
め
だ
け
の
治
療
は
本
来
の
意
味
を
理
解
せ
ず

に
回
旋
し
た
ア
ジ
ャ
ス
ト
を
行
え
ば
事
故
が
起
き
る

の
は
当
た
り
前
で
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
は
、
ず

れ
た
頸
椎
・
腰
椎
等
の
脊
椎
を
元
の
位
置
に
戻
す
方

法
で
ア
ジ
ャ
ス
ト
し
て
い
る
の
は
1
ミ
リ
程
度
な
の

に
、
力
加
減
や
範
囲
も
分
か
ら
ず
単
に
頸
椎
や
腰
椎

を
回
転
さ
せ
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が

間
違
い
の
も
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
検

査
段
階
で
リ
ス
ク
の
あ
る
よ
う
な
人
に
は
行
い
ま
せ

ん
。
カ
イ
ロ
の
他
の
療
法
で
も
十
分
に
効
果
が
出
ま

す
か
ら
。
そ
れ
を
ど
ん
な
状
態
の
人
で
も
ポ
キ
ポ
キ

さ
せ
る
の
が
カ
イ
ロ
だ
と
思
っ
て
施
術
す
る
か
ら
問

題
が
起
こ
る
の
で
す
」。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
「
頸
椎
や
腰
椎
に

対
す
る
回
旋
し
た
ア
ジ
ャ
ス
ト
を
行
わ
な
い
こ
と
。

安
全
な
治
療
法
は
一
杯
あ
る
の
で
他
の
セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
て
そ
れ
を
実
践
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま

す
」。
最
後
に「
セ
ミ
ナ
ー
で
短
時
間
に
習
っ
た
よ
う

な
カ
イ
ロ
の
施
術
で
事
故
を
起
こ
し
た
施
術
者
も
そ

の
被
害
に
遭
っ
た
患
者
さ
ん
も
、
そ
れ
を
真
の
カ
イ

ロ
の
技
術
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
と
て
も
迷
惑
な
こ
と
で
す
。
実
際
に
そ
う
い
う

事
故
で
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
り
当
院
を
受
診
す
る
ケ
ー
ス

も
多
い
で
す
」
と
語
る
。

　

厚
生
労
働
省
も
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
６
月
発

出
の
医
事
第
58
号
で
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
療

法
の
手
技
に
は
各
種
あ
り
…
（
略
）
…
と
り
わ
け
頚

椎
に
対
す
る
急
激
な
回
転
伸
展
操
作
を
加
え
る
ス
ラ

ス
ト
法
は
…
（
略
）
…
禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
」

と
通
知
し
て
い
る
。

　

各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
す
る
教
育
機
関
に
聞
い
て

み
た
。

　

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け
に
１
ｄ
ａ
ｙ
や
３
ｄ

ａ
ｙ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
接
骨
院
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
の
事

務
局
長
で
あ
る
境
瑠
美
氏
は
、「
も
と
も
と
私
た
ち
が

接
骨
院
な
ど
の
自
由
診
療
に
お
勧
め
す
る
セ
ミ
ナ
ー

は
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
、
リ

ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
な
ど
が
中
心
で
、
お
客
様
に
危
害
を
与
え
る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
施

術
効
果
は
薄
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
短
期
間
の

セ
ミ
ナ
ー
で
も
十
分
に
効
果
は
出
ま
す
し
出
る
よ
う

に
教
え
て
い
ま
す
」。
ま
た
、「
整
体
に
関
し
て
も
施

術
者
側
は
無
理
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
わ
ず
、
施
術
を

受
け
る
人
の
体
重
を
負
荷
に
し
ま
す
の
で
施
術
を
す

る
側
も
受
け
る
側
も
負
担
が
か
か
ら
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
徒
手
に
よ
る
加
圧
を
掛
け
る
技
術
の

場
合
、施
術
者
は
施
術
を
受
け
る
人
の
年
齢
や
性
別
、

筋
肉
の
強
弱
な
ど
体
の
状
態
を
見
極
め
た
う
え
で
加

圧
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。
さ
ら

に
「
力
加
減
・
感
覚
が
分
か
ら
な
い
人
の
た
め
に
は

講
師
が
そ
の
人
の
加
圧
を
何
度
も
受
け
て
細
か
く
指

導
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」。

　

◇　
　

◇　
　

◇

　

結
論
と
し
て
導
か
れ
る
こ
と
は
、
危
険
な
部
位
に

危
険
な
方
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
い
こ
と
。
患
者
に

応
じ
た
施
術
時
の
力
加
減
や
配
分
な
ど
の
習
得
に
力

を
入
れ
る
こ
と
。
患
者
さ
ん
や
お
客
さ
ん
の
身
体
の

状
況
を
十
分
に
把
握
し
、
施
術
内
容
を
丁
寧
に
説
明

す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
、
こ
の
こ
と
が
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に

万
が
一
の
こ
と
も
考
慮
し
て
、
新
技
術
の
導
入
を
き

っ
か
け
に
今
加
入
し
て
い
る
賠
償
保
険
も
見
直
す
こ

と
も
肝
要
だ
ろ
う
。
技
術
の
凄
さ
を
見
せ
つ
け
る
よ

う
な
施
術
だ
か
ら
と
か
、
世
界
に
通
用
す
る
技
術
な

の
で
格
好
が
い
い
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
本
質
を

見
極
め
ず
に
新
規
の
導
入
技
術
を
選
択
す
れ
ば
そ
れ

だ
け
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
導
入
す
る
新
規
技
術
の
選
択
は
事
故
が

起
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
想
定
し
て
十
分
な
配
慮

を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

タカセ会計事務所は、100 件以上の治療院開業をお手伝い
してきました。
当初は、税務の開業のお手伝いだけでした。その中には、
開業後半年で 1日 50 人以上の患者が来院する院があれば、
1日10人に満たない来院数の院もあるのです。その違いが、
開業時にある事に気づきました。　この小冊子は、その開
業時に焦点を絞ったものです。
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今
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
療
養
費
の

一
部
改
定
に
つ
い
て
、
「
柔
道
整
復
師
の
業

務
を
考
え
る
議
員
連
盟
」
と
柔
道
整
復
師
業

界
団
体
の
代
表
ら
か
ら
厳
し
い
意
見
が
厚
生

労
働
省
（
以
下
厚
労
省
）
に
出
さ
れ
、
５
月

11
日
に
厚
労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
で
療
養
費
等
の
改
定
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
同
部
会
で
療
養
費
等
の
改
定

に
関
し
て
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
異
例
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

同
月
24
日
の
部
会
で
は
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
見
直
し
を
行
う
た
め
、
「
柔
道
整

復
」
と
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り

・
き
ゅ
う
」
の
２
つ
の
検
討
専
門
委
員
会
を

設
置
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
決
ま
り
、

秋
ご
ろ
ま
で
を
メ
ド
に
取
り
ま
と
め
た
い
と

の
こ
と
か
ら
６
月
に
は
改
定
が
実
施
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
９
月
の
下
旬
に
な

っ
て
も
検
討
専
門
委
員
会
の
人
選
な
ど
に
時

間
が
か
か
っ
た
た
め
専
門
委
員
会
は
開
か
れ

ず
、
秋
ま
で
の
取
り
ま
と
め
が
不
可
能
と
な

り
改
定
は
早
く
て
も
11
月
以
降
に
な
る
よ
う

で
す
。

　

以
前
に
も
こ
の
欄
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

療
養
費
の
改
定
は
不
当
請
求
の
抑
止
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
社

会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
は
制
度
疲

労
を
起
こ
し
て
い
る
柔
道
整
復
療
養
費
の
制

度
そ
の
も
の
の
議
論
を
徹
底
的
に
重
ね
て
い

た
だ
き
、
抜
本
的
な
制
度
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
。

『
ル
ー
ル
違
反
』

請
求
代
行
会
社
療
養
費
請
求
担
当

：
療
養
太
郎（
仮
名
）

基
準
が
あ
る
ル
ー
ル
と
あ
い
ま
い
な
ル
ー
ル

　

柔
道
整
復
師
が
保
険
請
求
を
す
る
上
で
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
低
限
の
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
は
大
き
く
分
け
て
二
通
り

あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
各
項
目
の
料
金
お
よ
び
近
接
部

位
、
多
部
位
逓
減
、
長
期
逓
減
、
３
部
位
以
上

の
負
傷
に
関
し
て
の
負
傷
原
因
の
詳
細
な
記
載

な
ど
の
明
確
に
わ
か
る
ル
ー
ル
、
２
つ
目
は
長

期
お
よ
び
濃
厚
な
施
術
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努

め
る
こ
と
、
負
傷
原
因
お
よ
び
長
期
理
由
が
パ

タ
ー
ン
化
し
な
い
こ
と
な
ど
、
明
確
に
定
め
ら

れ
て
い
な
い
、
基
準
が
あ
い
ま
い
な
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
療
養
費
支
給
申
請
書

（
申
請
書
）
は
レ
セ
コ
ン
で
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
レ
セ
コ
ン
に
は
明
確
な
ル
ー
ル
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
不
備
（
ル
ー
ル
違
反
）

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
者
は
明
確
に

定
め
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
い
ま
い
な
ル
ー
ル
が

遵
守
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
審
査
し
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
当
然

ル
ー
ル
違
反
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
を
柔

道
整
復
師
が
理
解
し
て
い
る
場
合
と
理
解
し
て

い
な
い
場
合
で
は
、
同
じ
申
請
内
容
で
あ
っ
て

も
違
反
と
な
る
場
合
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
〝
濃
厚
施
術
と
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
〟
と

い
う
ル
ー
ル
に
は
、
何
日
目
以
上
か
ら
濃
厚
施
術

に
な
る
か
と
い
う
明
確
な
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
１
カ
月
の
通
院
日
数
が
26
日
で
あ
っ
た

場
合
、
日
数
を
見
る
限
り
で
は
濃
厚
施
術
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
日
数
を
20
日
間
に
抑
え
て
請
求
を
す
る
の

は
、
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い
な
い
柔
道
整
復
師
の

や
る
こ
と
で
す
。
理
解
し
て
い
る
柔
道
整
復
師
は

ま
ず
患
者
指
導
か
ら
始
め
ま
す
。
主
訴
お
よ
び
患

部
の
説
明
を
し
た
上
に
来
院
回
数
の
指
導
も

し
ま
す
。
保
険
者
が
言
う
と
こ
ろ
の
〝
計
画
的

な
施
術
〟
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
濃
厚
施
術

と
な
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

万
が
一
、
１
カ
月
の
通
院
日
数
が
26
日
に
な
っ

た
場
合
は
、
施
術
日
数
26
日
と
な
っ
た
理
由
を

記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
違
反
で
は

な
く
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
が
返
戻
さ
れ
た
あ
る
先
生
の
お
話

を
紹
介
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
「
早
く
治

し
て
ほ
し
い
。
ど
の
程
度
通
院
す
れ
ば
良
い

で
す
か
」
と
言
わ
れ
、
先
生
は
外
傷
の
程
度

か
ら
「
毎
日
通
院
で
き
る
な
ら
１
カ
月
弱
で

完
治
で
き
る
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
患
者
さ
ん
は
ほ
ぼ
毎
日
通
院
し
て
き
た
そ

う
で
す
が
、
先
生
は
〝
濃
厚
施
術
と
な
ら
な

い
よ
う
に
努
め
る
〟
と
い
う
ル
ー
ル
は
知
っ

て
い
た
の
で
毎
日
の
通
院
は
保
険
者
的
に
濃

厚
施
術
と
判
断
さ
れ
る
と
思
い
、
実
際
よ
り

も
日
数
を
少
な
く
し
て
15
日
間
来
院
し
た
こ

と
に
し
て
請
求
し
ま
し
た
。
こ
の
返
戻
の
場

合
〝
早
期
治
癒
の
た
め
、
患
者
に
毎
日
の
通

院
指
導
を
行
う
〟
な
ど
の
理
由
を
記
載
し
て

い
れ
ば
濃
厚
施
術
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

統
一
ル
ー
ル
と
個
別
ル
ー
ル

　

柔
道
整
復
師
が
保
険
請
求
を
す
る
上
で
の

ル
ー
ル
に
は
、
統
一
し
た
ル
ー
ル
と
個
別
ル

ー
ル
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
『
療
養
費

の
支
給
基
準
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
統

第
15
回

療
養
費
の
請
求
と
支
給　

続
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一
ル
ー
ル
で
療
養
費
の
改
定
の
対
象
で
す
。

こ
の
統
一
ル
ー
ル
を
基
に
独
自
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
る
保
険
者
が
あ
り
ま
す
。
保
険
者

独
自
の
ル
ー
ル
は
柔
道
整
復
師
に
通
知
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
実
際
に
保
険
請
求
を
行
っ
て

み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
３
部
位
以
上
の
負
傷
の
場
合
、
保

険
請
求
の
際
に
は
統
一
ル
ー
ル
で
負
傷
原
因

の
記
載
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、
１
部
位
か

ら
負
傷
原
因
を
記
載
し
な
け
れ
ば
返
戻
を
す

る
と
い
う
保
険
者
も
存
在
し
ま
す
。
〝
国
は

３
部
位
以
上
の
場
合
に
お
い
て
負
傷
原
因
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る

の
に
、
ど
う
し
て
１
部
位
か
ら
記
載
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
〟
と
怒
る
柔
道
整
復
師

が
い
ま
す
が
、
療
養
費
の
支
給
を
決
定
す
る

の
は
保
険
者
で
す
。
保
険
者
は
最
低
限
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
統
一
ル
ー
ル
に
適
正
な

療
養
費
の
支
払
い
が
迅
速
に
処
理
で
き
る
よ

う
な
独
自
の
個
別
ル
ー
ル
を
上
乗
せ
し
て
い

る
の
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
独
自
の
個
別

ル
ー
ル
を
療
養
費
の
改
定
と
は
関
係
な
く
定

め
た
う
え
で
行
使
す
る
保
険
者
が
増
加
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

返
戻
と
一
部
不
支
給

　

保
険
者
が
療
養
費
請
求
に
対
し
て
疑
義

が
生
じ
た
場
合
、
返
戻
付
箋
に
疑
義
内
容
を

記
載
し
返
戻
し
ま
す
。
何
度
か
申
し
ま
し
た

が
、
こ
の
際
は
疑
義
内
容
に
対
し
て
療
養
費
請

求
と
し
て
適
正
で
あ
る
旨
を
示
し
て
再
請
求
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
適
正
で
あ

る
こ
と
の
証
明
が
施
術
録
で
す
。

　

疑
義
や
患
者
照
会
の
回
答
内
容
が
療
養
費

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
っ
た
場
合
、

一
部
不
支
給
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
部

不
支
給
と
な
れ
ば
柔
道
整
復
師
が
い
く
ら
異
議

申
し
立
て
を
し
て
も
不
支
給
分
の
金
額
は
支
払

わ
れ
ま
せ
ん
。
一
部
不
支
給
の
場
合
に
は
柔
道

整
復
師
に
支
払
い
通
知
と
あ
わ
せ
て
一
部
不
支

給
で
あ
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
、
同
時
に
患
者
さ

ん
に
療
養
費
の
一
部
不
支
給
通
知
が
送
ら
れ
ま

す
。

　

患
者
さ
ん
に
送
ら
れ
る
一
部
不
支
給
決
定
通

知
内
容
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
１
負
傷
名
：
○
○
捻
挫　

２
不
支
給
金
額

：
○
○
○
○
円　

３
不
支
給
理
由
：
協
定
外
疾

病
（
慢
性
的
な
痛
み
等
は
健
康
保
険
外
）　

不

支
給
の
金
額
に
つ
い
て
は
あ
な
た
か
ら
○
○
整

骨
院
へ
お
支
払
い
下
さ
い
。
な
お
、
こ
の
処
分

に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60
日
以
内
に
、

文
章
ま
た
は
口
頭
で
社
会
保
険
審
査
官
に
審
査

請
求
で
き
ま
す
」

　

こ
の
通
知
内
容
か
ら
分
か
る
よ
う
に
異
議

申
し
立
て
を
で
き
る
の
は
患
者
さ
ん
で
す
。
ま

た
異
議
の
申
し
立
て
先
は
保
険
者
で
は
な
く
社

会
保
険
審
査
官
（
地
方
厚
生
局
内
）
と
な
り
ま

す
。
今
ま
で
に
患
者
さ
ん
が
審
査
請
求
を
行
っ

た
こ
と
は
私
が
知
る
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
患
者
さ
ん
が
こ
の
通
知
を
見

て
も
何
の
こ
と
か
全
く
理
解
で
き
て
い
な
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
療
養
費
の
制
度
お
よ
び
ル

ー
ル
は
患
者
さ
ん
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い
る
柔
道

整
復
師
は
患
者
指
導
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
一
方
的
に
一
部
不
支
給
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

厚
労
省
の
指
導
で
は
、
保
険
者
は
申
請
書
の

内
容
と
患
者
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

内
容
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
や
申
請
書

の
内
容
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
、
文
章
だ
け
に

頼
ら
ず
電
話
や
面
談
に
よ
り
患
者
さ
ん
に
再
照

会
を
行
い
、
疑
義
を
解
消
す
る
よ
う
十
分
調
査

に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
〝
腰
痛
〟

と
い
う
文
書
に
よ
る
回
答
に
対
し
て
〝
慢
性
で

の
保
険
請
求
〟
と
安
易
に
判
断
す
る
こ
と
は
な

く
十
分
に
調
査
し
て
結
果
を
出
し
ま
す
。
一
部

不
支
給
通
知
と
い
う
の
は
最
終
段
階
で
す
。

　
　

◇

　

明
確
な
ル
ー
ル
と
明
確
な
設
定
が
困
難
な
ル

ー
ル
、
統
一
し
た
ル
ー
ル
と
個
別
ル
ー
ル
な
ど
、

ル
ー
ル
を
知
ら
な
け
れ
ば
守
る
こ
と
す
ら
で
き

ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
に
指
導
や
説
明
が
で
き
ま

せ
ん
し
、
保
険
者
に
対
し
て
交
渉
も
で
き
ま
せ

ん
。
再
請
求
も
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
せ
ん
。
す
で

に
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
柔
道
整
復
療
養

費
で
は
あ
り
ま
す
が
、
守
る
べ
き
ル
ー
ル
は
守

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
保
険
者
に
疑
義

を
も
た
れ
た
ら
き
ち
ん
と
解
消
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
疑
わ
れ
た
ま
ま
で
請
求
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
も
自
身
の
た

め
に
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

幅広いニーズに対応できる手技を１日で習得！幅広いニーズに対応できる手技を１日で習得！

●ファミリーケア　小顔リンパドレナージュ【女性限定】
11月17日（土）　11:00～17:00
費用　15,000円（テキスト、認定費用、認定書、昼食代込み）
●ファミリーケア　リフレクソロジー足裏編【女性限定】
12月８日（土）　11:00～18:00
費用　15,000円（テキスト、認定費用、認定書、昼食代込み）

近
日
開
催

セ
ミ
ナ
ー

HP ： http://www.mdx-edu.com/
TEL ： 03-3255-0772
HP ： http://www.mdx-edu.com/
TEL ： 03-3255-0772

● お問合せ・資料請求はこちら● お問合せ・資料請求はこちら

東京都千代田区神田淡路町 1-1-1 KA111 ビル

明日から使えるＢＢＡ主催のファミリーケア１Dayセミナー

自
由
診
療
の
手
技
を
習
得

売
上
ア
ッ
プ
に
貢
献
！

※全てのカリキュラムに実技テストと認定書授与があります。

リラックスした癒し  足裏から膝下まで 優雅に癒す  オイルを使用し全身を 美と癒しの究極ケア  ハンドトリートメント 人気&話題の手技を習得

<リフレクソロジー> <アロマセラピー>【女性限定】 <フェイシャル>【女性限定】 <リンパドレナージュ【女性限定】 他
に
も
多
種
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
が
あ
り
ま
す
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ら
れ
ま
せ
ん
。
心
の
マ
ナ
ー
を
い
か
に
形
に
表

せ
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
内
面

力
プ
ラ
ス
α
と
し
て
の
外
見
力
も
大
事
で
す
。

人
柄
よ
し
、
技
術
よ
し
、
見
た
目
よ
し
！　

と

な
れ
ば
お
客
様
に
与
え
る
印
象
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
人
を
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
初
対

面
で
相
手
に
い
い
印
象
を
与
え
る
か
ど
う
か
」

と
「
無
防
備
な
と
き
の
姿
勢
、
態
度
」
で
す
。

例
え
ば
正
面
で
向
き
合
っ
て
い
る
と
き
は 

目

を
輝
か
せ
て
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
ふ
と
横
を
向

い
た
と
き
や
帰
り
際
の
横
顔
を
見
た
ら
「
あ
～

疲
れ
た
…
」
と
い
う
表
情
を
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
実
は
そ
の
無
防
備
な
表
情
が
そ
の
人
の

本
性
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
正
面
だ
け

で
な
く
何
気
な
い
表
情
も
見
ま
す
。
一
方
、
案

外
お
客
様
も
私
た
ち
の
何
気
な
い
仕
草
や
表
情

や
無
防
備
な
態
度
を
見
て
い
る
も
の
で
す
。
ど

ん
な
に
良
い
印
象
を
与
え
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
瞬
間
に
良
い
印
象
は
一
気
に
消
え
て
し
ま

い
ま
す
。
最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
に
お
客
様
に

接
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

　

で
は
具
体
的
に 

ど
ん
な
と
こ
ろ
を
見
る
か

と
い
う
と
、
一
般
に
「
社
会
の
５
科
目
」
と
い

わ
れ
る
礼
儀
の
種
類
で
す
。
①
挨
拶（
明
る
く
、

い
つ
も
先
に
挨
拶
が
で
き
る
）、
②
言
葉
遣
い

（
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
あ
っ
た
言
葉
を
使
え
る
）、
③
態
度

・
姿
勢
（
相
手
に
対
す
る
敬
意
を
あ
ら
わ
す
態

度
）、
④
服
装
・
身
だ
し
な
み
、
⑤
上
座
・
下
座

を
表
す
順
序
・
席
順
―
―
で
す
。

　

こ
れ
は
態
度
能
力
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
施
術

な
ど
技
術
力
の
部
分
は
実
務
能
力
と
呼
ば
れ
、

仕
事
を
通
し
て
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
の
能
力
は
仕
事
の
経
験
を
積
ん
で

身
に
付
く
も
の
や
磨
か
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
る
意
味
で
は
そ
の
人
の
生
き
方
そ
の

も
の
が
態
度
能
力
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
磨
く

た
め
に
は
、
本
人
が
そ
の
重
要
性
や
意
味
を
十

分
に
認
識
し
た
う
え
で
行
動
し
て
い
く
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

経
営
者
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
れ
ば
出
来

て
当
た
り
前
で
す
が
、
態
度
能
力
は
な
か
な
か

簡
単
に
は
身
に
付
き
ま
せ
ん
の
で
現
場
の
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
そ
の
行
動
を
徹
底
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
第
一
印
象
が
人
生
を
制
す
る
」と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
は
毎
日
が

初
対
面
の
連
続
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
普
段
か
ら
意
識
し
て
自
ら
を
磨
き
続
け
た
い

も
の
で
す
。〝
評
価
は
常
に
相
手
が
す
る
〟と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
…
で
す
ね
。

い
、数
多
く
の
人
と
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

判
断
力
、
決
断
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

な
ど
、
そ
の
人
の
〝
仕
事
力
〟
は
見
た
目
に
表

れ
ま
す
。
例
え
ば
初
対
面
で
「
こ
の
人
と
一
緒

に
仕
事
が
し
た
い
！
」
と
判
断
す
る
と
き
は
、

大
概
が
直
感
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
過
去

の
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
自
己
防
衛
本
能
に
よ

る
潜
在
意
識
か
ら
の
反
応
で
す
。

　

今
ま
で
接
し
て
き
た
人
に
基
づ
い
て
、過
去

の
記
憶
脳
に
よ
っ
て
こ
の
人
は
自
分
に
と
っ
て

〝
快
〟か〝
不
快
か
〟を
瞬
時
に
判
断
し
て
い
る
わ

け
で
す
。例
え
ば
、〝
心
地
良
い
〟と
感
じ
た
人
の

話
は
聞
き
た
く
な
り「
ま
た
、逢
い
た
い
」と
思

う
一
方
、〝
不
快
〟だ
と
感
じ
た
人
に
は
そ
の
瞬

間
か
ら
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、次
に
逢
う
チ
ャ
ン
ス
す

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ

れ
を
仕
事
で
考
え
た
時
、初
対
面
で
相
手（
お
客

様
）に
ど
ん
な
印
象
を
与
え
る
か
で
、次
の
展
開

は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

一
目
惚
れ
に
か
か
る
時
間
は
０
・
５
秒
だ
そ

う
で
す
。
人
が
人
を
好
き
に
な
る
の
は
、
ま
さ

に
一
瞬
で
す
。
相
手
に
興
味
や
関
心
を
抱
く
か

ど
う
か
、〝
快
〟
か
〝
不
快
〟
か
と
い
う
の
は
出

逢
っ
て
最
初
の
数
秒
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

す
か
ら
、
第
一
印
象
は
侮
れ
ま
せ
ん
。

　

評
価
は
相
手
が
す
る
の
で
す
。
あ
な
た
の
中

に
誇
る
べ
き
素
晴
ら
し
い
ス
キ
ル
や
人
間
性
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、あ
な
た
が
ど
う
望
ん
で
も
、

人
と
な
り
は
外
見
で
勝
手
に
判
断
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。
人
柄
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

そ
れ
を
態
度
に
表
せ
な
い
人
は
世
間
で
は
認
め

　

米
国
の
あ
る
心
理
学
者
は
人
の
第
一
印
象
は

６
～
７
秒
で
決
ま
る
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。
そ

の
内
訳
は
目
か
ら
入
っ
て
く
る
印
象
（
視
覚
情

報
）
が
55
％
、
耳
か
ら
入
っ
て
く
る
情
報
（
聴

覚
情
報
）
が
38
％
で
、
話
の
中
身
（
内
容
）
は

わ
ず
か
７
％
と
い
い
ま
す
。
い
か
に
目
か
ら
入

っ
て
く
る
第
一
印
象
が
重
要
な
の
か
、
ご
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
日
ご
ろ

そ
れ
を
意
識
し
て
い
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
ら

っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？　

企
業
研
修
を
行
っ

て
も
、
自
分
が
相
手
に
ど
う
い
っ
た
印
象
を
与

え
て
い
る
の
か
全
く
気
に
し
て
い
な
い
人
も
多

く
見
か
け
ま
す
。
と
く
に
営
業
職
や
接
客
業
に

従
事
し
て
い
る
人
は
常
に
人
と
の
出
逢
い
の
連

続
で
す
が
、
第
一
印
象
に
磨
き
を
か
け
る
努
力

を
怠
っ
て
い
た
り
、
そ
の
重
要
性
に
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
り
す
る
人
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

仕
事
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出
逢

朝倉千恵子プロフィール
■株式会社新規開拓　代表取締役社長
■小学校教員を経て社員教育研究所に入社。営
業経験ゼロながら入社３年後には社員数 230
人超、年間売上げ 23 億円の企業で単独 1 億円を
達成しトップセー ルス賞を受賞。
■ 2004 年に株式会社新規開拓を設立。
■自らの経験を生かした研修、講演は多くの企
業から支持され、そのリピート率は約９割以上
で現在も講師として全国を飛び回る。また、働
く女性の応援団長として自社にて「トップセー
ルスレディ育成塾」を主催。その卒業生は 1400
人を超える。

人
材
を
人
財
に

　
変
え
る
教
育
術

第
３
回

「
第
一
印
象
が
人
生
を
制
す
る
！
」

ひーりんぐ37.indd   12 2012/10/16   15:34:37
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俺
は
１
年
間
の
半
分
以
上
を
海
外
で
生
活
し
て

い
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
紹
介
さ
れ
た
患
者
さ
ん

の
紹
介
で
さ
ら
に
新
た
な
患
者
さ
ん
の
仕
事
を
い

た
だ
け
る
。
俺
た
ち
は
技
術
屋
だ
か
ら
痛
み
を
取

る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
世
界
各
地
か
ら
継
続
的
に
呼
ば
れ
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
大
事
で
は
な
い
か

と
他
人
は
言
う
け
ど
俺
は
ち
ょ
っ
と
違
う
考
え
を

持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
な
る
う
わ
べ
だ
け
で
は

な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
も
会
っ
て
み
る
と
か
、

お
願
い
ご
と
を
し
て
み
る
と
か
、
寝
食
を
共
に
し

て
み
る
と
か
、そ
ん
な
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
と
俺
を
よ
く
分
か
っ
て
く
れ
、「
ま
た
あ
い

つ
を
呼
ぼ
う
か
」
と
な
る
し
友
人
を
紹
介
し
て
く

れ
る
ん
だ
。

手技療法家
　　の
　　　独白

治療家  Ken  Yamamoto

  

そ
の
7

一
期
一
会
と
い
う
生
き
方

　

今
回
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
あ
る
島
の
市
長
が
腰
痛

だ
と
い
う
こ
と
で
呼
ば
れ
た
。

　

空
港
で
は
俺
を
出
迎
え
る
た
め
に
市
長
専
用
車

が
横
付
け
さ
れ
、
市
長
の
運
転
手
が
ド
ア
を
バ
シ

っ
と
開
け
て
く
れ
た
。「
ヤ
バ
い
！　

こ
ん
な
待
遇

で
腰
痛
が
治
ら
な
か
っ
た
り
、
痛
み
が
解
決
さ
れ

な
か
っ
た
り
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
少
々
不
安

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、当
日
は
市
長
が
忙

し
い
と
い
う
こ
と
で
市
長
の
子
息
た
ち
に
連
れ
ら

れ
て
一
緒
に
最
高
級
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会

食
し
た
。

　

次
の
日
、彼
ら
が
迎
え
に
き
て
く
れ
て
一
緒
に
市

長
の
お
宅
に
伺
っ
た
。市
長
は
病
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

で
は
異
常
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
検
査
を
し
た
も
の

の
異
常
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

西
洋
医
学
で
は
骨
盤
の
歪
み
な
ど
は
滅
多
に
異

常
と
は
診
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
痛
み
が
取
れ
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
骨
盤
の
調
整
を
す
る
。

ど
の
動
作
で
も
痛
み
が
出
て
い
た
市
長
の
カ
ラ
ダ

の
痛
み
は
こ
の
調
整
で
全
く
無
く
な
っ
た
。
市
長

は
痛
み
が
無
く
な
っ
た
こ
と
が
少
し
の
間
理
解
出

来
な
か
っ
た
く
ら
い
だ
。「
痛
い
で
す
か
？　

痛
く

な
い
で
す
か
？
」「
…
い
っ
、
い
た
く
…
な
い
？
」

「
痛
く
、な
い
」。
知
ら
ず
し
ら
ず
に
進
行
し
て
い
た

骨
盤
の
捻
れ
が
原
因
だ
っ
た
。
そ
れ
を
正
す
た
め

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
市
長
と
市
長
の
秘
書
に
説
明

し
、
市
長
の
専
属
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
は
、
両
方
均
等

に
揉
み
ほ
ぐ
す
だ
け
が
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
こ

と
と
捻
れ
を
取
る
提
案
な
ど
日
常
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
も
細
か
く
指
導
し
た
。

　

市
長
は
痛
み
が
取
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
、
と
て
も
俺
を
気
に
入
っ
て
く
れ
11
月

の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
に
招
待
し
て
く
れ

た
。
ま
た
、
そ
の
後
市
庁
舎
の
案
内
も
し
て
く
れ

た
。
市
庁
舎
に
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、診
療
も
薬

も
無
料
だ
。「
あ
な
た
も
こ
の
無
料
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

や
っ
て
み
な
い
か
、大
歓
迎
す
る
か
ら
」
と
言
わ
れ

た
。
興
味
は
な
く
も
な
い
。
こ
の
国
の
腰
痛
状
況
を

見
る
拠
点
に
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

　

そ
の
晩
か
ら
市
長
の
子
息
た
ち
が
ホ
テ
ル
に
毎

晩
や
っ
て
き
て
は
世
話
し
て
く
れ
た
。
話
し
込
む

う
ち
に
俺
も
徐
々
に
本
音
を
言
い
始
め
た
。「
君

ら
は
次
の
市
長
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
言
う

ね
。
市
長
が
や
っ
て
い
る
無
料
診
療
は
素
晴
ら
し

い
活
動
だ
。
無
料
学
校
も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

思
う
。
で
も
ね
、俺
は
世
界
中
を
回
っ
て
こ
ん
な
国

も
有
る
ん
だ
っ
て
い
う
所
も
見
て
き
た
ん
だ
け
ど

聞
き
た
く
な
い
？
」
と
質
問
し
た
ら
「
ぜ
ひ
聞
き

た
い
」
と
の
答
え
だ
っ
た
の
で
俺
は
話
し
始
め
た
。

「
日
本
に
は
健
康
保
険
と
い
う
制
度
が
あ
っ
て
、
高

齢
者
の
多
く
は
医
療
費
の
１
割
の
負
担
、一
般
の
人

は
３
割
の
負
担
で
病
院
に
か
か
れ
る
ん
だ
。
で
も
、

政
策
し
だ
い
で
は
そ
の
負
担
割
合
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
得
る
」「
ス
ペ
イ
ン
は
バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
景
気
が
良
く
、
そ
の
時
の

首
相
が
無
料
診
療
と
無
料
の
公
立
学
校
を
提
案
し

大
人
気
に
な
っ
た
ん
だ
。
で
も
、
現
在
は
経
済
が

弱
体
化
し
て
税
金
を
上
げ
始
め
た
ら
政
治
家
は
人

気
な
く
な
っ
た
よ
。
ま
た
、北
欧
の
よ
う
に
税
金
を

た
く
さ
ん
払
う
代
わ
り
に
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
国
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
保
険
を

掛
け
る
か
ど
う
か
自
分
自
身
で
選
ぶ
国
も
あ
る
ん

だ
。
ど
れ
が
正
し
い
の
か
は
分
ら
な
い
け
ど
、そ
ん

な
国
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
ね
」。

　

感
慨
深
そ
う
に
俺
の
話
に
耳
を
傾
け
る
市
長
の

子
息
た
ち
。

　
「
そ
う
、
何
が
正
解
か
分
ら
な
い
ん
だ
。
例
え
ば

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
ス
ペ
イ
ン
に
占
領
さ
れ
た
時
は
悲

劇
の
ど
ん
底
だ
っ
た
と
思
う
。
で
も
、占
領
さ
れ
た

か
ら
今
の
発
展
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
あ
る
と
も
い

え
る
。フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
中
に
は
占
領
さ
れ
て
良
か

っ
た
と
言
う
人
も
い
る
ら
し
い
」。
彼
ら
は
「
う
ー

ん
、
今
だ
け
を
考
え
た
ら
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
」
と
言
っ
た
。

　

俺
は
彼
ら
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
ん
だ
。い

ず
れ
市
長
の
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
彼
ら
た
ち
と
不
思
議
に
馬
が
合
っ
た
。
こ
の
青

年
た
ち
が
こ
の
街
を
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
。世
界
を

回
っ
て
こ
れ
か
ら
見
聞
を
広
め
て
ほ
し
い
な
。

　

こ
ん
な
具
合
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

と
次
も
呼
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
。
そ

の
繰
り
返
し
で
１
年
の
半
分
は
海
外
生
活
に
な
っ

た
。Ken Yamamoto 氏＝はなまる元気グループ総院長。

柔道整復師・看護師・プロスポーツ選手トレーナー。
　臨床経験から独自の治療術『ＫｅｎＹａｍａｍｏｔ
ｏテクニック』を確立し、世界中で教授している。動体
療法首席講師でもある。海外へは年間の３分の１、のべ
15 から 20 カ国前後出かける。ＰＲＩＤＥ世界チャン
ピオンのダン・ヘンダーソン選手、アトランタオリンピ
ックで金、シドニーオリンピックで銀のメダリスト、レ
スリングのマッド・リンドランド選手、総合格闘技の世
界チャンピオンのキング・モー選手その他オリンピッ
ク選手やトップアスリートなどの治療と試合に帯同す
る。日本にいる週末は治療家育成にも力を入れている。
ホームページ「世界を股にかける治療家ＫｅｎＹａｍ
ａｍｏｔｏ（http://ken-yamamoto.com）」は、施術方法
や治療の気付きを記録し話題になっている。一見の価
値あり。（会員制になっているが登録は無料）
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畑
中
鐵
丸

第19回

　

経
済
社
会
に
お
い
て
は
、「
株
式
会
社
」
と
い
う

存
在
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、皆
さ
ん
も
日
常

よ
く
耳
に
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

他
方
、株
式
会
社
と
い
う
法
律
上
の
仕
組
み
は
意

外
と
難
し
く
、大
学
法
学
部
生
は
「
会
社
法
」
と
い

う
科
目
と
し
て
１
年
か
け
て
勉
強
す
る
の
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
勉
強
し
て
も
な
お
定
期
試
験
で
悲
惨
な

成
績
し
か
取
れ
な
い
学
生
が
結
構
多
い
、と
い
う
厄

介
な
代
物
で
す
。

　

今
回
は
、こ
の
「
株
式
会
社
」
と
い
う
法
的
制
度

に
つ
い
て
、で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
責
任
者
不
在
の
組
織
、
株
式
会
社

　

企
業
不
祥
事
が
発
生
す
る
と
、マ
ス
コ
ミ
等
は
こ

ぞ
っ
て
、「
企
業
は
き
っ
ち
り
責
任
を
自
覚
せ
よ
」、

「
株
式
会
社
に
は
責
任
者
な
ど
お
り
ま
せ
ん
」  

そ
の
1

「
経
営
者
は
責
任
を
免
れ
な
い
」、「
株
主
責
任
を
果

た
す
べ
き
」
な
ど
と
報
道
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
結
論
か
ら
申
せ
ば
、
株
式
会
社

に
は
、
法
理
論
上
、
責
任
者
不
在
の
組
織
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

と
い
い
ま
す
か
、
株
式
会
社
制
度
自
体
が
、
そ
も

そ
も
「
誰
も
責
任
を
取
る
こ
と
な
く
、好
き
勝
手
や

り
た
い
放
題
し
て
、
金
も
う
け
が
で
き
、
も
う
か
っ

た
ら
分
け
前
が
も
ら
え
る
オ
イ
シ
イ
仕
組
み
」と
し

て
誕
生
し
た
も
の
な
の
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
株
式
会
社
制
度
の
本
質
上
、「
関
係

者
は
事
業
が
ヤ
バ
く
な
っ
た
ら
、と
っ
と
と
逃
げ
出

せ
る
」
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

２
、
有
限
責
任
＝
無
責
任

　

株
式
会
社
制
度
に
関
し
て
、立
派
な
学
者
の
先
生

が
書
い
た
理
論
的
に
説
明
さ
れ
た
文
章
を
探
し
て

み
ま
す
。

　

す
る
と
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

曰
く
、「
株
式
会
社
と
は
、
社
会
に
散
在
す
る
大
衆

資
本
を
結
集
し
、大
規
模
経
営
を
な
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。か
か
る
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、多
数
の
者
が
容
易
に
出
資
し
参
加
で
き
る

体
制
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
会
社
法
は
、株
式
制

度
（
１
０
４
条
以
下
）
を
採
用
し
、出
資
口
を
小
さ

く
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、出
資
者
の
責
任
を

間
接
有
限
責
任
（
１
０
４
条
）
と
し
、
社
員
は
、
債

権
者
と
直
接
対
峙
せ
ず
、ま
た
出
資
の
限
度
で
し
か

責
任
を
負
わ
な
い
よ
う
に
し
た
。」
と
。

　

こ
れ
じ
ゃ
、
ま
る
で
外
国
語
で
す
ね
。

　

偏
差
値
65
以
上
の
人
間
で
も
こ
ん
な
「
外
国
語
」

を
理
解
で
き
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
ょ
う
し
、一

般
の
方
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
般
の
方
で
も
わ
か
る
よ
う
に
〝
翻

訳
〟
し
て
解
説
し
ま
す
。

　

日
本
語
の
セ
ン
ス
に
相
当
難
の
あ
る
学
者
の
先

生
が
こ
の
文
章
で
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、「
デ
カ

い
商
売
や
る
の
に
は
、少
数
の
慎
重
な
金
持
ち
を
ナ

ン
パ
し
て
口
説
く
よ
り
、山
っ
気
の
あ
る
貧
乏
人
の

小
銭
を
た
く
さ
ん
か
き
集
め
た
方
が
元
手
が
集
め

や
す
い
。
と
は
い
え
、小
口
の
出
資
し
か
し
な
い
貧

乏
人
に
、会
社
が
つ
ぶ
れ
た
場
合
の
負
債
ま
で
負
わ

せ
る
と
、
誰
も
カ
ネ
を
出
さ
な
い
。
だ
か
ら
、『
会

社
が
ぶ
っ
つ
ぶ
れ
て
も
、出
資
し
た
連
中
は
出
資
分

を
ス
る
だ
け
で
、一
切
責
任
を
負
わ
な
い
』
と
い
う

仕
組
み
に
し
て
や
る
よ
う
に
し
た
。こ
れ
が
株
式
会

社
だ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
「
株
主
は
有
限
責
任
を
負
う
」
な
ん
て
ご
大
層
に

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
要
す
る
に
、
法
律
で
い
う

「
有
限
責
任
」
と
は
、
会
社
が
無
茶
な
こ
と
を
し
て

世
間
様
に
迷
惑
を
か
け
て
も
事
業
オ
ー
ナ
ー
は
知

ら
ん
ふ
り
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
社
会
的

に
は
「
無
責
任
」
と
い
う
意
味
と
同
義
で
す
。

　

つ
い
で
に
言
い
ま
す
と
、「
有
限
会
社
」
や
「
有

限
責
任
組
合
」
と
は
、わ
れ
わ
れ
の
常
識
で
わ
か
る

言
い
方
を
す
れ
ば
「
無
責
任
会
社
」「
無
責
任
組
合
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　

さ
ら
に
余
計
な
話
を
し
ま
す
と
、「
ホ
ニ
ャ
ラ
ラ

有
限
監
査
法
人
」
と
は
、「
監
査
法
人
が
ど
ん
な
に

あ
り
え
な
い
不
祥
事
を
起
こ
し
て
も
、出
資
し
た
社

員
の
一
部
は
合
法
的
に
責
任
逃
れ
で
き
る
法
人
」と

い
う
意
味
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
原
発
事
故
で
、日
本
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
京
電
力
も
「
株
式
会
社
」

と
い
う
仕
組
み
を
使
っ
て
商
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、あ
れ
だ
け
の
厄
災
を
ば
ら
ま
い
て

お
き
な
が
ら
、東
京
電
力
の
企
業
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

株
主
は
一
切
責
任
を
取
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

実
際
、
震
災
前
の
東
京
電
力
は
、
超
の
つ
く
優
良

企
業
で
、株
主
は
毎
年
結
構
な
配
当
を
享
受
し
て
お

り
ま
し
た
が
、大
事
故
を
起
こ
し
て
社
会
に
迷
惑
を

か
け
て
も
、株
主
に
対
し
て
「
損
害
賠
償
を
負
担
し

ろ
」
と
か
、「
去
年
の
配
当
を
返
金
し
ろ
」
な
ど
と

言
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、小
銭
し
か
持
っ
て
い
な
い
一
般
大

衆
が
、電
力
事
業
と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
加

で
き
る
わ
け
で
あ
り
、「〝
有
限
責
任
制
度
〟
と
い
う

偉
大
な
社
会
制
度
の
発
明
が
、現
在
の
産
業
社
会
を

創
出
し
た
」
と
言
わ
れ
る
所
以
な
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
個
人
の
意
見
と
し
て
は
、「
原
子
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力
発
電
事
業
は
、有
限
責
任
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
な
い
企
業
体
で
運
営
す
べ
き
」
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
合
名
会
社
と
い
う
企
業
制
度
で
す
が
、

株
式
会
社
と
違
い
、無
限
責
任
制
度
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、出
資
し
た
オ
ー
ナ
ー
全
員
が
無

限
連
帯
責
任
を
負
い
ま
す
の
で
、こ
う
い
う
組
織
に

原
子
力
発
電
事
業
を
担
わ
せ
る
の
も
一
計
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

適
当
で
い
い
加
減
な
こ
と
を
や
っ
て
事
故
を
起

こ
す
の
は
、「
ど
う
せ
他
人
事
」
と
い
う
意
識
が
あ

る
か
ら
で
あ
っ
て
、「
失
敗
し
た
ら
、
関
係
者
全
員
、

手
を
つ
な
い
で
地
獄
行
き
」
と
い
う
前
提
で
あ
れ

ば
、
真
剣
に
仕
事
を
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

原
子
力
事
業
の
参
加
資
格
を
合
名
会
社
に
限
定

し
、東
京
電
力
の
課
長
以
上
の
職
員
全
員
が
合
名
会

社
の
出
資
者
と
な
る
合
名
会
社
が
事
業
を
運
営
す

れ
ば
、安
全
性
が
相
当
向
上
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

東
京
電
力
の
課
長
と
も
な
る
と
年
収
は
１
０
０

０
万
円
を
超
え
る
で
し
ょ
う
し
、不
景
気
の
時
代
で

す
か
ら
、
無
限
責
任
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
、

残
留
を
希
望
す
る
部
課
長
や
役
員
は
た
く
さ
ん
出

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
案
外
、
う
ま
く
機
能

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

３
、
社
長
や
経
営
幹
部
も
無
責
任

　

さ
て
、「
株
式
会
社
の
株
主
は
無
責
任
」
な
ん
て

言
い
方
を
す
る
と
、「
そ
り
ゃ
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
で

あ
る
株
主
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、社
長
や
経
営

幹
部
は
そ
れ
な
り
の
責
任
が
あ
る
で
し
ょ
」な
ん
て

言
わ
れ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、ご
く
一
部
の
例
外
的
な
場
合
を

除
き
、
社
長
や
経
営
幹
部
、
す
な
わ
ち
会
社
の
取

締
役
と
言
わ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
、

経
営
の
失
敗
に
関
し
て
は
法
的
に
は
無
答
責
で
あ

り
会
社
が
つ
ぶ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、〝
社
長
が
ケ

ツ
の
毛
ま
で
抜
か
れ
る
〟な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
こ
で
、
会
社
法
に
お
け
る
「
経
営
判
断
の
原

則
」
と
い
う
法
理
が
登
場
し
ま
す
。

　

経
営
判
断
の
原
則
、欧
米
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
ッ

ジ
メ
ン
ト
ル
ー
ル
と
言
わ
れ
る
法
理
で
す
が
、会
社

の
ト
ッ
プ
た
ち
が
ヘ
マ
を
や
ら
か
し
会
社
の
経
営

が
お
か
し
く
な
っ
た
場
合
の
責
任
追
及
の
場
面
で

顔
を
出
す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
も
学
者
の
先
生
が
書
い
た
小
難
し
い
理
論

的
記
述
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
取
締
役
は
日
常
的
な
業
務
執
行
に
関
し
て
、
一

定
の
裁
量
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。元

来
、経
営
に
あ
た
っ
て
は
リ
ス
ク
が
伴
う
の
が
常
で

あ
り
、
結
果
的
に
会
社
が
損
害
を
負
っ
た
場
合
に
、

事
後
的
に
経
営
者
の
判
断
を
審
査
し
て
取
締
役
な

ど
の
責
任
を
問
う
こ
と
を
無
限
定
に
認
め
る
な
ら

ば
、取
締
役
の
経
営
判
断
が
不
合
理
に
萎
縮
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、取
締
役
な
ど
の
経
営
者

が
行
っ
た
判
断
を
事
後
的
に
裁
判
所
が
審
査
す
る

こ
と
に
つ
い
て
一
定
の
限
界
を
設
け
る
も
の
と
し
、

会
社
の
取
締
役
が
必
要
な
情
報
を
得
た
上
で
、そ
の

会
社
の
最
大
の
利
益
に
な
る
と
正
直
に
信
じ
て
行

っ
た
場
合
に
は
、
取
締
役
を
義
務
違
反
に
問
わ
な

い
」
な
ん
て
こ
と
が
書
か
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
〝
外
国
語
〟
も
フ
ツ
ー
の
日
本
語
に
〝
翻
訳
〟

し
ま
す
と
、
要
す
る
に
、「
経
営
に
失
敗
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、な
ん
で
も
か
ん
で
も
取
締
役
の
せ
い
に

し
た
ら
、
取
締
役
が
か
わ
い
そ
う
だ
し
、
取
締
役
の

成
り
手
が
い
な
く
な
る
。
な
の
で
、よ
ほ
ど
悪
さ
を

し
た
の
で
な
い
か
ぎ
り
、う
っ
か
り
チ
ョ
ン
ボ
く
ら

い
大
目
に
み
て
や
れ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

４
、
法
人
と
は
〝
バ
ー
チ
ャ
ル
人
間
〟

　

株
式
会
社
は
「
法
人
」
の
代
表
選
手
で
す
が
、法

人
と
い
う
の
は
、法
務
局
備
え
置
き
の
登
記
簿
上
で

し
か
確
認
で
き
な
い
幽
霊
の
よ
う
な
存
在
に
過
ぎ

ず
、お
情
け
で
法
律
上
の
人
格
を
特
別
に
認
め
て
あ

げ
て
い
る
も
の
で
す
（
そ
も
そ
も
「
法
人
」
と
は
、

フ
ツ
ー
の
人
間
と
違
い
、法
律
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
人
と
し
て
扱
う
バ
ー
チ
ャ
ル
人
間
の
こ
と
を
言

い
ま
す
）。

　

と
は
い
え
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
現
代
経
済
社
会

に
お
い
て
は
、株
式
会
社
は
普
通
の
人
間
様
を
は
る

か
に
凌
駕
す
る
体
格
（
資
産
規
模
）
も
腕
力
（
収
益

規
模
）を
有
す
る
巨
大
な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

と
な
る
と
、「
こ
う
い
う
巨
大
な
存
在
の
オ
ー
ナ

ー
や
運
営
責
任
者
は
、何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
ら
法

人
に
連
帯
し
て
相
当
シ
ビ
ア
な
責
任
を
負
う
べ
き
」

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
オ
ー
ナ
ー
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
含

め
、
誰
も
責
任
者
が
い
な
い
、
と
い
う
の
が
現
実
で

す
。

　

要
す
る
に
、
株
式
会
社
と
は
、「
存
在
は
中
途
半

端
だ
わ
、
体
格
も
デ
カ
く
、
腕
力
も
馬
鹿
み
た
い
に

強
い
わ
、
そ
の
上
、
大
暴
れ
し
て
迷
惑
か
け
て
も
誰

一
人
責
任
取
ら
な
い
わ
」と
い
う
無
茶
苦
茶
な
存
在

な
の
で
す
。

　

会
社
が
破
産
し
て
も
、社
長
も
連
座
し
て
破
産
す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
と
お
り
、
会
社
が
破
産
し
て
も
、「〝
有
限

責
任
〟
し
か
負
わ
な
い
オ
ー
ナ
ー
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
ル
ー
ル
に
よ
り
免
責
さ
れ
る
社

長
」が
連
座
さ
せ
ら
れ
て
破
産
の
浮
き
目
を
み
る
こ

と
は
、
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
回
は
、
本
稿
に
続
き
、〝
株
式
会
社
の
無
責
任

っ
ぷ
り
〟
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。（
続
く
）
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弁護士法人畑中鐵丸法律事務所（千代田区丸の内）代表弁護士。東京大学
法学部在学中に司法試験（日本）に合格後、新日鐵勤務を経て弁護士登録。
ペンシルヴァニア大学ロースクールに留学し、法学修士号を取得後、米国
ニューヨーク州司法試験に合格。著書は『法律オンチが会社を滅ぼす』（東
洋経済新報社刊）『企業法務バイブル』シリーズ ( 弘文堂刊 ) 『こんな法務
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同
校
は
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
５
月
に
、
将
来

の
東
洋
医
学
の
発
展
と
後
継
者
育
成
の
た
め
「
関

西
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校
」
と
し
て
開
校
し
た
。
平

成
５
（
１
９
９
３
）
年
に
現
在
の
校
名
に
変
更
す

る
と
と
も
に
理
学
療
法
科
を
設
置
し
た
。
平
成
12

年
に
は
既
設
の
東
洋
医
療
学
科
、
柔
道
整
復
学
科

（
昼
間
部
）
に
加
え
柔
道
整
復
学
科
（
夜
間
部
）
を

設
置
し
た
。
翌
年
に
は
東
洋
医
療
鍼
灸
学
科
（
夜

専門学校探訪⑮ 学校法人関西医療学園

関西医療学園専門学校特集③

「
社
会
に
役
立
つ
道
に
生
き
抜
く

奉
仕
の
精
神
」を
持
つ
医
療
人
の
育
成

多
く
の
医
療
人
を
養
成
し
て
き
た

揺
る
ぎ
な
い
実
績

充実した教育体勢と臨床を中心とした

実践的なカリキュラムが特徴

　

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
に
創
立
し
た
関
西
医
療
学
園
専
門
学
校

（
武
田
秀
孝
理
事
長
・
校
長
）
は
、
今
年
で
創
立
55
年
を
迎
え
る
老

舗
校
だ
が
、
そ
の
間
築
い
た
歴
史
と
伝
統
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
充
実
し
た
教
育
体
勢
と
臨
床
を
中
心
と
し
た
実
践
的
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
に
よ
り
、
単
に
国
家
試
験
合
格
を
め
ざ
す
だ
け
の
学
校

で
は
な
く
「
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
人
の
育
成
」
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
輩
出
し
た
卒
業
生
は
１
万
人
を
超
え
て
お
り
業
界

を
牽
引
す
る
人
材
を
多
く
輩
出
し
、
伝
統
校
と
し
て
際
立
つ
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
45
回
全
国
柔
道

整
復
学
校
協
会
柔
道
大
会
（
東
京
武
道
館
）
で
男
子
は
10
年
ぶ
り
に

優
勝
、
女
子
も
準
優
勝
し
文
武
両
道
を
実
践
し
て
い
る
。

間
）
を
平
成
17
年
に
は
同
学
科
の
昼
間
部
を
設
置
し

た
。

　

学
校
法
人
関
西
医
療
学
園
と
し
て
は
昭
和
60
年

に
関
西
鍼
灸
短
期
大
学
を
開
学
、
平
成
15
年
４
月
に

は
、
関
西
鍼
灸
大
学
（
鍼
灸
学
部
鍼
灸
学
科
）
に
生

ま
れ
変
わ
り
４
年
制
の
大
学
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
平
成
19
年
４
月
に
は
大
学
名
を
関

西
医
療
大
学
（
保
健
医
療
学
部
）
に
変
更
し
理
学
療

法
学
科
お
よ
び
大
学
院
（
修
士
課
程
、
保
健
医
療
学

研
究
科
鍼
灸
学
専
攻
）
を
設
置
し
て
、
鍼
灸
学
科
を

東
洋
医
療
コ
ー
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー

ス
の
２
つ
に
分
け
（
現
在
は
、
は
り
灸
・
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー
学
科
）、
翌
年
４
月
に
は
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
整
復
学
科
、
平
成
21
年
に
保
健
看
護
学

創立55年の伝統校
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部
保
健
看
護
学
科
を
設
置
し
た
。
平
成
25
年
４
月
に

は
、
新
た
に
臨
床
検
査
学
科
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。

　

真
の
実
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に

　

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
柔
道
整
復
師
で
も
あ
る
武

田
校
長
は
、
同
校
の
最
大
の
特
色
に
つ
い
て
「
国
家

試
験
に
た
だ
合
格
す
る
だ
け
で
な
く
、
卒
業
後
に
即

戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

臨
床
実
習
を
は
じ
め
と
す
る
実
技
教
育
を
徹
底
的

に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。
開
校
以
来
、
実
習

の
場
と
し
て
附
属
の
整
骨
院
・
鍼
灸
院
の
他
、
授
業

外
の
学
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
現
場
で
起
こ

る
傷
害
な
ど
を
見
学
す
る
な
ど
、
実
習
体
験
の
充
実

に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
容
易
に
う

か
が
え
る
。
附
属
整
骨
院
・
鍼
灸
院
な
ど
で
の
実
践

教
育
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
開
業
す
る
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
学
べ
る
。
競
争
の
時
代
と
い
わ
れ
る
近
年
、

医
療
の
分
野
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
武
田
校
長

は
「
資
格
取
得
者
が
増
え
続
け
る
中
、
真
の
実
力
を

身
に
付
け
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
ま
せ
ん
」
と
強
調
す

る
。

　
「
最
近
、
と
く
に
鍼
灸
に
お
い
て
卒
業
後
間
も
な

い
人
が
『
患
者
が
来
た
時
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
学
校
が
国
家
試
験
に
合
格
す
る
た
め
だ
け

の
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
た
だ

単
に
国
家
試
験
に
合
格
し
た
だ
け
で
は
意
味
が
な

い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
高
い
実
践
力
を
身
に
付

け
て
こ
そ
、
建
学
の
精
神
に
あ
る
『
社
会
に
役
立
つ

道
に
生
き
ぬ
く
奉
仕
の
精
神
』
を
備
え
た
、
人
か
ら

信
頼
さ
れ
る
医
療
人
と
な
れ
る
の
で
す
。
卒
業
生
に

は
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
奉

仕
の
精
神
と
探
究
心
に
満
ち
た
人
間
力
を
磨
き
、
自

ら
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
、

社
会
に
役
立
つ
道
を
生
き
ぬ
く
医
療
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」。

　

鍼
灸
師
の
場
合
は
、「
じ
っ
く
り
勉
強
を
し
な
い

と
な
か
な
か
花
は
咲
か
な
い
。
10
年
か
か
っ
て
も
や

る
ん
だ
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
や
ら
な
い
と
も
の

に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
途
中
で
挫
折
し
た

ら
、
た
だ
資
格
を
も
っ
て
い
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
」
と
言
う
。

　

柔
整
師
の
場
合
は
、「
生
徒
に
は
30
人
の
患
者
を

確
保
し
な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
、
患
者
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
先
生
に
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
よ
と
。
地
域
の
健
康
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
な
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
柔
整
な
ら

骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
捻
挫
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
患
者
の
中
に
は
糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
の
成
人

病
を
患
っ
た
人
が
い
る
。
そ
う
い
っ
た
患
者
に
ど
う

や
っ
て
健
康
を
保
持
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
し
て
、
内
科

的
な
知
識
を
持
っ
て
、
医
者
と
の
連
携
も
図
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
地
域
社
会
に
お

い
て
患
者
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
の
で
す
」。

　
「
在
学
中
の
３
年
間
は
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
、
学
校
と
生
徒
が
一
生
の
付
き
合
い
を

東洋医療学科（あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師課程）
定員：30名
授業時間：月曜から金曜　13:00～17:00
東洋医療鍼灸学科（はり師、きゅう師課程）
定員：昼間部／30名   夜間部／30名
授業時間：月曜から土曜　昼間部／13:00～16:10　夜間部／17:50～21:00
柔道整復学科（柔道整復師課程）
定員：昼間部／60名　夜間部／60名
授業時間：月曜から土曜　昼間部／13:00～16:10　夜間部／17:50～21:00
理学療法学科（理学療法士課程）
定員：40名
授業時間：月曜から金曜　10:30～16:10

武田秀孝理事長・校長

学校玄関にある初代理事長
故・武田武雄氏の胸像
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持
っ
て
い
け
る
場
で
あ
り
た
い
」
と
言
い
切
る
武
田

校
長
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
国
家
試
験
対
策
に
つ
い
て
は
、
老
舗

の
伝
統
校
と
し
て
豊
富
な
講
師
陣
を
抱
え
て
お
り

高
い
合
格
率
を
維
持
し
て
い
る
。
模
擬
試
験
や
補
講

な
ど
の
試
験
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
教
員
と
学

生
が
一
体
と
な
っ
て
合
格
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
「
教
員
と
学
生
の
距
離
が
近
い
本
校
で
は
、
教
員

が
熱
意
を
持
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。
入
学
し
た

か
ら
に
は
全
員
が
卒
業
し
、
全
員
に
資
格
を
取
っ
て

も
ら
い
た
い
」（
武
田
理
事
長
・
校
長
）。

　

数
多
く
の
専
任
教
員
の
他
、
医
療
現
場
で
活
躍
し

て
い
る
現
役
の
医
師
や
理
学
療
法
士
、
鍼
灸
院
・
接

骨
院
を
開
業
し
て
い
る
人
も
授
業
を
担
当
す
る
。
ま

た
併
設
の
関
西
医
療
大
学
の
教
員
も
授
業
を
担
当

し
、
最
先
端
の
学
び
を
提
供
し
て
い
る
。
専
任
教
員

は
、
関
西
医
療
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
や
研
究

機
関
、
臨
床
の
場
で
研
鑽
を
積
み
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

の
高
い
授
業
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
。

　

学
費
が
安
い
の
も
同
校
の
特
徴
だ
。
東
洋
医
療
鍼

灸
学
科
、
柔
道
整
復
学
科
の
夜
間
部
な
ら
、
学
費
は

３
年
間
で
３
４
０
万
円
で
、
白
衣
、
実
習
器
具
な
ど

の
教
材
も
無
償
で
支
給
（
教
科
書
代
は
別
途
必
要
）

さ
れ
、
実
習
費
・
施
設
費
は
か
か
ら
な
い
。
優
秀
な

学
生
を
経
済
面
で
も
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学

費
を
減
免
す
る
特
待
生
制
度
や
、
関
西
医
療
学
園
独

自
の
奨
学
金
を
は
じ
め
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
無
理
な
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

校
友
会
が
中
心
に
な
り
卒
後
教
育

　

同
校
の
創
設
者
は
現
理
事
長
の
実
父
で
武
田
武

雄
・
初
代
理
事
長
（
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
）。

　

武
田
現
理
事
長
は
、
高
校
生
の
時
か
ら
盲
目
の
初

代
理
事
長
を
毎
日
学
校
ま
で
送
迎
し
て
い
た
。
大
学

卒
業
後
は
商
社
に
就
職
す
る
が
、
兄
の
会
社
の
株
式

上
場
の
た
め
退
職
し
て
勉
強
し
な
が
ら
、
同
校
の
経

理
や
総
務
な
ど
事
務
関
係
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、

あ
る
日
た
ま
た
ま
聞
い
た
柔
道
整
復
の
講
義
が
お

も
し
ろ
く
、
ま
た
実
践
的
な
こ
と
に
驚
い
た
。

　
「
私
は
大
学
の
法
学
部
を
卒
業
し
た
の
で
す
が
、

と
く
に
何
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
柔
整
の
専
門
学
校
の
授
業

は
実
践
的
で
法
学
部
の
よ
う
な
理
論
的
授
業
で
な

い
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
。
そ
し
て
、
卒
業
し
て
国

家
試
験
に
合
格
す
れ
ば
骨
折
や
脱
臼
を
医
学
的
に

自
分
で
判
断
し
て
治
療
が
で
き
る
。
普
通
は
医
師
で

な
い
と
で
き
な
い
こ
と
を
で
き
ま
す
か
ら
ね
。
こ
れ

は
人
の
た
め
に
な
る
、
と
思
っ
た
こ
と
が
動
機
で
し

た
」
と
手
技
療
法
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
た
動
機
を
語

っ
た
。
そ
し
て
、
同
校
の
夜
間
部
に
入
学
し
て
勉
強

す
る
よ
う
に
な
り
、
卒
業
後
は
附
属
の
整
骨
院
で
助

手
と
し
て
働
き
な
が
ら
柔
整
の

勉
強
の
実
践
教
育
を
行
っ
て
い

た
が
、
昭
和
40
年
に
学
校
法
人
化

す
る
の
と
同
時
に
34
歳
で
理
事

に
就
任
、
そ
の
８
年
後
の
昭
和
49

年
に
父
・
武
雄
氏
が
他
界
、
理
事

長
を
引
き
継
い
だ
。

　

お
よ
そ
１
万
２
０
０
０
人
の

卒
業
生
で
組
織
す
る
校
友
会
は

昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に
発
足

し
た
。

　

業
界
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
多
く
の

先
輩
た
ち
に
よ
っ
て
研
修
会
や
講
習
会
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
卒
業
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

経
験
豊
富
な
先
輩
や
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
専

門
家
か
ら
、
現
場
で
役
立
つ
最
先
端
の
情
報
や
技
術

を
得
る
こ
と
が
可
能
な
わ
け
だ
。

　

ま
た
、
卒
業
後
に
鍼
灸
・
柔
整
臨
床
室
で
臨
床
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
臨
床
研
修
制
度
も
設
け

て
い
る
。
校
友
会
の
事
務
所
も
同
校
内
に
あ
り
、
緊

密
な
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。
年
に
１
回
は
総
会
を

開
き
、
研
修
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

卒
業
生
の
就
職
相
談
や
開
業
研
修
な
ど
多
彩
な
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

創
立
55
年
の
実
績
と
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
、
鍼
灸
院
や
接
骨
院
、
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
ほ
か
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
も
毎
年
多
く
の
求
人

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
毎
年
高
い
就
職
率
を
誇
っ
て

い
る
。

　
「
本
校
が
発
展
で
き
た
の
は
、
卒
業
生
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
卒
業
生
が
開
業
し
て
成
功

し
て
く
れ
る
と
学
校
と
し
て
の
実
績
が
評
価
さ
れ

ま
す
。
と
に
か
く
、
人
間
ひ
と
り
で
や
る
と
い
う
の

は
大
変
な
ん
で
す
。
本
校
の
同
窓
会
は
日
本
一
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
」。

　

重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

　

か
つ
て
教
壇
に
立
っ
て
い
た
武
田
理
事
長
は
、
専

門
学
校
の
大
半
が
国
家
試
験
合
格
へ
の
予
備
校
と

化
し
て
い
る
近
年
の
教
育
体
制
に
つ
い
て
疑
問
を

投
げ
か
け
る
。

　
「
夏
休
み
な
ど
を
減
ら
す
な
ど
し
て
授
業
が
『
週

３
日
』
の
学
校
も
出
現
し
ま
し
た
。
30
時
間
を
１
単

位
で
計
算
す
る
と
半
分
で
済
む
わ
け
で
、
休
み
も
多

く
効
率
よ
く
勉
強
で
き
る
と
い
う
生
徒
受
け
を
狙

っ
た
も
の
で
し
ょ
う
が
、
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
単
に
知
識
を
詰
め
込
む
と
い
う
こ
と

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
上
に
実
技
教
育
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
部
分
を
養
う
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
の
で
す
」

　

も
う
一
点
、日
常
で
重
視
し
て
い
る
の
は
「
出
席
」

だ
と
い
う
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
武
田
校
長
は
「
勉

強
は
毎
日
来
な
い
と
身
に
着
か
な
い
で
す
よ
ね
。
だ

か
ら
、
頑
張
っ
て
毎
日
出
席
し
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
う
い
う
積
み
重
ね
が
で
き
な
い
と
生
涯
研
修
も

で
き
な
い
」。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
手
技
療
法
業
界
は
、
保
険

に
頼
っ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
時
が
や
っ
て
く

る
と
提
言
す
る
。

　
「
自
分
の
手
で
治
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
だ
め

で
す
ね
。
苦
痛
を
取
り
除
い
て
も
ら
え
ば
１
回
５
０

０
０
円
で
も
高
い
と
は
思
わ
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
、
最
近
学
生
に
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
手
だ

け
で
治
す
こ
と
を
勉
強
し
な
さ
い
と
。
そ
う
す
る
と
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アマゾン　花谷博幸 検 索

リピートが倍増
する４つの視点

「繁盛治療家」に
スイッチする方法

口コミ自動化
の４ステップ

成功する治療
院・サロン院

売り上げＵＰ
フリーテクニック

初診で心を掴む５つの絶対条件／初診患者さんの気持ちと最大のニーズ／
印象の心理 /初診患者さんへの接し方／距離の法則／初診患者さんに治療
の前に必ずすべきこと／治療家の盲点／ＡＩＤＭＡの法則／販売心理法則
を治療に導入する／魔法の言葉／セルガルニンクの法則／患者さんとの相
性で片付けるな、相性とは●●●である／誘導のスキル／ＹＥＳ－ＳＥＴ
／次回の予約をするかどうかを見極める方法／次の来院タイミングを正確
に解る方法／初診対応に適した治療体系を作らなければ初診患者さんが
２回目、５回目と来ることはない

このＣＤで学べること

口コミ繁盛店
のつくり方

ＰＣＣ
治療院経営の解法はここにある！ ＣＤの注文はＨＰから

10/25 ～ 11/10 正午まで 18,900 円→14,500 円（税込）

初
診
の
心
理
学

リピート率が上がってしまいますリピート率が上がってしまいます

URL http://www.e-pcc.jp

保
険
が
な
く
な
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
説

明
し
て
、
手
技
で
治
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
本
当
に
疲
れ
て
い
る
と
き
は
疲
労
回
復
が

で
き
る
技
術
が
あ
れ
ば
１
回
１
万
円
で
も
安
い
と

私
は
思
う
。
疲
労
の
蓄
積
は
病
気
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
疲
労
を
回
復
す
る
こ
と
は
病
気
予
防

に
も
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
、
１
回
５
０
０
０
円
や
１

万
円
の
施
術
費
だ
と
い
っ
て
も
、
さ
ほ
ど
高
い
と
は

感
じ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
金
額
で
前
向
き

に
生
き
ら
れ
る
の
な
ら
、
安
い
も
の
だ
と
い
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
「
も
し
、
口
で
治
す
こ
と
が
で
き
た
ら
そ
れ
は
最

高
で
す
」
と
言
う
。

　
「
そ
れ
は
東
洋
医
学
で
い
う
、
究
極
的
な
達
人
で

す
よ
。
相
手
が
病
気
の
時
は
陰
の
状
態
で
す
が
、
そ

の
先
生
が
気
を
変
え
て
そ
の
状
態
を
陽
に
変
え
た

ら
元
気
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
口
で
や
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
に
は
信
頼
関
係
が
必
須
で
す
。
な
の

で
、
最
終
的
に
は
信
頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
な
実
力

を
持
つ
こ
と
が
大
事
な
わ
け
で
す
。
日
常
の
業
務
の

中
で
、
患
者
が
こ
の
先
生
に
診
て
も
ら
っ
た
ら
安
心

だ
と
。
そ
う
い
う
気
を
変
え
ら
れ
る
先
生
に
な
り
な

さ
い
と
。
そ
う
い
う
人
間
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分

を
磨
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
人
間
と
し

て
通
用
す
る
人
間
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ

が
一
番
こ
れ
か
ら
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
な

の
で
、
入
学
者
の
選
考
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
の

は
、
み
ん
な
と
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る
人
間
性
を
持

っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う

人
間
で
あ
れ
ば
、
卒
業
後
み
ん
な
立
派
に
や
っ
て
い

け
る
」

　

開
業
後
の
即
戦
力
と
な
る
実
技
専
門
の
教
育

　
「
手
技
療
法
に
代
表
さ
れ
る
代
替
医
療
と
い
う
も

の
は
、
世
の
中
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
社
会
は
期

待
を
か
け
て
お
り
、
国
民
が
求
め
て
い
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
ち
ゃ

ん
と
し
た
、
生
き
残
れ
る
力
を
も
っ
た
人
は
生
き
残

れ
る
。つ
ま

り
、
努
力

も
せ
ず
に

何
も
せ
ず

に
い
る
と
脱
落
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
学
校
も
同
様

で
す
。
こ
れ
だ
け
学
校
が
あ
れ
ば
、
必
要
で
あ
れ
ば

残
れ
る
学
校
に
な
れ
る
。
残
れ
る
学
校
に
な
る
た
め

に
は
、
日
々
の
努
力
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
答
え

が
出
る
ま
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
考
え
て
一
生

懸
命
や
る
人
と
、
何
も
考
え
な
い
で
い
る
人
は
差
が

出
て
く
る
。
だ
か
ら
常
に
残
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す

ね
。

　

同
校
の
教
育
方
針
と
し
て
は
、
開

業
後
の
即
戦
力
と
な
る
「
実
技
」
を

専
門
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
常
に
考
え
て
い
る
。「
と
に

か
く
『
関
西
医
療
学
園
専
門
学
校
を

卒
業
し
た
ら
飯
が
食
え
る
』
と
誰
か

ら
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」。

そ
れ
が
理
想
像
だ
と
い
う
。

関西医療学園専門学校の歴史
昭和32年５月　関西鍼灸柔整専門学校創立（大阪市阿倍野区）
〃　37年９月　専門学校を現在地に移転
〃　40年10月　準学校法人武田学園認可（大阪府知事）
〃　49年６月　武田武雄初代理事長逝去  武田秀孝理事長・校長に就任
〃　55年５月　法人名を準学校法人関西医療学園に改称
〃　59年12月　学校法人関西医療学園認可（文部省）
〃　60年４月　関西鍼灸短期大学（鍼灸学科）開学
平成５年４月　関西鍼灸柔整専門学校を関西医療学園専門学校に改称、
　　　　　　  理学療法科を設置
〃　10年４月　短期大学に専攻科（鍼灸学専攻）を設置
〃　12年４月　専門学校の学科名を東洋医療学科、柔道整復学科、理学
　　　　　　  療法学科に改称。柔道整復学科（夜間）を設置
〃　13年４月　東洋医療鍼灸学科（夜間）を設置
〃　15年４月　関西鍼灸大学（鍼灸学部）開学
〃　17年４月　東洋医療鍼灸学科（昼間）を設置
〃　19年４月　関西鍼灸大学が関西医療大学に校名変更　鍼灸学部か
　　　　　　  ら保健医療学部に名称変更　理学療法学科設置
　　　　　 　大学院/保健医療学研究科鍼灸学専攻（修士課程）設置
　　　　　　  長寿・健康総合科学研究センターを設置
〃　20年４月　関西医療大学に保健医療学部ヘルスプロモーション柔整
　　　　　　  学科設置
〃　21年４月　関西医療大学に保健看護学部設置　
〃　23年４月　関西医療大学に大学院/保健医療学研究科鍼灸学専攻を
　　　　　　  保健医療学専攻（修士課程）に改組
〃　25年４月　関西医療大学保健医療学部臨床検査学科開設（予定）

関西医療学園専門学校
〒 558 ｰ 0011　大阪市住吉区苅田 6-18-13
TEL06-6699-2222
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東京都内区役所保険給付担当：Ｑ

１
．
介
護
予
防
事
業

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
か
ら
「
改
正
介

護
保
険
法
」
が
施
行
さ
れ
新
た
に
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
導
入
さ
れ
た
。

　
「
介
護
予
防
」
と
は
、
要
介
護
状
態
の
軽
減
や

悪
化
の
防
止
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
が
地
域
で

再
び
自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
要
支
援
者
に
対
し
予

防
給
付
と
併
せ
て
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と

な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
早
期
に
把
握
し
、

水
際
で
食
い
止
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
介
護
予

防
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、「『
高
齢
者
本
人

の
自
己
実
現
』、『
高
齢
者
に
生
き
が
い
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
創
っ
て
い

た
だ
く
』
こ
と
へ
の
総
合
的
支
援
の
推
進
」
を

図
っ
て
い
る
。

　

実
際
、
各
自
治
体
の
高
齢
者
会
館
や
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
施
設
で
は
、
介
護
予

防
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
事
業
内
容
に
よ
っ

て
は
お
年
寄
り
が
大
勢
参
加
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、「
介
護
予
防
」
の
資
格
を
探
し
て
み

る
と
、「
介
護
予
防
指
導
士
」
と
「
介
護
予
防
運

動
指
導
員
」
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
両
方
と
も
民
間
資
格
で
あ
る
。

「
介
護
予
防
指
導
士
」
は
、
豊
か
な
老
後
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
要
介
護
者
ば
か
り
で
な
く
、
元

気
な
方
を
も
対
象
に
介
護
予
防
を
指
導
す
る
資

格
で
、
予
防
の
大
切
さ
が
分
か
っ
て
い
て
も
個

人
が
自
主
的
に
行
動
を
起
こ
す
の
は
難
し
い
た

め
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
だ
。

　
「
介
護
予
防
運
動
指
導
員
」
は
、行
政
法
人
東

京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
（
以
下
医
療
セ

ン
タ
ー
）
の
認
定
を
受
け
た
介
護
予
防
主
任
運

動
指
導
員
が
講
師
と
な
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
が

発
行
す
る
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
用
い
て
講
義
・
実

技
を
行
い
、
受
講
後
、
修
了
試
験
に
合
格
し
た

人
は
介
護
予
防
運
動
指
導
員
と
し
て
医
療
セ
ン

タ
ー
が
認
定
す
る
制
度
だ
。

　
「
介
護
予
防
指
導
士
」
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
は
、
10
科
目
の
講
義
と
実
技
で
計
21
・
５

時
間
程
度
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ず
、「
介
護

予
防
運
動
指
導
員
」
は
14
講
座
30
時
間
の
講
義

・
実
技
実
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

両
資
格
は
、
受
講
対
象
者
に
福
祉
関
係
だ
け

で
な
く
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
、
あ
ん
摩
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
介
護
予
防
事
業
は
介
護

保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
ま
た
、
超
高
齢

者
社
会
に
お
い
て
社
会
保
障
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

各
自
治
体
で
は
介
護
予
防
事
業
を
浸
透
さ
せ

る
た
め
に
お
年
寄
り
が
集
ま
る
施
設
を
中
心
に

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、柔

道
整
復
師
会
に
委
託
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

２
．
東
北
被
災
地
の
物
産
展

　

こ
の
と
こ
ろ
私
は
宮
城
県
東
松
島
市
の
物
産

展
に
は
ま
っ
て
い
る
。
東
松
島
市
は
今
年
の
３

月
ま
で
派
遣
さ
れ
た
復
興
支
援
先
で
あ
り
、
そ

の
時
に
親
し
く
な
っ
た
仲
間
た
ち
が
自
分
た
ち

の
力
で
復
興
し
て
い
こ
う
と
努
力
し
た
成
果
だ

か
ら
で
あ
る
。

　

東
松
島
市
は
「
の
り
」
を
特
産
と
し
て
い
る

矢
本
町
と
「
カ
キ
」
を
特
産
と
し
て
い
る
鳴
瀬

町
が
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
、
17
年
に
誕
生

し
た
市
で
人
口
４
万
人
ほ
ど
の
自
治
体
だ
。
北

側
に
石
巻
市
、
南
側
に
松
島
町
が
あ
り
航
空
自

衛
隊
松
島
基
地
が
置
か
れ
て
い
る
。
松
島
基
地

は
航
空
自
衛
隊
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
す
る

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
本
拠
地
で
あ
る
。

　

こ
の
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
死

者
１
０
０
０
人
以
上
を
出
し
た
上
に
、
市
内
全

住
宅
の
３
分
の
２
を
超
え
る
約
１
万
１
０
０
０

棟
が
全
半
壊
し
た
。
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
は
震

災
翌
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
九
州
新
幹
線
全
線

開
業
の
祝
賀
飛
行
の
た
め
３
月
10
日
か
ら
福
岡

県
芦
屋
基
地
に
展
開
し
て
い
た
た
め
、
被
害
を

受
け
た
の
は
基
地
に
残
っ
て
い
た
予
備
機
１
機

の
み
で
あ
っ
た
。

　

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
松
島
市
で
も
復

興
に
向
け
た
市
民
の
動
き
は
活
発
に
な
っ
て
い

る
。
私
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
協
力
し
て
い
る

中
で
、
海
苔
づ
く
り
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
出

会
っ
た
。
東
松
島
市
の
大
曲
浜
地
区
で
海
苔
養

殖
を
や
っ
て
い
る
漁
師
の
嫁
た
ち
が
集
ま
っ
て

22
年
に
作
っ
た
、
加
工
海
苔
販
売
元
「
の
り
工

房
矢
本
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
る
「
の
り
」
は
、
60
回

以
上
を
数
え
る
塩
釜
神
社
の
「
乾
海
苔
品
評
会
」

の
中
で
、
10
回
以
上
も
優
勝
や
準
優
勝
に
輝
い

て
い
る
。
平
成
23
年
ま
で
６
年
連
続
で
皇
室
に

献
上
す
る
栄
誉
に
も
輝
い
て
き
た
。

　

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、皇
室
献
上

海
苔
も
摘
み
取
っ
た
ば
か
り
の
新
海
苔
も
倉
庫

ご
と
流
さ
れ
、
摘
も
う
と
し
て
い
た
養
殖
の
網

は
す
べ
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
海
苔
だ
け
で

な
く
１
５
０
艘
の
漁
船
も
２
艘
だ
け
に
な
り
、

養
殖
の
道
具
も
な
く
な
り
、
当
然
、
海
の
そ
ば

に
あ
っ
た
事
務
所
や
工
場
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

し
か
し
、「
の
り
工
房
矢
本
」
の
仲
間
た
ち
は

負
け
な
か
っ
た
。「
皇
室
御
献
上
の
浜
」の
再
生
、

矢
本
大
曲
浜
の
海
苔
を
届
け
た
い
と
の
思
い
が

強
く
、
難
を
逃
れ
た
海
苔
を
買
い
戻
し
、
自
分

た
ち
の
手
で
加
工
を
し
た
「
の
り
」
の
販
売
を

続
け
て
い
る
。

　

そ
の
「
の
り
」
は
絶
品
で
あ
る
。「
焼
き
の
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り
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
塩
の
り
」
は
矢
本

産
の
海
苔
に
、
塩
竈
の
藻
塩
を
使
っ
て
海
苔
の

味
を
引
き
締
め
た
も
の
で
、
海
苔
の
風
味
・
旨

み
・
味
ど
れ
も
が
一
番
引
き
立
つ
よ
う
な
絶
妙

な
塩
加
減
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の「
塩
の
り
」に

も
い
ろ
い
ろ
な
風
味
が
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
に
一

番
摘
み
の
海
苔
に
、「
塩
竈
の
藻
塩
」
を
ふ
り
か

け
て
つ
く
っ
た
プ
レ
ー
ン
の
他
に
、
抗
酸
化
作

用
に
す
ぐ
れ
た
エ
ク
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル

と
、
塩
竈
の
藻
塩
で
味
付
け
た
「
塩
の
り
オ
リ

ー
ブ
」
な
ど
の
主
婦
な
ら
で
は
の
工
夫
さ
れ
た

商
品
が
あ
る
。

　

海
苔
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、
ピ
リ
辛
味
噌

味
の
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
絶
品
で
あ

る
。
海
苔
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、さ
っ
ぱ
り
ポ

ン
酢
味
の
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
、
サ

ラ
ダ
に
、
お
刺
身
に
と
ヘ
ル
シ
ー
さ
が
売
り
と

な
っ
て
い
る
。

　

海
苔
や
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
は
８
月
19

日
が
最
終
日
と
な

っ
た
銀
座
で
行
わ

れ
て
い
た
物
産
展

で
大
変
好
評
で
復

興
支
援
に
大
き
く

役
立
っ
て
い
た
。

　

ぜ
ひ
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
復
興
支
援
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、「
の
り
工
房
矢

本
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
（http://

w
w

w
.norikoubou-yam

oto.com

）
し
て
、
商

品
を
ご
購
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
誌
を
見

た
と
言
う
と
何
か
よ
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

大
曲
で
は
震
災
に
よ
っ
て
５
人
に
１
人
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
何

度
も
現
地
に
赴
き
、
悲
惨
な
光

景
を
目
に
し
て
き
た
。
だ
か
ら

こ
そ
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
考
え
て
行
動
し
て
い

る
。
復
興
、
復
興
と
言
っ
て
い

る
だ
け
で
行
動
に
移
さ
な
い

永
田
町
に
い
る
多
く
の
人
び

と
に
、
自
ら
復
興
に
向
け
て
動

い
て
い
る
仲
間
が
い
る
こ
と

を
教
え
て
あ
げ
た
い
。

コラム

NPO法人日本手技療法協会
〒101-8691　郵便事業(株)神田支店郵便私書箱53号
Tel：03-5296-9055　Fax：03-5296-9056　　Mail:info＠e-shugi.jp

【お問い合せ・申込先】

厚生労働省・経済産業省認定　
認定個人情報保護団体　ＮＰＯ法人日本手技療法協会　主催

特別セミナー
入場無料

目　的：治療院業界のおける個人情報の保護と取り扱い
　　　　方法、そしてＳＰマークに関してわかりやすく
　　　　解説する。
主　催：NPO 法人日本手技療法協会
共　催：日本治療協会
日　時： 

入場料：無料

講　師：松尾英彦（個人情報保護士）他
会　場：ボディバランスアカデミー　内教室　東京都千代田区神田淡

路町１－１－１　ＫＡ１１１ビル３階（東京メトロ淡路町
駅、新御茶ノ水駅、都営地下鉄小川町駅、Ａ５出口　徒歩
１分）（ＪＲ神田駅　徒歩８分、ＪＲお茶の水駅　徒歩８分）

締　切：先着順で満員になり次第受付終了（会員優先）
申込方法：「治療院名」、「参加者名」、「住所」、「連絡先電話番号」と
　　　　　「個人情報の特別セミナー参加希望」と明記し電話、郵送、
　　　　　Fax、Ｅメールのいずれかでお申し込みください。

11 月 17 日 12 月 15 日
１ 月 19 日 すべて土曜日

時間はいずれも 17：00 ～ 18：00
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初歩 の
会計教室
飲食代は全て経費になるか？

上
田

曽
太
郎
の

第34回

　

治
療
院
を
営
む
山
田
さ
ん
は
、
残
業
し
た
従

業
員
に
夜
食
を
出
し
た
り
、晩
飯
を
お
ご
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、患
者
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
一
緒
に

飲
み
に
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
飲
食
代

は
全
て
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。今
回
は
事

業
に
関
わ
る
飲
食
代
の
経
理
処
理
に
つ
い
て
詳

し
く
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

従
業
員
の
昼
食
代

　

治
療
院
の
近
く
に
飲
食
店
が
な
く
毎
日
弁
当

を
業
者
に
配
達
し
て
も
ら
い
、そ
の
弁
当
代
の
全

額
ま
た
は
一
部
を
事
業
主
が
負
担
し
た
場
合
は

全
額
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

従
業
員
を
採
用
す
る
時
に
雇
用
条
件
を
有
利

に
し
よ
う
と
「
う
ち
は
昼
食
代
も
こ
ち
ら
で
持

つ
か
ら
」
と
言
っ
て
全
額
事
業
主
が
負
担
し
た

時
、
そ
の
弁
当
代
は
従
業
員
の
給
与
に
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、従
業
員
の
給
与
支
給
時
に
そ

の
期
間
食
べ
た
弁
当
代
を
食
事
手
当
と
し
て
支

給
額
に
加
算
し
、
加
算
額
を
課
税
所
得
と
し
源

泉
税
を
算
出
し
ま
す
。
そ
し
て
給
与
支
給
額
の

計
算
で
食
事
手
当
を
控
除
し
ま
す
。
１
カ
月
の

昼
食
代
を
加
算
し
、
同
額
控
除
す
る
の
で
昼
食

代
を
出
さ
な
い
時
と
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
実
際
に
は
昼
食
代
分
も
給
与
課
税
さ

れ
る
の
で
、源
泉
税
が
ア
ッ
プ
し
手
取
り
が
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。１
カ
月
の
給
与
が
25
万
円
で

昼
食
代
が
１
万
２
０
０
０
円
（
1
日
５
０
０
円
、

勤
務
日
数
24
日
の
場
合
）
と
す
る
と
、
扶
養
な

し
の
従
業
員
で
源
泉
所
得
税
が
月
６
４
０
０
円

か
ら
６
８
２
０
円
に
４
２
０
円
ア
ッ
プ
し
、そ
の

分
手
取
り
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
事
業
主
に
昼

食
代
１
万
２
０
０
０
円
を
負
担
し
て
も
ら
い
、本

人
負
担
は
４
２
０
円
（
住
民
税
除
く
）
と
考
え
れ

ば
従
業
員
か
ら
見
て
悪
く
な
い
選
択
で
す
。
事

業
主
か
ら
み
て
も
弁
当
代
全
額
給
与
と
し
て
経

費
処
理
で
き
ま
す
。

　

次
に
、昼
食
代
の
全
額
で
は
な
く
一
部
を
事
業

主
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
で
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
れ
も
事
業
主
が
負
担
し
た
昼
食
代
は
給
与

扱
い
と
な
り
ま
す
。
前
述
の
例
で
、１
カ
月
の
昼

食
代
１
万
２
０
０
０
円
の
半
額
を
事
業
主
が
負

担
し
た
場
合
は
、従
業
員
の
給
与
支
給
時
に
６
０

０
０
円
を
食
事
手
当
と
し
て
支
給
額
に
加
算
し
、

加
算
し
た
額
を
課
税
所
得
と
し
源
泉
税
を
計
算

し
ま
す
。そ
し
て
給
与
支
給
額
か
ら
食
事
代
１
万

２
０
０
０
円
を
控
除
し
ま
す
。源
泉
所
得
税
は
月

６
４
０
０
円
か
ら
６
６
１
０
円
に
２
１
０
円
ア

ッ
プ
し
ま
す
。従
業
員
の
昼
食
代
の
全
額
ま
た
は

一
部
を
事
業
主
が
負
担
す
る
と
、負
担
分
だ
け
給

与
課
税
さ
れ
従
業
員
個
人
の
税
金
負
担
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。な
ん
と
か
従
業
員
個
人
の
税
金

負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
は
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。

　

税
務
上
、
食
事
代
の
半
額
以
上
を
従
業
員
が

負
担
し
、
か
つ
従
業
員
の
負
担
し
た
金
額
が
月

額
３
５
０
０
円
（
消
費
税
抜
き
の
金
額
）
以
下
で

あ
れ
ば
、給
与
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
前
述
し
た
事

例
で
、１
万
２
０
０
０
円
―
３
５
０
０
円
＝
８
５

０
０
円
を
従
業
員
個
人
が
負
担
し
た
時
は
、
事

業
主
負
担
の
３
５
０
０
円
に
つ
い
て
は
給
与
課

税
さ
れ
ず
、
福
利
厚
生
費
扱
い
の
経
費
に
な
り

ま
す
。事
業
主
も
従
業
員
と
一
緒
に
昼
食
の
弁
当

を
と
っ
て
い
る
場
合
、同
じ
扱
い
が
で
き
れ
ば
う

れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
事
業
主
の
分
は
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
。
法
人
で
す
と
役
員
も
従
業
員

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
ち
ょ
っ
と
お
得

で
す
。こ
こ
で
給
与
課
税
さ
れ
な
い
月
額
３
５
０

０
円
は
消
費
税
抜
き
金
額
で
す
。
現
在
の
税
率

５
％
の
場
合
、３
６
８
５
円
（
３
６
８
５
円
÷
１

・
05
＝
３
５
０
０
円
…
10
円
未
満
の
端
数
切
り
捨

て
）
に
な
り
ま
す
。

　
残
業
し
た
従
業
員
へ
の
夜
食
代

　

患
者
さ
ん
を
就
業
時
間
内
に
さ
ば
け
ず
従
業

員
が
残
業
と
な
り
従
業
員
用
に
夜
食
の
出
前
を

と
っ
た
場
合
、経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
毎
月
残
業
が
多
く
夜
食
の
回
数
も
多
く
な

っ
た
時
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
定
の
勤
務
時
間
外
に
勤
務
し
た
従
業
員
に

対
し
て
夜
食
を
出
し
て
も
給
与
課
税
は
あ
り
ま

せ
ん
。
福
利
厚
生
費
扱
い
の
経
費
に
な
り
ま
す
。

ま
た
回
数
が
多
く
な
っ
た
と
し
て
も
給
与
に
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
治
療
院
が
夜
10
時
ま
で

営
業
し
て
い
て
、
勤
務
時
間
が
午
後
７
時
か
ら

10
時
の
従
業
員
に
午
後
７
時
の
始
業
前
に
夜
食

を
出
し
て
も
残
業
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

で
給
与
扱
い
に
な
り
ま
す
。

行
事
に
伴
う
飲
食
代

　

従
業
員
を
慰
労
す
る
た
め
の
忘
年
会
や
新
年

会
は
、
事
業
主
が
負
担
す
る
費
用
が
、
通
常
行
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わ
れ
る
忘
年
会
や
新
年
会
の
費
用
と
し
て
相
当

な
金
額
で
あ
り
、か
つ
従
業
員
の
全
員
を
対
象
に

し
て
い
る
場
合
は
、福
利
厚
生
費
と
し
て
経
費
に

な
り
ま
す
。
そ
の
費
用
が
不
相
当
に
高
額
で
あ

っ
た
り
、特
定
の
従
業
員
だ
け
で
開
催
し
た
時
は

交
際
費
や
給
与
課
税
に
な
り
ま
す
。
税
法
で
は

〝
相
当
な
金
額
〟
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
定
め
は

あ
り
ま
せ
ん
。
忘
年
会
に
従
業
員
の
全
員
に
声

を
か
け
、
結
果
と
し
て
一
部
の
従
業
員
が
欠
席

し
た
時
は
福
利
厚
生
費
で
問
題
な
い
と
考
え
ま

す
。
忘
年
会
の
後
の
二
次
会
で
カ
ラ
オ
ケ
代
や

居
酒
屋
で
の
飲
食
代
は
税
務
上
の
具
体
的
な
規

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
の
税
務
調
査
で
は

公
式
の
行
事
で
は
な
い
と
し
て
経
費
処
理
は
全

て
否
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

創
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
院
内
で
行
い

簡
単
な
飲
食
を
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、〝
通
常
の
飲

食
に
要
す
る
費
用
〟
は
福
利
厚
生
費
に
な
り
ま

す
。同
様
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
院
外
で
行
っ
た
場
合

は
、
院
内
と
同
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
費

用
は
交
際
費
や
給
与
に
は
含
ま
れ
ず
、
福
利
厚

生
費
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。こ
こ
で
の
判
断
基
準

と
な
る
〝
通
常
の
飲
食
に
要
す
る
費
用
〟
に
つ
い

て
も
、
税
法
上
具
体
的
な
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
患
者
や
業
者
、
従
業
員
と
の
飲
食
代

　

税
法
上
、
交
際
費
と
は
、「
得
意
先
、
仕
入
先

そ
の
他
事
業
に
関
係
の
あ
る
者
等
」（
以
下
得
意

先
等
）
に
対
す
る
接
待
等
の
た
め
に
支
出
す
る

も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
得
意
先
等
に
は
、

直
接
そ
の
事
業
に
取
引
関
係
の
あ
る
者
だ
け
で

は
な
く
間
接
に
そ
の
事
業
の
利
害
に
関
係
の
あ

る
者
、
お
よ
び
自
社
の
役
員
、
従
業
員
、
株
主
等

も
含
ま
れ
ま
す
。
治
療
院
の
場
合
、「
得
意
先
等
」

に
あ
た
る
の
は
患
者
、業
者
に
な
り
ま
す
。
従
業

員
も
「
得
意
先
等
」
に
入
り
ま
す
。
個
人
事
業
の

場
合
は
、
交
際
費
は
全
額
経
費
に
な
り
ま
す
が
、

法
人
で
は
一
部
が
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。具
体
的

に
は
中
小
企
業
の
場
合
、
年
間
６
０
０
万
円
ま

で
は
そ
の
10
％
が
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。６
０
０

万
円
を
超
え
る
部
分
は
全
額
経
費
に
な
り
ま
せ

ん
。
例
外
と
し
て
、一
人
当
た
り
５
千
円
ま
で
の

飲
食
代
に
つ
い
て
は
全
額
経
費
処
理
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、年
間
の
交
際
費
が
４
０
０
万
円
の
場
合

は
、
そ
の
10
％
の
40
万
円
が
経
費
に
な
り
ま
せ

ん
。７
０
０
万
円
で
は
６
０
０
万
円
の
10
％
の
60

万
円
＋
６
０
０
万
円
を
超
え
た
１
０
０
万
円
の

合
計
１
６
０
万
円
が
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
人
の
場
合
は
、
交
際
費
と
会
議
費
を
は
っ

き
り
と
区
別
し
ま
す
。
交
際
費
は
前
述
の
よ
う

に
一
部
は
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、会

議
費
は
全
額
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ら
で

す
。
税
法
上
、
会
議
費
と
は
会
議
に
関
連
し
て
、

茶
菓
、
弁
当
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
飲
食
物

を
供
与
す
る
た
め
に
通
常
要
す
る
費
用
に
な
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
来
客
と
の
打
ち
合
わ
せ
、

社
内
会
議
等
で
、
そ
の
際
に
通
常
供
与
さ
れ
る

昼
食
の
程
度
を
超
え
な
い
飲
食
物
等
の
接
待
に

要
す
る
費
用
等
で
す
。

　

仕
事
が
終
わ
っ
て
従
業
員
と
一
杯
や
り
な
が

ら
仕
事
の
話
を
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
れ
も
会
議
と
い
え
ば
会
議
で
す
。ア
ル
コ
ー

ル
類
が
出
て
昼
食
の
程
度
を
超
え
る
と
み
な
さ

れ
た
場
合
は
交
際
費
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

個
人
事
業
だ
と
交
際
費
と
し
て
全
額
経
費
処
理

で
き
ま
す
。
法
人
の
場
合
は
、交
際
費
は
一
部
経

費
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
例

外
と
し
て
１
人
５
０
０
０
円
ま
で
だ
と
全
額
経

費
に
で
き
ま
す
。

飲
食
代
の
税
務
調
査

　

個
人
事
業
の
税
務
調
査
で
は
、
個
人
的
な
飲

食
代
が
事
業
経
費
の
な
か
の
福
利
厚
生
費
や
交

際
費
等
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
と
調
査
官
は

考
え
ま
す
。
調
査
官
は
、
調
査
日
の
前
に
過
去

の
決
算
書
の
科
目
別
増
減
分
析
を
行
い
増
加
し

て
い
る
経
費
、
同
業
他
社
に
比
べ
て
対
売
上
経

費
率
の
高
い
経
費
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

交
際
費
や
福
利
厚
生
費
が
大
き
く
増
加
し
て
い

た
り
、
対
売
上
経
費
率
が
高
く
な
っ
た
り
し
て

い
る
と
要
注
意
で
す
。
調
査
時
に
よ
く
あ
る
の

は
、
元
帳
で
交
際
費
や
福
利
厚
生
費
の
明
細
を

み
て
、誰
と
食
事
を
し
た
の
か
教
え
て
ほ
し
い
と

い
っ
て
、
直
近
事
業
年
度
の
全
件
に
つ
い
て
、
資

料
の
提
出
を
求
め
て
き
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
は
、

過
去
３
年
分
全
て
求
め
て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
領
収
書
の
裏
に
、接
待

し
た
相
手
先
の
氏
名
と
そ
の
関
係
を
記
載
し
て

お
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
官
は
、
飲
食
代
の
領
収
書
を
み
て
、
治
療

院
が
休
み
の
日
に
自
宅
近
く
の
飲
食
店
の
領
収

書
が
出
て
く
る
と
、
こ
れ
は
家
族
と
食
事
を
し

た
の
で
は
と
疑
い
ま
す
。ま
た
治
療
院
と
は
遠
く

離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
飲
食
代
、
例
え
ば
治
療
院

が
東
京
な
の
に
、
飲
食
代
の
領
収
書
の
住
所
は

長
野
だ
っ
た
り
…
、こ
れ
は
本
当
に
あ
っ
た
話
で

す
。
ま
た
最
近
の
調
査
で
、同
じ
日
に
同
じ
飲
食

店
で
従
業
員
と
飲
食
し
た
と
い
う
領
収
書
と
患

者
と
飲
食
を
し
た
と
い
う
領
収
書
が
見
つ
か
り
、

こ
れ
は
他
人
の
領
収
書
を
も
ら
っ
て
経
費
に
し

た
の
で
は
と
疑
わ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

法
人
の
場
合
は
、
会
議
費
や
福
利
厚
生
費
な

ど
で
処
理
さ
れ
た
飲
食
代
の
な
か
に
交
際
費
に

な
る
も
の
が
な
い
か
、交
際
費
に
つ
い
て
は
役
員

の
私
用
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
が
調
査
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
交
際
費
に
で
き
れ
ば
、そ

の
１
割
は
経
費
の
否
認
が
で
き
ま
す
。役
員
の
私

用
分
だ
と
役
員
賞
与
に
な
り
、
経
費
の
否
認
と

と
も
に
役
員
の
個
人
所
得
税
の
追
徴
が
で
き
ま

す
。

　

実
は
山
田
さ
ん
は
、お
気
に
入
り
の
キ
ャ
バ
ク

ラ
の
女
の
子
と
の
食
事
代
を
事
業
の
経
費
に
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
話
で
は
無
理

で
す
ね
。
で
も
、も
し
そ
の
女
の
子
が
治
療
院
の

患
者
さ
ん
だ
っ
た
ら
…
？
（
笑
）

　上田曽太郎の初歩の会計教室に
ご質問、ご相談、取上げてほしい
内容などございましたら、①質問
等内容②ご連絡先③お名前（匿名
の場合はペンネーム）④開業して
いる方は開業歴をお書きになり郵
送またはＦＡＸで
ひーりんぐマガジン編集部

「初歩の会計教室係」

（FAX03-5296-9056）
までお送りください。

質問をお待ちしてます
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柔
道
を
愛
す
る
専
門
学
校
講
師

　

株
式
会
社
東
海
医
療
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役

会
長
、
株
式
会
社
東
海
不
動
建
設
代
表
取
締
役
、

東
海
医
療
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表

取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
大
き
な
手
代
表
理
事

と
し
て
、
鍼
灸
・
整
骨
院
経
営
や
介
護
事
業
、
健

康
食
品
・
健
康
機
器
等
の
販
売
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
の
経
営
か
ら
不
動
産
事
業
ま
で

を
手
が
け
る
西
畑
氏
は
自
ら
を
〝
根
っ
か
ら
の

柔
道
家
〟
だ
と
評
す
る
。

　

小
学
校
時
代
か
ら
柔
道
を
し
て
い
た
兄
に
憧

れ
て
柔
道
を
始
め
た
西
畑
氏
。

　

東
海
大
学
柔
道
部
か
ら
大
阪
府
警
察
に
就
職

し
た
が
、
柔
道
整
復
師
を
目
指
し
退
職
、
専
門

学
校
の
入
学
資
金
を
つ
く
る
た
め
不
動
産
会
社

に
就
職
し
た
。

　

生
ま
れ
つ
い
て
足
が
悪
か
っ
た
西
畑
氏
は
、生

後
間
も
な
い
と
き
か
ら
ず
っ
と
病
院
と
は
縁
が

切
れ
な
か
っ
た
。
医
療
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら

育
っ
た
西
畑
氏
は
、子
ど
も
な
が
ら
に
い
つ
し
か

自
分
も
医
療
に
携
わ
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

足
が
悪
い
た
め
母
親
か
ら
は
教
員
な
ど
を
目

指
し
て
勉
強
し
な
さ
い
、と
よ
く
言
わ
れ
た
も
の

の
、
兄
に
憧
れ
て
柔
道
を
始
め
た
。
負
け
ず
嫌

い
な
性
格
も
あ
っ
て「
ど
ん
ど
ん
柔
道
に
の
め
り

こ
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
」
と
い
う
。

　

30
歳
で
専
門
学
校
に
入
学
し
た
西
畑
氏
。
回

り
道
を
し
た
よ
う
だ
が
、
短
期
間
で
７
院
を
開

業
で
き
た
の
は
、
不
動
産
業
界
に
身
を
置
い
た

経
験
か
ら
だ
と
い
う
。「
内
装
の
知
識
や
交
渉
力

も
付
い
て
い
た
の
で
、最
初
の
店
舗
か
ら
ど
ん
ど

ん
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」。

　

現
在
、
大
阪
で
柔
道
整
復
専
門
学
校
の
講
師

も
務
め
て
い
る

　
「
個
人
経
営
の
多
店
舗
展
開
」
に
喝
！

　

東
海
医
療
グ
ル
ー
プ
の
メ
イ
ン
事
業
は
介
護

で
あ
る
。

　

も
と
も
と
柔
整
師
で
整
骨
院
院
長
だ
っ
た
西

畑
氏
。
高
齢
者
の
患
者
が
多
く
、
し
か
も
独
居

の
人
が
最
近
増
え
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
か
ら

「
将
来
私
が
ボ
ケ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
と

い
っ
た
相
談
を
よ
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま

た
、
知
的
障
害
者
の
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

訪
問
し
た
際
に
も「
親
御
さ
ん
が
年
を
と
っ
て
い

っ
て
、
財
産
を
こ
の
子
た
ち
に
遺
し
て
も
、
何
の

活
用
も
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
、何
か
支
援
が
で

き
な
い
か
と
考
え
た
結
果
、
弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
と
と
も
に
平
成

21
年
に
一
般
社
団
法
人
「
大
き
な
手
」
を
設
立
し

た
。

　

そ
の
一
方
で
、
大
阪
市
内
で
整
骨
院
を
７
院

経
営
し
て
い
る
。
最
盛
期
は
さ
ら
に
多
く
の

院
が
あ
っ
た
が
弟
子
に
譲
っ
た
り
、
閉
院
し
た

店
舗
も
あ
る
。
閉
院
の
理
由
は
「
流
行
り
す
ぎ

た
」
。

　
「
流
行
り
す
ぎ
て
も
周
囲
の
整
骨
院
や
整
形

外
科
の
妬
み
も
あ
り
ま
す
。
不
正
請
求
を
疑
わ

れ
て
行
政
に
も
叩
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
業
界
は
、

療養費問題はゼロから
考え直すことも必要
「筋肉科の設置など
新発想で現状打開を」

特集④ 喝！

柔
道
整
復
か
く
あ
る
べ
し
！
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西畑　靖（にしはた・おさむ）
昭和40年10月31日生まれ。
昭和63年東海大学体育学部を卒業、平成11
年に「にしはた整骨院」開院（現在、大阪市
内に７店舗）、平成19年柔道整復師認定実
技審査員、平成20年柔道教室清義塾開校、
平成21年一般社団法人「大きな手」設立、
代表理事に就任。平成22年介護事業リハビ
リデイケアサービス開設。平成10年より大
阪経済法科大学柔道部監督、平成12年より
関西医療学園専門学校の講師を務めている。

　

株
式
会
社
東
海
医
療
グ
ル
ー
プ
会
長
で
柔
道
整
復
師
で
専
門
学
校
講
師
で
あ
る
西
畑
靖
氏
。
接

骨
院
７
店
と
介
護
事
業
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
や
不
動
産
業
な
ど
幅
広
い
事
業
展
開
を
す

る
一
方
で
、
そ
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
言
動
で
柔
道
整
復
師
や
業
界
の
問
題
提
起
か
ら
将
来
像
ま
で
を

語
っ
て
く
れ
た
。
柔
整
の
過
剰
に
伴
う
整
骨
院
の
乱
立
、
現
在
の
柔
道
整
復
師
の
不
正
請
求
な
ど

に
つ
い
て
も
鋭
く
切
り
込
み
、
請
求
団
体
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
根
っ
か
ら
の

柔
道
家
と
言
う
西
畑
氏
。
あ
え
て
苦
言
を
呈
し
な
が
ら
理
想
の
柔
道
整
復
業
界
像
を
探
る
。

柔
道
整
復
師
・
専
門
学
校
講
師
　
西 

畑  

靖 

氏

流
行
れ
ば
流
行
る
ほ
ど
叩
か
れ
る
。
半
年
分
の

カ
ル
テ
を
提
出
し
ろ
と
か
。患
者
が
１
日
に
２
０

０
人
以
上
来
院
し
て
い
る
が
１
人
何
分
間
施
術

し
て
い
る
の
か
な
ど
、
色
々
な
こ
と
を
聞
か
れ
、

こ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
の
か
と
思
っ
た
時
も
あ
り

ま
し
た
。こ
ち
ら
に
は
何
の
落
ち
度
も
な
か
っ
た

の
で
す
が
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
」。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
言

っ
て
、経
営
者
一
人
で
は
７
院
く
ら
い
が
管
理
し

や
す
い
、
と
い
う
。「
そ
れ
以
上
広
げ
る
な
ら
き

ち
ん
と
組
織
化
す
る
か
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式

の
よ
う
な
形
に
し
な
い
と
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」

と
い
う
西
畑
氏
。
と
く
に
多
店
舗
展
開
は
考
え

て
い
な
い
、
と
い
う
。

　
「
私
は
、
最
終
的
に
目
指
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
の
は
医
療
と
い
う
視
点
な
ん
で
す
。な
の
で
整

骨
院
を
数
店
開
業
し
た
時
点
で
す
ぐ
に
整
形
外

科
医
院
と
提
携
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
ト
ー

タ
ル
な
医
療
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

い
つ
か
医
療
法
人
を
設
立
し
て
、
柔
道
整
復
科

と
鍼
灸
科
を
入
れ
た
病
院
を
つ
く
り
た
い
」

　

介
護
事
業
も
４
施
設
を
運
営
し
て
お
り
、
来

年
は
高
齢
者
住
宅
を
２
棟
建
て
る
予
定
だ
と
い

う
。リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
は
東
京
に
進
出
し
始

め
た
。

　
「
現
在
の
専
門
学
校
教
育
」
に
喝
！

　

柔
整
専
門
学
校
の
講
師
も
務
め
て
い
る
西
畑

氏
。

　
「
今
の
鍼
灸
や
柔
整
の
専
門
学
校
は
、
卒
業
生

の
国
家
試
験
合
格
率
を
上
げ
る
こ
と
だ
け
に
終

喝！
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始
し
て
い
て
、そ
の
他
の
卒
業
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

を
何
も
考
え
て
い
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」

　

西
畑
氏
は
新
入
生
の
最
初
の
授
業
の
と
き

に
、い
つ
も
学
生
に
「
将
来
の
夢
」
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。

　

回
答
の
９
割
は
「
開
業
す
る
こ
と
」
と
い
う
類

い
の
内
容
だ
と
い
う
。

　
「
鍼
灸
師
や
柔
整
師
の
免
許
が
な
く
て
は
開

業
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
、
免
許

が
あ
れ
ば
誰
で
も
開
業
で
き
る
の
で
す
。
だ
か

ら
開
業
は
夢
で
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

開
業
し
て
か
ら
５
年
、
10
年
、
20
年
後
に
自
分
を

ど
の
よ
う
に
高
め
て
、ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
院

経
営
し
て
い
く
か
、な
ど
を
語
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
ま
ず
指
導
し
ま
す
。
そ

う
で
な
い
と
絶
対
に
失
敗
す
る
か
ら
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
も
う
１
つ
多
い
の
は

「
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
も
の
だ
そ

う
だ
。

　
「
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
飯
を
食
っ
て
い
る
奴

は
お
る
か
と
言
う
ん
で
す
。
私
も
、
あ
る
プ
ロ

野
球
チ
ー
ム
に
ト
レ
ー
ナ
ー
を
派
遣
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
、ト
レ
ー
ナ
ー
で
飯
を
食
っ
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
よ
。私
た
ち
の
よ
う
な
か
つ
て
ス
ポ
ー
ツ
選

手
だ
っ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、確
か
に
重
宝
が
ら
れ

ま
す
。
筋
肉
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
全
然
違

う
し
、メ
ン
タ
ル
面
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
。
だ
け
ど
、
お
金
に
は
な
か
な
か
な
ら

な
い
。
現
状
で
は
、柔
整
師
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の
多

く
は
、ほ
と
ん
ど
金
儲
け
で
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た
り
自
己
Ｐ

Ｒ
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。ど
う
し
て
も

や
り
た
い
な
ら
施
術
時
間
外
や
休
日
に
無
報
酬

で
実
業
団
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
や
り
な
さ
い
と
言

っ
て
い
る
ん
で
す
」

　
「
新
し
い
療
養
費
の
議
論
が
必
要
」
喝
！

　

柔
道
整
復
師
に
と
っ
て
保
険
の
取
り
扱
い
が

格
段
に
厳
し
く
な
っ
た
上
に
療
養
費
の
削
減
傾

向
に
あ
る
中
、
昨
年
、
大
阪
の
療
養
費
の
請
求

が
多
い
な
ど
と
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

　
「
大
阪
は
保
険
の
療
養
費
の
点
数
が
異
常
に

高
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
患
者
の
訴
え
に

応
え
る
と
全
身
治
療
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
ど

う
し
て
も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。
治
療
に
来
た

患
者
に
痛
い
と
言
わ
れ
た
ら
治
し
て
あ
げ
た
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
で
時
間
も
か
か
り
、そ

れ
な
り
の
請
求
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。そ
れ

で
後
か
ら
文
句
を
言
わ
れ
た
ら
僕
ら
は
ど
こ
に

文
句
を
言
え
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
ね
。
大
阪
人
の
特
有
な
所
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
療
養
費
の
問
題
は
何
十
年
も
議
論
さ
れ
て

き
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
を
何
と
か
し
な

い
と
こ
の
業
界
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
療
養
費

を
ど
ん
ど
ん
下
げ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
治
療

範
囲
を
増
や
す
な
ど
の
方
策
は
と
れ
な
い
も
の

か
。
骨
折
、
捻
挫
、
脱
臼
、
打
撲
以
外
に
も
柔

整
師
が
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
せ
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
」

 

「
先
日
、
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

の
会
の
会
長
と
お
会
い
し
た
。
腎
不
全
に
陥
っ
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〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡 1－2　菱興高島台第２ビル４階（横浜駅西口歩９分）
ＴＥＬ 045-314-1250（代）　ＦＡＸ 045-322-6720
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成功に導く開業準備をサポート成功に導く開業準備をサポート

会計業務はもとより、それ以外の治療院の経営相談や組織作りなど
積極的に相談に乗って下さり話しているとやる気を起こさせてくれ
る先生です。（横浜市・Ａ接骨院）

まずは無料相談から！
◎独立開業・決算申告・記帳代行・税務相談・経営相談
　などで経営全般をサポートします

⇒
⇒
９万８千円～
12万円～

初年度キャンペーン料金実施中！
●個人　初年度（記帳代行・決算・確定申告までの年間料金）　　
●法人　初年度（記帳代行・決算・確定申告までの年間料金）

２年目以降も決算料無料の報酬表を作成しています。

た
患
者
が
腎
臓
の
機
能
を
人
工
的
に
代
替
す
る

た
め
血
液
透
析
を
行
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
週

３
回
ほ
ど
１
回
あ
た
り
４
時
間
く
ら
い
寝
た
き

り
に
な
る
た
め
、
透
析
が
終
わ
っ
て
も
す
ぐ
に

起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
関
節
や
筋
肉
に
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
た
め
、
透
析
が
で
き
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
は
今
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
ル
ー
ム
が
ど

ん
ど
ん
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
透
析
が
終
わ

っ
た
後
の
関
節
の
こ
わ
ば
り
や
動
き
が
悪
い
部

分
と
い
う
は
捻
挫
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

治
療
が
で
き
れ
ば
患
者
さ
ん
か
ら
も
喜
ば
れ
る

と
思
う
の
だ
が
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
も
堂
々
と

請
求
で
き
る
」

　

今
日
本
に
30
万
人
の
人
工
透
析
患
者
が
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
「
同
様
に
、
脳
梗
塞
な
ど
に
よ
り
半
身
麻
痺
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
な
ん
と
か
動
く
よ
う
に
治

療
を
行
う
こ
と
な
ど
に
も
わ
れ
わ
れ
が
お
手
伝

い
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の

療
養
範
囲
を
取
っ
て
い
け
ば
、
ま
だ
ま
だ
柔
道

整
復
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
て
い
け
る
分
野
だ
と
思

う
ん
で
す
よ
」

　
「
そ
う
い
っ
た
裾
野
を
広
げ
る
と
い
う
か
、
パ

イ
を
大
き
く
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
い

と
、柔
整
師
は
毎
年
５
０
０
０
人
ず
つ
増
え
て
い

く
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ず
っ
と
骨
折
、
脱
臼
、
打

撲
、捻
挫
だ
け
だ
と
厳
し
く
な
っ
て
い
く
の
は
あ

た
り
ま
え
で
す
。
ど
こ
の
団
体
で
も
『
技
術
料

は
上
げ
ろ
』
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、い
つ
ま
で

も
同
じ
議
論
を
し
て
い
る
。そ
ろ
そ
ろ
こ
の
へ
ん

で
、
新
し
い
世
代
に
繋
い
で
い
け
る
、
新
し
い
議

論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、こ
の
業
界
の
未
来
は
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な
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
今
こ
そ
業
界
は
一
つ
に
な
る
べ
き
」
喝
！

　

柔
整
師
（
接
骨
院
）
の
過
剰
や
療
養
費
削
減

な
ど
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
中
、
「
個
々
の
利

害
は
捨
て
て
、
団
体
は
一
つ
に
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
」
と
提
言
す
る
西
畑
氏
。
「
こ
れ
だ
け

多
く
の
団
体
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
自
分
た
ち
の

利
益
を
考
え
て
微
妙
に
違
う
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。
こ
ん
な
業
界
は
他
に
な
い
。
業
界
と
し
て

統
一
し
た
意
見
が
言
え
な
い
、
こ
れ
で
は
社
会

か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
な
い
」
と
強
調
す
る
。

　

例
え
ば
、
会
員
が
下
か
ら
声
を
上
げ
て
も
、

上
に
届
か
な
い
と
言
っ
て
他
団
体
を
立
ち
上
げ

る
、
団
体
を
つ
く
る
と
利
益
の
取
り
合
い
に
な

る
と
い
う
よ
う
な
構
図
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。

　
「
一
つ
の
団
体
を
大
き
く
す
る
こ
と
以
外
に
業

界
生
き
残
り
の
道
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、い

つ
も
声
高
に
言
う
が
届
か
な
い
。
出
る
杭
は
打

た
れ
る
で
し
ょ
う
か
。療
養
費
の
問
題
に
し
て
も

こ
れ
ま
で
の
慣
例
を
一
回
は
壊
し
て
、も
う
一
度

基
礎
か
ら
つ
く
り
な
お
す
勇
気
も
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。
療
養
範
囲
を
広
げ

る
上
で
も
１
回
潰
し
て
、
病
院
内
の
柔
道
整
復

科
と
鍼
灸
科
を
創
設
し
、
増
え
続
け
る
柔
整
師

に
何
ら
か
の
歯
止
め
を
掛
け
る
よ
う
な
施
策
が

で
き
れ
ば
立
て
直
せ
る
。
養
成
学
校
に
関
し
て

も
、
合
格
率
ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、

１
回
潰
し
て
柔
道
整
復
師
と
は
な
ん
ぞ
や
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
き
ち
ん
と
や
り
直
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
思
い
を
専
門
学
校
の
若

い
先
生
に
も
教
え
て
い
き
た
い
。
リ
セ
ッ
ト
し

て
変
え
て
い
か
な
い
限
り
未
来
は
あ
り
得
ま
せ

ん
」
と
語
気
を
強
め
る
。

　
「
新
た
な
分
野
を
模
索
す
る
」
喝
！

　
「
も
ち
ろ
ん
、
業
界
内
で
〝
骨
を
接
ぐ
技
術
〟

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
先

生
は
多
く
い
ま
す
。
整
形
外
科
な
ど
の
病
院
・
医

院
で
も
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
柔
整
師
を

雇
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、そ
の
必
要
性
を

わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、病
院
の
中

に
柔
道
整
復
科
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
も
思
う
の
で
す
。
診
療
科
目
を
増
や
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
機
能
訓
練
の
中
で
柔
道
整
復

師
が
点
数
を
取
れ
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。そ
う
働
き
か
け
る
先
生
が
い
な
い
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
、
僕
は
同
じ
整
骨
院
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
さ

い
と
。
そ
こ
で
介
護
報
酬
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ（
機

能
訓
練
）
を
し
て
、そ
れ
で
自
分
の
や
り
た
い
ト

レ
ー
ナ
ー
は
夕
方
な
り
休
日
な
り
に
実
費
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
や
り
な
さ
い
と
提
案
し
て

い
ま
す
。
開
業
だ
け
が
柔
道
整
復
師
で
は
な
い

よ
と
。
柔
道
整
復
師
だ
か
ら
開
業
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
ら
大
き
な
間
違
い
だ
よ
と
。

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
や
高
齢
社
会
を
見

据
え
て
５
年
経
っ
た
ら
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

資
格
を
取
っ
て
、ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
て
自
分
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
リ
ハ
ビ
リ
を
や
る
。整
骨
院
イ

コ
ー
ル
柔
道
整
復
師
で
は
な
い
よ
と
言
い
た
い

ん
で
す
」

　

整
形
外
科
と
柔
整
と
の
溝
は
一
朝
一
夕
で
は

埋
ま
ら
な
い
と
思
う
が
。

　
「
整
形
外
科
の
先
生
と
う
ま
く
い
か
な
い
と

い
う
の
は
、も
っ
と
連
携
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。私
は
よ
く
ス
タ
ッ
フ
に
言
う

の
で
す
が
、
柔
道
整
復
科
と
い
う
の
は
病
院
内

の
〝
筋
肉
科
〟
だ
と
思
い
な
さ
い
と
。
皮
膚
が
悪

く
な
っ
た
ら
皮
膚
科
に
行
く
よ
う
に
、
筋
肉
が

こ
わ
ば
っ
た
ら
ど
こ
で
治
療
し
て
も
ら
え
ん
る

ん
だ
と
。
骨
が
折
れ
た
ら
病
院
に
行
き
ま
す
か

ら
ね
。
だ
か
ら
、
今
の
骨
接
ぎ
は
筋
肉
科
で
す
。

だ
か
ら
病
院
の
中
に
〝
筋
肉
科
〟
を
つ
く
っ
て
も

ら
っ
て
、筋
肉
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ら
一
番
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

西
畑
氏
の
目
標
は
、「
最
終
的
に
は
医
療
と

し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
」
と
言
う
。
柔
道
整

復
科
が
設
置
で
き
る
よ
う
な
病
院
を
つ
く
り
た

い
。
ま
た
、柔
道
整
復
師
の
役
割
を
明
確
に
し
た

上
で
の
介
護
を
考
え
た
高
齢
者
住
宅
を
計
画
中

だ
。
１
階
で
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

２
階
か
ら
上
を
高
齢
者
が
入
れ
る
よ
う
な
施
設

を
つ
く
り
夕
方
か
ら
は
少
年
柔
道
の
指
導
が
で

き
る
、
新
し
い
未
来
を
作
る
子
ど
も
と
未
来
を

託
す
高
齢
者
が
触
れ
合
う
場
所
を
来
年
中
に
つ

く
る
と
し
て
い
る
。

　

最
後
に
西
畑
氏
は
「
本
物
の
柔
道
整
復
家
が

柔
道
整
復
師
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
熱
く
語
っ
て

く
れ
た
。

喝！
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入
会
当
時
は
、そ
の
請
求
団
体
に
加
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
っ
た
の
で
、開
業
後
す
ぐ

に
加
入
し
た
院
長
。開
業
後
は
仕
事
一
途
で
他

の
請
求
団
体
の
こ
と
な
ど
考
え
て
み
た
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、レ
セ
コ
ン
の
リ
ー
ス
が
切
れ
そ

う
に
な
っ
た
た
め
他
の
請
求
団
体
に
つ
い
て
も

調
べ
て
み
る
と
、今
の
団
体
以
外
に
も
魅
力
あ

る
請
求
団
体
は
た
く
さ
ん
あ
り
、使
い
勝
手
の

よ
い
レ
セ
コ
ン
ソ
フ
ト
も
数
多
く
、団
体
に
よ

っ
て
は
加
入
す
る
と
無
償
で
レ
セ
コ
ン
ソ
フ
ト

を
提
供
す
る
団
体
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。検

討
し
た
結
果
、請
求
団
体
の
変
更
と
レ
セ
コ
ン

ソ
フ
ト
を
変
え
る
こ
と
を
決
意
し
退
会
の
手
続

き
を
し
た
。す
る
と
数
日
後
、レ
セ
コ
ン
会
社
の

人
が
院
長
を
訪
ね「
辞
め
る
と
保
険
請
求
が
で

き
な
く
な
る
」と
話
し
た
そ
う
だ
。

　

本
誌
で
お
な
じ
み
の
療
養
太
郎
氏
に
こ
の
発

言
の
事
情
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
団
体
を
辞

め
れ
ば
そ
の
団
体
か
ら
請
求
が
で
き
な
く
な
る

の
は
当
然
で
す
。し
か
し
、通
常
は
違
う
団
体
に

入
会
す
れ
ば
そ
こ
か
ら
請
求
で
き
ま
す
し
、ま

た
、直
接
管
轄
す
る
厚
生
局
に
受
領
委
任
の
届

出
を
出
せ
ば
個
人
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。こ
の
話
に
は
こ
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
ま

す
ね
。あ
く
ま
で
も
想
像
で
す
が
、そ
の
接
骨
院

に
辞
め
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
半
分
だ
け
の
話
を

さ
せ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

　

請
求
団
体
内
部
に
詳
し
い
他
の
人
は
、「
団
体

が
退
会
届
を
受
理
し
て
も
、団
体
が
厚
生
局
の

手
続
き
に
時
間
を
か
け
れ
ば
実
質
の
退
会
に
時

間
が
か
か
る
。そ
の
た
め
そ
の
分
請
求
で
き
な

い
月
が
生
じ
る
。ま
た
、他
団
体
に
変
わ
る
こ
と

が
分
か
れ
ば
入
金
額
を
払
わ
な
い
団
体
も
あ

る
」と
言
う
。そ
の
結
果
、「
請
求
団
体
を
辞
め
ら

れ
な
い
」こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
だ
。

　

退
会
に
際
し
て
の
引
き
延
ば
し
や
入
金
額
を

払
わ
な
い
団
体
が
あ
る
と
の
話
を
聞
く
と
、本

来
は
組
合
員
や
会
員
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
は

ず
な
の
に
、自
分
た
ち
の
利
益
を
守
る
こ
と
が

優
先
さ
れ
る
旧
態
依
然
と
し
た
業
界
団
体
も
ま

だ
多
く
存
在
す
る
よ
う
だ
。業
界
の
向
上
に
は

柔
道
整
復
師
よ
り
も
請
求
団
体
が
ま
ず
近
代
化

の
道
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

請
求
団
体
は
辞
め
ら
れ
な
い
？

　

接
骨
院
の
院
長
か
ら
編
集
部
に
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。
レ
セ
コ
ン
の
リ
ー
ス
契
約
が
切
れ

る
の
を
き
っ
か
け
に
、
加
入
し
て
い
る
請
求
団
体
を
辞
め
よ
う
と
思
い
退
会
の
手
続
き
を
し
た

と
こ
ろ
、「
団
体
を
辞
め
る
と
保
険
請
求
が
で
き
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。「
そ
ん
な
バ
カ
な

こ
と
が
あ
る
か
」
と
思
っ
て
み
た
も
の
の
確
信
が
持
て
な
く
困
り
は
て
て
い
る
と
い
う
内
容
だ
。

NEWS 
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２
０
１
２
年
夏
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ロ

ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
成
長
し
続
け
る
こ
の
国
際
大
会

は
、
今
回
も
た
く
さ
ん
の
感
動
や
ド
ラ
マ
を
生
み
ま

し
た
。

　

選
手
た
ち
の
活
躍
は
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
日

本
人
の
活
躍
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
少
し
残
念
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
最
初
か

ら
期
待
さ
れ
て
い
た
種
目
や
人
気
の
あ
る
選
手
ば
か

り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
マ
イ
ナ
ー
な
種
目
は
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て
初
め
て
報
道
さ
れ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

テ
ロ
ッ
プ
一
行
出
れ
ば
よ
い
方
で
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
８
月
29
日
か
ら
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
、
報
道

の
回
数
も
量
も
極
端
に
減
っ
て
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム

の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
土
田

和
歌
子
選
手
は
５
回
の
出
場
経
験
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
い
く
つ
も
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
選
手
だ

っ
た
の
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に

は
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
時
間
の
９
月
９
日
夕
方
の
７
時
30

分
に
ス
タ
ー
ト
し
た
彼
女
の
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
レ

ー
ス
は
、
こ
の
時
間
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
だ
っ
た

せ
い
か
中
継
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
の
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
講
演
会
で
、
会
場
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
土
田
さ
ん
の
お
話
を
し

て
「
応
援
し
て
や
っ
て
下
さ
い
ね
～
！
」
っ
て
呼
び
か

け
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
間
が
来
た
ら
ど
こ
か
で
中

継
し
て
い
な
い
か
一
生
懸
命
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
回
し
続

け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、残
念
な
も
の
で
し
た
。
ど

ん
な
に
探
し
て
も
中
継
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

金
メ
ダ
ル
の
期
待
が
か
か
っ
て
い
た
の
に
…
。

　

ネ
ッ
ト
で
も
情
報
が
入
ら
ず
、
ど
う
な
っ
た
の
か

心
配
し
て
い
た
ら
、
帯
同
さ
れ
て
い
た
夫
で
コ
ー
チ

の
高
橋
慶
樹
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
。「
残
念

な
が
ら
５
位
で
し
た
。
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
、す
み

ま
せ
ん
で
し
た
！
」
即
座
に
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
わ

ざ
わ
ざ
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
き
っ
と
大
変
な
レ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
！　

く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
ね
」。

　

優
勝
候
補
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
、
世
界
記
録
を
持

つ
選
手
が
、「
５
位
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
き
っ

と
何
か
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、
今

は
と
て
も
「
辛
い
」
思
い
を
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な

い
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
続
報
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
実
は
、

土
田
和
歌
子
選
手
は
23
キ
ロ
の
地
点
で
転
倒
を
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

前
回
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
５
０
０
０
ｍ

の
レ
ー
ス
中
に
転
倒
。
直
後
に
後
続
の
選
手
に
激
突

さ
れ
脊
椎
損
傷
で
続
行
不
可
能
と
な
り
担
架
に
乗
せ

ら
れ
て
退
場
、
帰
国
後
も
入
院
、
手
術
と
競
技
生
命

が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
プ
ラ
ス
思
考
で
、
こ

の
苦
境
を
乗
り
越
え
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
い
た
の
で
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
ま
で
応
援
に
行
か
れ
て
い
た
ス
ポ
ン
サ

ー
の
人
か
ら
も
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。「
彼
女
は
激
し

く
転
倒
し
ま
し
た
が
自
ら
這
い
上
が
り
、
レ
ー
ス
を

続
け
そ
こ
か
ら
前
を
行
く
選
手
を
２
人
抜
い
て
５
位

に
な
っ
た
の
で
す
。
感
動
し
ま
し
た
！
あ
き
ら
め
な

い
姿
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
！
」。

　

こ
こ
に
ニ
ュ
ー
ス
に
は
な
い
、
伝
え
る
べ
き
何
か

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

転
倒
し
た
土
田
和
歌
子
選
手
に
レ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ

が
駆
け
寄
っ
て
来
ま
し
た
。「
続
け
ま
す
か
？
」
こ
の

質
問
に
は
「
助
け
ま
す
か
？
」
と
い
う
意
味
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
選
手
は
レ
ー
ス
中
誰
か
に
ア
シ
ス
ト

さ
れ
た
瞬
間
に
失
格
と
な
り
ま
す
。
高
速
走
行
中
に

転
倒
し
た
彼
女
は
遠
く
ま
で
投
げ
出
さ
れ
肩
を
強
打

し
て
倒
れ
て
い
た
の
で
す
。

岩
﨑
由
純
の

読
む
癒
し

　
「
続
け
ま
す
！
」
練
習
中
に
も
本
番
中
に
も
何
度
も

転
倒
し
て
い
る
彼
女
は
、
こ
の
状
況
下
で
も
自
分
は

行
け
る
と
と
っ
さ
に
判
断
。
自
分
で
レ
ー
サ
ー
（
競

技
用
の
車
い
す
）
を
起
こ
し
、
自
ら
の
力
で
這
い
上

が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
時
奇
跡
は
起
こ
り
ま
し
た
。
彼
女
の
成
り
行

き
を
案
じ
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
っ
て
い
た
沿
道
の
人

た
ち
が
歓
声
を
上
げ
た
の
で
す
。
彼
女
が
「
続
け
る
」

と
分
か
っ
た
時
、
ロ
ン
ド
ン
っ
子
た
ち
が
感
動
し
ま

し
た
。
そ
の
場
の
空
気
が
大
き
く
揺
れ
た
の
を
感
じ

た
時
、今
度
は
土
田
選
手
が
そ
の
「
声
援
」
に
感
動
し

ま
し
た
。
身
が
震
え
る
ほ
ど
の
感
動
は
人
に
力
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
彼
女
は
、そ
こ
か
ら
肩
の
痛

み
を
忘
れ
、
最
後
ま
で
全
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
何
度
も
世
界
記
録
を
樹
立
し
、
冬
季
、

夏
季
両
方
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
て
い
る
唯
一
の
日
本
人
で
あ
る
土
田
和
歌
子
選
手

は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
、
あ

の
瞬
間
が
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
時
よ
り
感
動
し
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
メ
ダ
ル
の
色
よ
り
も

記
録
よ
り
も
「
人
」
に
感
動
す
る
の
で
す
か
ら
。
国

を
越
え
人
種
を
越
え
て
。

●

　

土
田
和
歌
子
選
手
の
今
後
の
予
定
＝
10
月

：

大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン（
大
分
市
）、11
月

：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン（
米
国
）、

11
月

：

大
阪
マ
ラ
ソ
ン（
大
阪
市
）、12
月

：

日

産
カ
ッ
プ 

追
浜
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ（
横
須

賀
市
）、12
月

：

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン（
米
国
）

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ブ
ロ
グ
＝http://am

eblo.jp/

w
akakotsuchida/

第
８
回

岩
﨑
由
純

１
９
５
９
年
山
口
県
出
身
。米
国
シ
ラ
キ
ュ
ー
ズ
大
学
、

大
学
院
に
留
学
し
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
認
定
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト

レ
ー
ナ
ー
の
資
格
を
取
得
。留
学
時
か
ら
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

（
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
勝
利
に
導
く
会
話
法
の
ひ
と
つ
）

に
興
味
を
持
つ
。「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
」で
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
23
年
間
活
躍
。現
在
は
主
に
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

の
普
及
活
動
を
行
い
な
が
ら
、ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
や
テ

ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
指
導
も
し
て
い
る
。

「大きな
ニュースの影に」
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■吉田学院長プロフィール
フィットバランス療術学院長。13 万 8000
人の施術実績を誇り、グループ店は 120 店
舗を超える。著書に「儲かる !! 集客革命」「で
も、大丈夫。」「ぶっちぎり集客力」がある。

　

集
客
と
良
心

　

保
険
治
療
で
来
院
回
数
や
部
位
を
増
や
す
な
ど

の
不
正
を「
そ
ん
な
の
当
た
り
前
」と
親
方
や
仲
間

に
言
わ
れ
た
も
の
の
良
心
が
許
さ
ず
、保
険
治
療

か
ら
実
費
治
療
に
移
行
す
る
先
生
が
い
る
。移
行

さ
せ
た
の
は
良
心
。保
険
者
は
誤
魔
化
せ
て
も〝
自

分
に
嘘
は
つ
け
な
い
〟と
い
う
こ
と
。良
心
が
強
け

れ
ば
強
い
ほ
ど
不
正
に
対
し
て
妥
協
で
き
な
く
な

る
。

　

以
前
、う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
に
元
警
察
官
が
い
た
。

正
義
感
が
強
く
真
面
目
な
人
間
だ
。そ
の
彼
に
な

ぜ
警
察
を
退
職
し
た
の
か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ

「
思
っ
て
い
た
世
界
と
違
っ
た
ん
で
す
」ポ
ツ
リ
と

一
言
。「
何
が
？
」と
聞
き
返
す
と「
え
ー
!?　

ま
ぁ
、

い
ろ
い
ろ
で
す
。納
得
が
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て

…
」。真
面
目
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、少
し
の
偽
り

が
負
担
に
な
り「
知
ら
な
き
ゃ
良
か
っ
た
」な
ん
て

こ
と
が
多
々
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、こ
の
良
心
は
治
療
に
お
い
て
物
凄
い
パ

ワ
ー
を
発
揮
す
る
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
患
者
さ

ん
を
苦
し
め
て
い
る
原
因
を
ト
コ
ト
ン
考
察
し
、手

技
を
駆
使
し
対
応
し
て
い
く
力
と
な
る
。万
が
一
、

思
っ
た
通
り
の
治
療
結
果
に
行
き
つ
か
な
か
っ
た

ら
、さ
ら
に
技
術
を
極
め
る
た
め
に
時
間
と
お
金

を
注
ぎ
込
み
治
療
技
術
の
追
求
の
手
を
ゆ
る
め
な

い
。こ
れ
は
治
療
家
と
し
て
当
然
の
姿
だ
が
、誤
っ

た
方
向
に
向
か
う
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
に
な
り

経
営
よ
り
も
技
術
中
心
へ
と
没
入
し
て
し
ま
い
、

結
果
と
し
て
患
者
さ
ん
を
減
ら
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。こ
れ
が
現
代
書
林
か
ら
発
行
し
た「
集
客

革
命
」で
書
い
た〝
技
バ
カ
〟の
典
型
的
な
姿
だ
。こ

の
よ
う
に
、良
心
は
諸
刃
の
剣
だ
。

　
「
自
分
は
正
し
い
」と
い
う
思
い
込
み
が
強
け
れ

ば
強
い
ほ
ど
、よ
り
強
固
な
良
心
が
形
作
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、子
ど
も
の
兄
弟
喧
嘩
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
、兄
弟
そ
ろ
っ
て「
お
父
さ
ん
、僕
は
正
義
の

た
め
に
ア
イ
ツ
を
殺
し
ま
す
」な
ん
て
言
い
出
し

か
ね
な
い
。こ
れ
は
江
戸
時
代
に
本
当
に
起
き
た

話
だ
。

　

今
な
お
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
の

実
態
も
こ
の
類
だ
。戦
士
は
朝
、宗
教
家
の
話
を
聞

き
、神
に
祈
り
な
が
ら
相
手
を
殺
し
に
行
く
。純

粋
な
魂
に〝
エ
ゴ
の
正
義
〟を
注
ぎ
込
ま
れ
た
結
果

だ
。国
家
の
お
偉
い
さ
ん
は
間
違
っ
て
も
戦
場
に
は

行
か
な
い
が（
笑
） 

。

　

良
心
は
自
分
の
思
い
込
み
か
ら
も
発
生
す
る
。

だ
か
ら
そ
の
自
分
の
基
準
を
常
に
冷
静
に
見
て
い

く
こ
と
が
肝
心
だ
。あ
な
た
に
家
族
が
い
た
な
ら

な
お
さ
ら
だ
。思
い
込
み
か
ら
技
術
一
辺
倒
と
な
り

食
べ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
慎
重
に
な
っ
て
ほ
し
い
。丁
寧
に
己
を

見
つ
め
て
ほ
し
い
。自
分
の
物
差
し
を
よ
く
見
て
、

「
間
違
い
な
い
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
ト
コ

ト
ン
良
心
に
則
っ
て
覚
悟
を
持
っ
て
進
む
べ
き
だ
。

僕
は「
自
費
診
療
を
し
た
い
」と
い
う
先
生
か
ら

ま
ず
そ
の
覚
悟
の
度
合
い
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い

る
。正
々
堂
々
と
経
営
で
き
る
の
な
ら
ば
良
心
に

苦
し
む
こ
と
は
な
い
。患
者
さ
ん
へ
も
そ
の
本
気
な

思
い
は
伝
播
す
る
だ
ろ
う
。患
者
さ
ん
に
嘘
を
つ

く
協
力
し
て
も
ら
え
ば
、い
ず
れ
患
者
さ
ん
か
ら

嘘
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。人
に
は「
与

え
た
物
は
受
け
取
る
も
の
」と
い
う
宇
宙
の
法
則

が
働
く
の
だ
。

　

当
グ
ル
ー
プ
直
営
店
舗
の
集
客
は
ま
た
こ
こ

最
近
、さ
ら
に
上
り
調
子
に
な
っ
て
き
た
。や
り
方

は
独
特
で
日
々
の
来
院
数
は
３
ケ
タ
を
下
回
ら
な

い
。す
べ
て
の
患
者
さ
ん
は
実
費
を
支
払
う
。あ
り

が
た
い
こ
と
だ
。当
グ
ル
ー
プ
ス
タ
ッ
フ
に
た
び
た

び
会
っ
て
話
を
す
る
。先
日
、柔
道
整
復
師
の
ス
タ

ッ
フ
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
た
。「
実
費
で
た
く
さ
ん

の
患
者
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

け
る
の
は
、本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
ね
。院
も
患

者
さ
ん
も
そ
し
て
国
に
も
い

い
」。

　

良
心
が
経
営
と
結
び
つ
い

た
と
き
、次
世
代
の
治
療
院

の
カ
タ
チ
が
そ
こ
に
出
来
上

が
る
。

Vol.24
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新
規
患
者
の
来
院
数
が
減
っ
た

　

こ
こ
数
年
の
整
骨
院
の
開
業
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ

っ
て
、
競
争
が
激
し
く
な
っ
た
せ
い
か
「
自

分
が
思
っ
て
い
る
よ
う
に
新
患
数
が
伸
び
な

い
」
、
ま
た
「
以
前
よ
り
ず
い
ぶ
ん
と
減
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
先
生
方
の
声
を
よ
く
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
毎
日
一

生
懸
命
に
患
者
さ
ん
を
増
や
そ
う
と
努
力
し
て

い
る
で
し
ょ
う
が
、
同
じ
よ
う
に
努
力
を
し
て

い
る
整
骨
院
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
わ
れ
わ
れ
の

業
界
に
入
り
込
ん
で
く
る
業
者
も
激
増
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
業
者
の
宣
伝
文
句
に
は
、

「
こ
ん
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
つ
く
る

と
３
カ
月
で
新
患
数
が
２
倍
に
増
え
る
」
と
か

「
こ
の
Ｄ
Ｍ
を
発
送
す
れ
ば
こ
ん
な
に
反
応
率

が
上
が
る
」
な
ど
、
新
規
患
者
数
さ
え
増
や
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
整
骨
院
の
経
営
が
万
全
に

な
る
と
い
っ
た
よ
う
な
殺
し
文
句
が
並
べ
て
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
患
者
さ
ん
を
集
め

る
こ
と
が
本
当
に
整
骨
院
経
営
に
と
っ
て
最
も

大
事
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

確
か
に
新
規
の
患
者
さ
ん
を
絶
え
ず
集
め
続

け
る
こ
と
は
整
骨
院
経
営
に
と
っ
て
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
と
く
に
開
業
し
た
ば
か
り
の

整
骨
院
は
そ
の
重
要
度
が
当
然
増
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
開
業
し
て
数
年
あ
る
い
は
十
数
年
経
っ

て
い
る
場
合
は
少
し
違
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
患
を
集
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
大
事
な
こ
と
で

す
が
「
そ
の
前
に
も
っ
と
大
切
な
こ
と
が
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
、
こ
の
と
こ
ろ
の
業
界

の
動
き
を
見
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
を
理
解
す
る

　

一
般
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
を
説
明
し
ま
し

ょ
う
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
際
は
不
特
定
多
数

の
い
る
市
場
か
ら
、
先
ず
見
込
み
客
を
抽
出
し

ま
す
。
そ
の
見
込
み
客
に
対
し
て
商
品
あ
る
い

は
有
料
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
し
、
次
に
継
続
し
て

購
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
を
し
、
さ
ら

に
他
の
顧
客
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
す
る
と
い
う
の
が
基
本
で
す
。
こ
れ
ら
の
流

れ
の
中
で
最
も
会
社
の
経
営
パ
ワ
ー
を
注
ぐ
こ

と
が
必
要
な
部
分
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
販
売
で
も
な
く
、
継
続
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
見
込
み
客
の
抽
出
で
す
。
高
い
家
賃
を

払
っ
て
で
も
駅
前
の
良
い
立
地
に
店
舗
を
構
え

る
の
は
見
込
み
客
の
抽
出
が
し
や
す
い
た
め
で

す
。
広
告
宣
伝
も
見
込
み
客
を
抽
出
す
る
た
め

で
す
。
Ｈ
Ｐ
は
店
舗
の
確
認
と
い
う
、
少
し
違

っ
た
役
目
も
あ
り
ま
す
が
、
見
込
み
客
の
抽
出

が
そ
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
し
、
高
い
費
用
を
払
っ
て
で
も
Ｓ
Ｅ
Ｏ
（
※

検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
の
ペ
ー
ジ
の
表
示

順
の
上
位
に
自
分
の
Ｈ
Ｐ
が
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
工
夫
す
る
こ
と
）
対
策
に
力
を
入
れ
る
の
も

そ
の
た
め
で
す
。
こ
の
よ
う
に
見
込
み
客
の
抽

出
は
大
き
な
人
的
、
経
済
的
負
担
を
治
療
院
に

与
え
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
大
き
な
負
担
を
覚
悟
で
一
時
的
に

新
規
患
者
を
た
く
さ
ん
集
め
て
も
、
継
続
し
て

通
院
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
ず
っ
と
大
き
な
経

営
パ
ワ
ー
を
注
ぎ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
の
で
、
経
営
効
率
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
「
新

規
の
患
者
さ
ん
は
増
え
た
け
ど
思
っ
た
よ
り
資

金
繰
り
が
よ
く
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
状
態
に

な
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

紹
介
が
多
い
と
経
営
効
率
が
上
が
る

　

本
当
の
意
味
で
儲
か
っ
て
い
る
治
療
院
と
い

う
の
は
紹
介
の
患
者
さ
ん
が
多
い
と
こ
ろ
だ
と

い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　

人
に
紹

介
し
て
も
ら
い
来
院
す
る
患
者
さ
ん
が
多
い
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
治
療
院
の
経
営
効
率
が
上

が
る
こ
と
に
通
じ
る
た
め
で
す
。
紹
介
さ
れ
た

患
者
さ
ん
と
い
う
の
は
、
見
込
み
客
の
抽
出
と

い
う
治
療
院
の
大
き
な
負
担
の
部
分
を
跳
び
越

え
て
、
最
初
か
ら
見
込
み
客
と
し
て
入
っ
て
く

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
経
費
を
全
く
か
け
な
い

の
に
新
し
い
顧
客
が
見
つ
か
る
の
と
一
緒
の
こ

と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
紹
介
患
者
が
多
い
治

療
院
ほ
ど
儲
か
る
と
い
う
こ
と
が
お
分
か
り
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

開
業
し
て
間
も
な
い
治
療
院
な
ら
仕
方
が
な

い
に
し
て
も
、
３
年
、
５
年
と
や
っ
て
い
て
他

院
よ
り
も
紹
介
患
者
が
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
「
ダ
メ
治
療
院
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
て
も
致
し
方
な
い
で
し
ょ
う
。
施
術
者
個
人

に
つ
い
て
言
え
ば
、
紹
介
を
多
く
も
ら
え
る
施

術
者
と
い
う
の
は
「
デ
キ
る
治
療
家
」
で
、
３

年
以
上
こ
の
業
界
に
携
わ
り
な
が
ら
、
全
く
紹

介
を
も
ら
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
「
ダ
メ
治
療

家
」
と
言
え
ま
す
。
自
分
は
ど
ん
な
に
「
治
療

の
名
人
だ
」
と
声
高
に
叫
ん
で
み
て
も
、
そ
う

か
ど
う
か
は
患
者
さ
ん
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
自
分
で
は
認
め
た
く
な
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
度
自
分
の
心
を

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
戻
し
て
客
観
的
に
見
つ
め
な

お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ケ
ツ
の
底
の
穴
を
ふ
さ
ぐ

　

治
療
院
の
業
績
を
上
げ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
継
続
し
て
患
者
さ
ん
に
通
院
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
治
療
院
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
継
続
し
て
施
術
す
る
と
い
う
名
の
有
料
サ

ー
ビ
ス
を
購
入
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
経
費
を
か

け
ず
に
次
の
顧
客
が
見
つ
か
る
の
と
同
じ
で
す

か
ら
、
業
績
は
当
然
上
が
り
ま
す
。
ま
ず
、
患

者
さ
ん
を
ど
う
や
っ
て
増
や
す
か
と
い
う
こ
と

戦
略
院
長
養
成
塾

第５回

木戸 明

め
ざ
せ
！ 

戦
略
院
長

新
規
患
者
と
継
続
患
者
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に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
前
に
、
脱
落
患
者
を
ど

う
や
っ
て
減
ら
す
か
と
い
う
こ
と
に
注
力
し
て

く
だ
さ
い
。
い
く
ら
水
道
の
蛇
口
か
ら
バ
ケ
ツ

に
水
を
注
い
で
も
、
そ
の
バ
ケ
ツ
の
底
に
穴
が

開
い
て
い
た
ら
水
は
決
し
て
増
え
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
バ
ケ
ツ
の
底
の
穴
を
ふ
さ
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
次
は
、
紹
介
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
努
力
や
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
患
者
さ
ん
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
た
め
の
努
力
や
工
夫
と
い

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
紹
介
を
す
る
人
が
「
得

を
す
る
」
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
も
ダ
メ
で
す
。

例
え
ば
自
費
治
療
で
、
「
お
友
達
、
お
知
り
合

い
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
○
○
円
割
引
し

ま
す
」
と
い
う
も
の
は
高
い
効
果
が
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
他
の
人
を
紹
介
す
る
場
合
、

そ
の
人
は
「
自
分
を
担
保
に
す
る
」
た
め
で

す
。
紹
介
す
る
人
は
、
他
の
人
を
紹
介
し
て
、

も
し
そ
の
人
が
そ
の
治
療
院
を
気
に
入
っ
て
く

れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
必
ず
考
え
ま

す
。
紹
介
し
た
人
に
「
い
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
が
聞
き
た
い

が
た
め
に
紹
介
を
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
他

の
人
を
紹
介
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
人
は
「
自
分
を
担
保
」
に
し
て
い
る
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
紹
介
す
る
人
が
得
を
す
る

仕
組
み
を
考
え
る
よ
り
、
紹
介
さ
れ
た
人
が
得

を
す
る
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
紹
介
に
は
、
紹
介

す
る
こ
と
で
治
療
院
側
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め

と
い
う
要
素
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
し

患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
場
合
、
紹
介

し
て
く
れ
た
人
に
治
療
院
側
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
す
ぐ
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
た
ら
継
続
し
て
通
院
し
て
も
ら
え
る

の
で
し
ょ
う
か
？　

以
前
に
も
こ
の
コ
ラ
ム
に

も
書
き
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
、
あ
る
い
は
感
動
し
て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ

ス
や
企
画
を
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
は
大
事
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
ま
ず
「
嫌
わ
れ
な
い

こ
と
」
が
大
切
で
す
。
院
内
の
清
潔
さ
や
ス
タ

ッ
フ
の
態
度
、
接
遇
、
言
葉
遣
い
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
患
者
さ
ん
が
「
不
便
」
「
面

倒
」
と
感
じ
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ど
う
か
、
治

療
院
内
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
徹
底
的

に
洗
い
出
し
、
修
正
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ど
ん
な
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
、
工

夫
し
て
も
、
好
か
れ
、
気
に
入
ら
れ
る
前
に
嫌

わ
れ
て
い
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
な
の
で
す
。

　

患
者
さ
ん
と
の「
心
の
距
離
」を
近
づ
け
る

　

新
し
い
患
者
さ
ん
と
い
う
の
は
、
そ
の
自
院

に
と
っ
て
新
し
い
患
者
で
あ
る
こ
と
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
自
院
に
と
っ
て
は
新
患
で
も
他
院
に
と

っ
て
の
脱
落
患
者
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
自

院
の
脱
落
客
は
他
院
に
と
っ
て
の
新
し
い
患
者

に
な
り
ま
す
。
こ
う
考
え
る
と
、
本
当
の
意
味

で
の
新
患
と
は
何
な
の
か
と
い
う
問
題
に
当
た

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
心
の
距
離
を
近
づ
け

て
「
接
近
戦
」
「
一
騎
打
ち
戦
」
と
い
う
感
謝

や
思
い
や
り
な
ど
、
と
て
も
ア
ナ
ロ
グ
な
能
力

が
必
要
と
な
る
「
弱
者
の
戦
略
」
を
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
上
げ
る
努
力
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
他
人
の
気
持
ち
を
「
察
す
る
」
こ
と
の
で

き
る
治
療
家
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
の
新
規
患
者
の
集
客

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
な

世
界
の
も
の
は
「
確
率
戦
」
「
間
隔
戦
」
と
い

っ
た
「
強
者
の
戦
略
」
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ

の
こ
と
を
念
頭
に
集
客
、
集
患
の
基
本
を
決
し

て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の

戦
略
能
力
を
磨
き
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を

上
手
く
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

ＦＤＭアジアンアソシエイション   会員募集
ＦＤＭアジアンアソシエイションは、ＦＤＭの普及促進、保護を目的とし設立された団体です。現在、アメ
リカ、ヨーロッパ、アフリカのＦＤＭ協会と国際連合を形成し活動しています。ＦＤＭとはオステオパシー
の最新技術です。既存の治療法の概念を大きく転換させる即効性が特徴で現在、世界中の医師、オステオパ
スに普及しています。

① ②

会員参加資格：国家資格保有者で当協会の規定を満たす方。
FDMアジアンアソシエイション　事務局　岩田宏平　  
書籍販売中　FDM第４版　定価 42,000 円　　　　　　　　　　
FAX：093-651-7793　E-mail：faa@fdm.cc　FDM公式ホームページ http//:www.fdm.cc 

効果の確認は臨床ビデオをご覧下さい。
www.youtube.com/user/tanakaorthopathic
（写真①松葉杖で来院、写真②施術後片足ジャンプ可能に！）

プロフィール
木戸　明（きど・あきら）
　治療院経営セミナー「木戸塾」主宰。(有)ウッドア
｢けやきの森整骨院グループ｣代表。鍼灸師・あん摩マ
ッサージ指圧師・柔道整復師。
　直営整骨院８院、リラクゼーション３店のほか、FC
で整骨院1院とリラクゼーション1店の合計13店舗を
運営。50余年この業界の変遷を見続け、治療技術の修
練に励むと同時に、治療院経営法の確立に邁進。治療
院経営を分析し、要点を明確に捉え、戦略を立ててい
く「木戸塾」は治療家から好評を得ている。
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回
答　

こ
ん
に
ち
は
Ｐ
Ｃ
Ｃ
代
表
の
花
谷
博
幸

　

で
す
。

　

最
近
こ
の
よ
う
な
質
問
が
多
く
届
き
ま
す
。
治
療

家
側
の
理
由
と
し
て
は
、
院
長
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
が
最
も
口
コ
ミ
の
紹
介
に
影
響
が
出
る
よ
う

で
す
。
や
る
気
の
低
下
や
燃
え
尽
き
症
候
群
だ
け
で

質問
最近、口コミによる紹介が

なぜか減ってきました。特

別何かを変えたわけでも

なく、別段悪くなった点が

増えたとも考えられませ

ん。口コミ紹介を元のよう

に増やすにはどうしたら

よいでしょうか？

（整体師 41 歳）

勝ち組治療院の
ツボＰ

Ｃ
Ｃ
主
宰  

花
谷
博
幸

３
つ
の
感
情
移
入
を

感
じ
て
も
ら
え
る
治
療

院
の
ス
タ
イ
ル
を
作
る

勝ち組
へのツボ は

な
く
、
意
識
が
患
者
さ
ん
で
は
な
く
他
の
こ
と
に

向
い
て
い
た
り
し
て
も
同
じ
結
果
と
な
り
ま
す
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、
過
去
の
カ
ル
テ
を
ペ
ラ
ペ
ラ

め
く
っ
て
「
あ
の
患
者
さ
ん
ど
う
し
て
い
る
か
な
？
」

な
ん
て
考
え
て
い
る
と
患
者
さ
ん
の
来
院
数
も
自
然

と
増
え
る
も
の
で
す
。

　

本
来
、
口
コ
ミ
は
お
店
側
で
自
由
に
操
作
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
コ
ミ
と
は
お
客
さ
ん
側
が
「
口
コ
ミ
し
て
あ
げ

よ
う
」「
口
コ
ミ
し
よ
う
」「
口
コ
ミ
し
た
い
」
と
思

う
気
持
ち
か
ら
発
生
す
る
も
の
な
の
で
、
治
療
院
が
、

た
だ
漫
然
と
工
場
の
作
業
の
画
一
化
し
た
よ
う
な
治

療
を
し
て
い
て
も
「
口
コ
ミ
す
る
」
と
い
う
気
持
ち

に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
治
療
院
側

が
口
コ
ミ
を
増
や
そ
う
と
す
る
な
ら
患
者
さ
ん
に
そ

の
モ
ー
ド
に
な
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
業
務
と
し
て
の
治
療
と
親
切
で
丁
寧

な
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
患
者
さ
ん
に
特
別
な
３
つ
の
感

情
を
移
入
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
損
得
だ
け
を
考

え
た
口
コ
ミ
を
し
な
い
人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

１
つ
目
は
「
特
別
感
」
で
す
。
特
別
感
に
は
、「
特

別
待
遇
」「
特
別
な
知
り
合
い
」「
特
別
情
報
」「
特
別

穴
場
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
感
情
を
相
手
に
注
入
で
き
る
か
ど
う
か
は
、〝
画
一

的
な
〟
サ
ー
ビ
ス
対
応
で
は
な
く
、〝
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
的
な
〟
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
的
な
対
応
に
よ
り
特
別
感
を
感
じ
ら
れ

れ
ば
口
コ
ミ
は
ウ
ン
チ
ク
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

　

こ
の
対
応
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
の
は
、
人
の

心
に
は
表
の
心
理
と
裏
の
心
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
治
療
家
に
は

理
解
さ
れ
ま
せ
ん
が
、「
痛
み
を
取
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
患
者
さ
ん
の
訴
え
は
表
の
心
理
で
、
最
初

は
こ
の
表
の
心
理
を
き
っ
か
け
に
来
院
し
ま

す
。
で
す
が
、
実
は
患
者
さ
ん
自
身
で
す
ら

自
覚
し
て
い
な
い
「
人
と
触
れ
合
い
た
い
」

「
自
分
の
存
在
を
認
め
て
ほ
し
い
」「
人
間
関

係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」「
寂
し
さ
を
埋
め

た
い
」
な
ど
と
い
う
裏
の
心
理
が
疾
患
の
中
に
隠
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
根
底
に
は
、「
怒
り
、
不

安
、
悲
し
み
、
苦
し
み
」
な
ど
の
感
情
が
存
在
し
ま

す
。
こ
の
感
情
、
心
理
が
理
解
さ
れ
満
た
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
先
生
に
対
し
て
特
別
感
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
、
痛
み
が
治
っ
た
後
も
通
い
続
け
Ｖ
Ｉ
Ｐ
患

者
・
口
コ
ミ
を
す
る
人
に
な
る
こ
と
が
非
常
に
よ
く

あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
「
信
頼
感
」。「
こ
の
お
店
は
私
の
信
頼

に
応
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」
で
す
。
た
と
え
ば
、

人
は
紹
介
す
る
際
に
「
大
切
な
家
族
、
友
人
に
紹
介

し
た
い
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
接
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
？　

嫌
味
な
態
度
や
ぞ
ん
ざ
い
な
扱
い
を
さ
れ
な

い
だ
ろ
う
か
？　

そ
し
て
本
当
に
家
族
、
友
人
は
喜

ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
ろ
い
ろ
心
配
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
心
配
を
払
拭
す
る
の
が
信
頼
感
で

あ
り
、
お
客
さ
ん
が
そ
の
お
店
で
何
を
感
じ
た
か
と

い
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
こ
の
治
療
院
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
な
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
で
す
。

ち
な
み
に
信
頼
の
レ
ベ
ル
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
大

切
な
人
は
紹
介
で
き
な
い
け
ど
、
知
り
合
い
程
度
な

ら
紹
介
し
て
も
良
い
か
と
い
っ
た
判
断
な
ど
い
く
つ

か
の
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
好
印
象
」
で
す
。
お
客
さ
ん
は
嫌
い

な
人
か
ら
物
を
購
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
に
商
品
が
優
れ
て
い
て
も
、
生
理
的
な
嫌
悪
や

相
手
の
こ
と
を
嫌
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
そ

の
お
店
を
リ
ピ
ー
ト
し
た
り
他
人
に
紹
介
し
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
っ
て
い
て
も
、
ニ
コ
リ
と
も

し
な
い
店
主
か
ら
物
を
買
う
人
は

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
〝
あ
な
た
は
玄
人
ぶ
っ
て
渋
い

顔
を
し
て
い
る
美
容
師
さ
ん
を

再
び
指
名
し
ま
す
か
？
〟

　

口
コ
ミ
は
店
外
で
起
こ
り
ま
す
。

お
客
さ
ん
が
お
店
か
ら
出
た
と
き

に
ど
ん
な
印
象
を
持
っ
た
か
で
、口

コ
ミ
発
生
率
は
変
わ
り
ま
す
。店
内

満
足
だ
け
で
は
口
コ
ミ
は
発
生
し

ま
せ
ん
。店
外
で
ど
ん
な
気
持
ち
で

い
ら
れ
る
か
と
い
う
店
外
満
足
ま

で
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

す
る
と
、も
う
一
歩
先
の
す
べ
き
こ

と
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

花谷博幸（はなたに・ひろゆき）
ＰＣＣ主宰　http://e-pcc.jp

柔整師募集中（新卒も可）
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健
康
管
理
士
の
資
格
を
生
か
し

患
者
の
日
常
生
活
も
サ
ポ
ー
ト

は
ま
整
骨
院
院
長
　
濱
勝
彦
氏

　

東
武
野
田
線
馬
込
沢
駅（
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
）

よ
り
徒
歩
２
分
の
住
宅
街
に
位
置
す
る
「
は
ま

整
骨
院
」。
院
長
の
濱
勝
彦
氏
は
、
手
技
療
法

に
加
え
て
レ
ー
ザ
ー
治
療
器
な
ど
も
利
用
し
て

患
者
に
最
適
な
治
療
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

健
康
管
理
士
の
資
格
を
生
か
し
高
齢
者
な
ど
を

中
心
に
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
管
理
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
さ
ら
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

に
よ
る
運
動
指
導
な
ど
で
地
域
貢
献
も
し
て
い

る
。

　

近
赤
外
線
治
療
機
器
を
使
用
し
自
由
診
療

　

は
ま
整
骨
院

は
、
濱
院
長
一

人
が
施
術
に
あ

た
る
。
平
日
は

朝
８
時
～
夜
８

時
ま
で
（
土
曜

日
は
午
後
２
時

ま
で
）
１
日
30

人
ほ
ど
の
来
院

者
を
治
療
し
て

い
る
。
木
曜
日
（
午
後
３
～
８
時
ま
で
）
は
完

全
予
約
制
で
自
費
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
自
費

診
療
料
金
は
、
30
分
間
で
３
１
５
０
円
だ
。

　

通
常
は
保
険
治
療
で
、
手
技
療
法
と
電
気
療

法
な
ど
に
加
え
て
、
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ザ
ー
と
い

う
直
線
偏
光
近
赤
外
線
治
療
機
器
を
使
っ
た
治

療
も
行
う
。「
近
赤
外
線
」と
い
う
特
殊
な
光
を

ス
ポ
ッ
ト
状
に
照
射
す
る
こ
と
で
体
の
奥
ま
で

温
め
ら
れ
る
。

　

医
療
現
場
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
の

物
理
療
法
機
器
は
、
最
も
重
要
な
神
経
の
集
ま

っ
て
い
る
所
に
光
を
あ
て
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で

緊
張
し
て
い
る
神
経
を
正
常
な
状
態
に
戻
し
た

り
、
血
行
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

頸
椎
症
、
五
十
肩
、
肩
こ
り
、
顎
関
節
症
、
神

経
痛
、
更
年
期
障
害
、
筋
緊
張
症
頭
痛
、
テ
ニ

ス
肘
、
自
律
神
経
失
調
症
、
上
肢
血
行
障
害
な

ど
に
効
果
を
発
揮

す
る
と
い
う
。

　
「
筋
挫
傷（
肉
ば

な
れ
）、
捻
挫
と

か
寝
違
え
な
ど
ほ

と
ん
ど
に
使
え
る

治
療
器
で
す
。
こ

れ
を
使
っ
た
治
療

を
メ
イ
ン
に
し
て

い
ま
す
。
手
技
療

法
と
組
み
合
わ
せ

て
、
交
互
に
そ
の

患
者
さ
ん
に
合
っ

た
治
療
法
で
や
っ

て
い
ま
す
」。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
空
手
を
や
っ
て
い
た
濱

氏
は
、
け
が
を
す
る
と
よ
く
接
骨
院
に
通
院
し

た
。
大
学
卒
業
後
、
会
社
に
勤
務
す
る
よ
り
も

自
分
で
何
か
を
す
る
ほ
う
が
向
い
て
い
る
と
思

っ
た
。「
空
手
部
の
先
輩
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

先
生
に
弟
子
入
り
し
て
、
そ
れ
か
ら
専
門
学
校

を
卒
業
。
そ
の
先
生
の
と
こ
ろ
で
分
院
を
任
さ

れ
６
年
目
に
独
立
。
分
院
を
現
在
の
整
骨
院
と

し
て
開
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
で
10
年
に

な
り
ま
す
」。

　

健
康
相
談
で
リ
ピ
ー
タ
ー
増

　

開
業
後
10
年
の
節
目
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
見
据
え
て
治
療
に
役
立
ち
患
者
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、
と
考

え
た
結
果
「
健
康
管
理
士
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
成
人
病
予
防
協
会
の
認
定
資
格
）
の

こ
と
が
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
で
載
っ
て
い
た

の
で
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
濱
院
長
は
言

う
。
健
康
管
理
士
と
は
、
看
護
師
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
、
栄
養
士
な
ど
の
医
療
・
福
祉
分
野
は

も
と
よ
り
、
製
薬
会
社
や
生
命
保
険
会
社
、
食

品
・
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
、
健
康
関
連
企
業
な
ど

で
、
ス
タ
ッ
フ
・
社
員
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

人
材
の
知
識
向
上
や
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
情
報
提
供
に
も
役
立
つ
と
注
目
の
資

格
（
本
誌
第
28
号
参
照
）。

　

約
４
カ
月
間
、
仕
事
を
し
な
が
ら
通
信
教
育

で
学
び
、
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
の
認
定
を

受
け
た
。
以
前
は
施
術
中
、
患
者
と
の
会
話
は

世
間
話
が
多
か
っ
た
が
、
今
で
は
健
康
に
関
す

る
相
談
が
増
え
て
、
腰
痛
や
肩
こ
り
、
膝
痛
な

ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
注
意
点
な
ど
を
指
導

し
た
り
と
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
待
合
室
に
日
本
成

人
病
予
防
協
会
が
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
自

院
の
患
者
に
役
立
ち
そ
う
な
情
報
を
抜
粋
し
た

健
康
情
報
を
定
期
的
に
発
信
し
て
い
る
。

　
「
食
事
の
面
だ
と
か
、か
な
り
守
備
範
囲
が
広

高
齢
者
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
指
導
も

ひーりんぐ37.indd   38 2012/10/16   15:35:43



39 Healing Magazine
No.37  2012  Autumn

い
の
で
、
そ
の
部
分
で
は
か
な
り
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。
医
療
の
最
新
情
報
、
東
日
本
大
震
災

の
放
射
能
の
知
識
ま
で
、
丁
寧
に
書
い
て
あ
る

の
で
参
考
に
な
り
ま
す
。
な
か
な
か
柔
整
師
で

は
勉
強
で
き
な
い
情
報
が
満
載
で
す
」

　

最
近
、
患
者
か
ら
聞
か
れ
る
健
康
相
談
は
、

病
気
の
こ
と
や
薬
の
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
健
康
管
理
士
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
が
「
詳
細
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
言
え
る
。
こ
れ
だ
け
で
患

者
か
ら
の
信
頼
度
は
増
す
。

　

高
齢
者
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
指
導

　

は
ま
整
骨
院
周
辺
は
坂
道
が
多
く
、
住
民
に

は
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
地
域
特
性

に
気
づ
い
た
濱
院
長
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
ク
の
普
及
・
啓
発
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
は
、２
本
の
ポ
ー
ル（
ス

ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て
歩
行

運
動
を
補
助
し
、
運
動
効

果
を
よ
り
増
強
す
る
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

の
一
種
で
、
も
と
も
と
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
ト

成功への道

　

東
京
・
千
葉
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
全
国
50
カ
所
以
上
に
鍼
灸
整
骨

院
、
整
体
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
―
Ｃ
Ｐ
Ｔ
）
・
整

体
師
・
ボ
デ
ィ
ケ
ア
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
、
体
操
教
室
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る

株
式
会
社
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
山
本
利
幸
社
長

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
数
多
く
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
始
ま
っ
た
。
比
較
的
緩
や

か
な
山
野
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

運
動
を
主
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
使
用
す
る
ポ

ー
ル
に
は
下
肢
へ
の
負
担
を
減
ら
す
役
割
が
あ

り
、
北
欧
で
は
老
若
男
女
誰
で
も
親
し
ま
れ
、

非
常
に
効
率
の
よ
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て
い

る
85
歳
の
人
が
い
る
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
元

気
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
方
が
増
え
て
い
け
ば

と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
歩
け
な
い
と

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
歩
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
」

　

今
の
濱
院
長
は
「
店
舗
を
増
や
し
て
年
商
○

億
円
を
目
指
す
」
な
ど
の
大
き
な
野
望
は
特
段

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
言
う
。
そ
ん
な
こ
と

よ
り
、「
こ
の
地
域
で
〝
格
好
良
く
歩
く
高
齢

者
〟
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
気
な
町
に

し
た
い
」
の
だ
と
言
う
。

を
し
て
い
る
事
で
知

ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
ポ

ー
ツ
に
対
応
で
き
る

技
術
力
が
評
価
さ
れ
、

「
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
」
か
ら
女
子
体
操

の
強
化
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
同
氏

は
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
の
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
同
行
し
、
女
子
体
操
団
体
で
世

常
に
治
療
家
の
立
場
か
ら
考
案
す
る

手
技
・
治
療
法
・
健
康
グ
ッ
ズ
が
大
ヒ
ッ
ト

株
式
会
社
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
代
表
取
締
役
社
長
　
山
本
利
幸
氏

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
体
操
選
手
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
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界
５
位
へ
と
導
き
、
今
夏
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
も
同
社
ス
タ
ッ
フ
を
帯
同
さ
せ
た
。

30
年
に
わ
た
る
治
療
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を

従
業
員
に
教
え
、
ま
た
様
々
な
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
や
、
治
療
の
技
術
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
独
自

の
治
療
法
、
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
を
大
ヒ
ッ
ト
さ

せ
、
近
年
売
上
が
取
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

治
療
院
に
お
い
て
躍
進
し
て
い
る
。

　

商
業
施
設
出
店
の
成
功
は
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保

　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
は
、
主
に
大
手

商
業
施
設
内
に
出
店
し
て
い
る
。

　

進
出
の
第
１
号
店
は
、
「
20
年
ほ
ど
前
、
千

葉
パ
ル
コ
の
８
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
の
倉
庫
の

よ
う
な
場
所
に
、
ベ
ッ
ド
を
４
台
置
い
て
開
店

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
き
な
り
１
カ
月
３

０
０
万
円
く
ら
い
の
売
り
上
げ
を
達
成
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
次
の

月
に
は
津
田
沼
パ
ル
コ

に
入
れ
て
く
れ
た
ん
で

す
。
そ
こ
も
ト
イ
レ
の

前
の
３
坪
し
か
な
く
、

ベ
ッ
ド
１
台
と
チ
ェ
ア

２
台
し
か
置
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
そ
こ

も
お
客
さ
ん
が
ひ
っ
き

り
な
し
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
次
に
は
東

京
都
西
東
京
市
の
ひ
ば

り
が
丘
パ
ル
コ
で
の
出

店
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
な
る
と
髙
島
屋
や
そ
ご
う
か
ら
も
出

店
依
頼
が
来
ま
し
た
」
。

　

一
度
成
功
す
る
と
そ
の
情
報
が
飛
び
交
い
、

以
後
ジ
ャ
ス
コ
（
現
イ
オ
ン
）
、
新
宿
・
小
田

急
百
貨
店
な
ど
次
々
と
出
店
し
全
国
展
開
を
し

て
い
っ
た
。
「
施
術
す
る
側
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
の
は　

①
技
術　

②
知
識　

③
接
客　

こ
れ
さ
え
揃
っ
て
い
た
ら
、
あ
と
は
場
所
で

す
」
。
商
業
施
設
自
体
の
集
客
力
も
違
う
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
成
功
、

失
敗
の
分
か
れ
道
だ
。

　

同
社
で
は
、
入
社
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て

最
初
の
３
カ
月
間
は
毎
日
が
研
修
漬
け
で
あ

る
。
鍼
灸
な
ら
毎
日
同
じ
よ
う
に
鍼
を
打
ち
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ら
毎
日
お
互
い
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
、
基
礎
を
徹
底
的
に
習
得
さ
せ
る
。
研
修
が

終
わ
る
ま
で
土
・
日
曜
日
は
店
舗
の
受
付
を
さ

せ
て
、
店
舗
の
雰
囲
気
を
全
部
見
さ
せ
る
。
そ

の
対
応
を
見
極
め
て
適
正
な
部
署
に
配
属
す

る
。

　

一
般
的
に
、
よ
い
評
判
は
じ
っ
く
り
と
浸
透

し
て
い
く
が
、
悪
い
噂
は
す
ぐ
に
広
ま
る
。

「
お
客
さ
ま
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
初
期
の
対
応
が

非
常
に
大
切
で
す
。
迅
速
に
動
け
る
よ
う
に
エ

リ
ア
を
決
め
て
グ
ル
ー
プ
で
対
応
す
る
な
ど
、

組
織
的
な
取
り
組
み
に
重
点
を
置
い
て
運
営
し

て
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
多
種
多
様
の
業
態

を
維
持
管
理
で
き
な
い
。
開
店
し
て
半
年
間
は

私
の
責
任
で
す
が
、
半
年
過
ぎ
た
ら
運
営
者
た

ち
の
責
任
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
自
分
が
お

金
を
借
り
て
返
済
す
る
よ
う
に
や
っ
て
い
く
よ

う
に
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
面
談
を
し
て
、
だ
い

た
い
の
数
字
を
把
握
さ
せ
て
店
長
を
選
ぶ
ん
で

す
。
そ
う
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
運
営
を
展
開

す
る
ん
で
す
」
。

　

安
全
な
吸
角
／
カ
ッ
ピ
ン
グ
療
法
を
考
案

　

柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の

資
格
を
持
つ
山
本
氏
は
昭
和
28
（
１
９
５
３
）

年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。

　

昔
か
ら
少
林
寺
拳
法
を
し
て
お
り
、
そ
の
関

係
で
整
体
法
も
勉
強
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て

も
就
職
難
だ
っ
た
当
時
、
知
人
の
柔
整
師
の
勧

め
も
あ
り
柔
整
師
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
し

か
し
当
時
は
柔
整
専
門
学
校
の
門
戸
は
狭
く
な

か
な
か
入
学
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
ず
鍼

灸
の
専
門
校
に
入
学
し
卒
業
後
、
鍼
灸
学
校
の

先
生
の
紹
介
で
柔
整
学
校
に
入
学
し
た
。

　

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
、
32
歳
の
時
に
山

本
鍼
灸
整
骨
院
を
千
葉
県
成
田
市
で
３
件
目
の

整
骨
院
と
し
て
開
業
し
た
。

　

平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に
は
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
前
身
で
あ
る
株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
ヤ

マ
モ
ト
を
設
立
し
サ
ロ
ン
や
整
骨
院
の
全
国
展

開
を
始
め
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
自
身
が
修
行

す
る
少
林
寺
拳
法
の
術
理
を
取
り
入
れ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
た
り
も
し
た
。

　

現
在
の
整
骨
院
で
は
「
吸
角
／
カ
ッ
ピ
ン
グ

療
法
」
を
行
っ
て
い
る
。
吸
角
と
は
古
代
よ
り

古
代
中
国
、
ギ
リ
シ
ャ
で
行
わ
れ
て
き
た
治
療

法
で
、
ツ
ボ
に
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
を
吸
着
さ
せ
、
中
を
真
空
状
態
に
し
て
皮

膚
を
吸
引
す
る
も
の
で
、
血
行
を
促
進
さ
せ
汚

れ
た
血
液
を
浄
化
、
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
て

筋
肉
の
こ
り
を
緩
和
す
る
。
鍼
や
灸
と
同
じ
よ

う
な
効
果
も
あ
る
。
従
来
の
よ
う
に
ポ
ン
プ
や

火
を
使
わ
な
い
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
吸
角

君
」
を
山
本
氏
が
考
案
し
安
全
・
安
心
な
療
法

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
他
に
着
け
た
ま
ま

で
骨
盤
調
整
の
で
き
る
独
自
の
ふ
た
股
構
造
の

山
本
式
骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
ベ
ル
ト
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
骨

盤
！
」
な
ど
治
療
家
と
し
て
の
技
術
を
通
し
て

健
康
グ
ッ
ズ
を
考
案
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
整
骨
院
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
、
体

操
教
室
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
50
施
設
を
超
え
、

ス
タ
ッ
フ
数
は
総
勢
４
０
０
人
ほ
ど
に
な
る
。

グ
ル
ー
プ
の
売
り
上
げ
は
年
間
で
約
16
億
円
に

達
す
る
。

 

「
子
ど
も
の
施
設
や
お
年
寄
り
の
施
設
は
、
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
感
覚
で
捉
え
て
い
ま

す
。
た
だ
、
経
費
分
く
ら
い
の
利
益
は
あ
げ
な

い
と
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
ト
レ
ー
ナ
ー
業
だ

け
で
生
計
を
立
て
て
い
く
の
は
難
し
い
の
は
当

た
り
前
で
す
。
た
だ
、
そ
こ
で
知
り
得
た
知
識

や
経
験
な
ど
は
自
分
の
治
療
に
生
き
て
く
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
に
よ
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
方
法

が
違
う
こ
と
な
ど
は
経
験
し
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
ら
な
い
。
お
金
に
な
ら
な
く
て
も
ス
タ
ッ
フ

を
色
々
な
国
際
大
会
に
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
た

り
す
れ
ば
、
張
り
合
い
に
も
な
り
ま
す
」
。

　

長
年
の
実
績
・
ノ
ウ
ハ
ウ
学
べ
る
直
営
ス
ク
ー
ル

　

組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
人
材
の
育

成
が
重
視
さ
れ
る
。

　

10
年
ほ
ど
前
よ
り
業
界
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
メ
デ
ィ
カ
ル
＆
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

実
力
の
あ
る
講
師
陣
と
、
充
実
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
整

体
、
ネ
イ
ル
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
、
即
戦
力
を
養
成
す
る
。

　

同
社
が
提
唱
す
る
「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
」
と
は
、
人
間
が
持
つ
、
自
然
治
癒
力
を
引

き
出
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
高
め
る
事
を
目

的
と
し
て
い
る
。
自
分
で
ス
ト
レ
ッ
チ
で
き
る

無
理
の
な
い
動
き
か
ら
、
施
術
者
が
少
し
ず
つ

関
節
の
可
動
範
囲
を
広
げ
て
筋
肉
を
伸
張
さ
せ

る
の
で
、
筋
肉
や
関
節
に
無
理
な
負
担
を
か
け

な
い
手
技
だ
と
い
い
、
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。

　

山
本
氏
が
考
案
し
た
「
セ
ン
タ
ー
バ
ラ
ン
ス

療
法
」
は
、
身
体
の
中
心
、
へ
そ
の
下
に
あ
る

丹
田
を
中
心
に
前
後
・
左
右
・
上
下
に
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
し
、
歪
み
に
よ
る
身
体
の
不
調
を
取

は
、
そ
の
看
板
を
出
し
さ
え
す
れ
ば
ひ
っ
き
り

な
し
に
お
客
さ
ん
が
来
て
い
ま
し
た
。
私
も
数

店
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ブ
ー
ム
が
終
わ
っ

て
そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
施
術
者
の
技
術
の

違
い
や
経
営
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
に
対
す
る

取
り
組
む
必
死
さ
に
違
い
な
ど
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
常
に
ス
タ

ッ
フ
に
そ
の
必
死
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

を
中
心
に
教
え
て
い
ま
す
。
技
術
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
定
期
的
に
欠
か
さ
ず
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
た
り
、
利

益
が
出
れ
ば
社
員
に
も
還
元
し
、
温
泉
や
海
外

旅
行
に
も
連
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
」
。

 

「
私
た
ち
は
単
に
『
１
店
舗
駄
目
だ
っ
た
』

か
ら
他
で
取
り
返
せ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
働
い
て
い

た
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
生
活
が
成
り
立
た
な

い
か
ら
で
す
」
と
い
う
。
３
カ
月
で
利
益
に
転

じ
な
け
れ
ば
早
々
に
撤
退
も
考
え
る
の
だ
と
い

う
。

 

「
苦
し
い
か
ら
と
い
っ
て
（
整
骨
院
が
）
不

正
請
求
な
ど
を
し
て
し
ま
う
と
、
大
き
な
組
織

だ
と
内
部
告
発
な
ど
さ
れ
て
す
ぐ
に
潰
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
社
会
に
与
え
る
影
響
も

大
き
い
。
本
当
に
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
こ
れ
以
上
店

舗
を
広
げ
る
つ
も
り
は
な
い
ん
で
す
。
働
い
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
出
店

は
し
ま
す
け
ど
、
厳
選
し
て
出
店
し
ま
す
」

成功への道
　

こ
の
特
集
で
は「
成
功
し
た
」「
成
功
す
る
た
め
に
奮
闘
中
」さ
ら
に
は「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
失
敗
し
た
」な
ど
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
そ
の
手
法
や
経
緯
、人
物
像
な
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
企

画
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
ウ
チ
の
ほ
う
が
す
ご
い
」「
あ
ん
な
す
ご
い
人
を
知
っ
て
い
る
」愛
読
者
様
ご
自
身
ま
た
は
知
人
の
先
生
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
︲

５
２
９
６
︲
９
０
６
１　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
︲
５
２
９
６
︲
９
０
５
６
）

り
戻
す
も
の
だ
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
は
、
グ
ル
ー

プ
店
舗
へ
の
就
職
の
他
、
鍼
灸
・
整
骨
院
・
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
へ
就
職
で
き
る
。

　

ブ
ー
ム
に
左
右
さ
れ
な
い
院
づ
く
り

　

「
十
数
年
前
の
〝
足
つ
ぼ
ブ
ー
ム
〟
の
と
き 東京・松坂屋銀座店に出店しているリラクゼサロン
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ＮＰＯ法人日本手技療法協会
佐藤吉隆

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
平
成
20
（
２
０
０

８
）
年
に
創
設
さ
れ
て
今
年
で
５
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
制
度
の
廃
止
を
民
主
党
は
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
７
月
に
野
田
佳
彦
首
相

は
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
案

（
消
費
増
税
法
案
）
が
成
立
し
た
場
合
は
「
今

国
会
へ
の
法
案
提
出
を
見
送
る
」
と
表
明
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
制
度
の
廃
止
を
事
実
上
断
念
す

る
も
の
と
さ
れ
、
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
議
論
と
な
る
こ
と
か

ら
、
当
面
、
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

安
定
的
に
続
く
も
の
と
判
断
し
て
よ
さ
そ
う
で

す
。

　

さ
て
こ
の
５
年
間
、
各
都
道
府
県
の
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
は
療
養
費
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
臨
ん
で
き
た
の
で
し
よ
う
か
。
そ
の
一

端
が
、
平
成
24
年
７
月
20
日
付
の
国
保
新
聞
に

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
療
養

費
不
正
請
求
対
策
の
取
り
組
み
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
記
事
を
紹
介
し
な
が

ら
保
険
者
に
よ
る
不
正
請
求
の
対
策
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
す
。

　
療
養
費
全
国
３
位
、

あ
マ
指
施
術
回
数
１
位

　　

和
歌
山
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
は
14
万
４
５
０
４
人
で
、
全
国
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
約
１
％
に
あ
た
り
ま

す
。
県
の
広
域
連
合
事
務
局
は
総
務
課
と
業
務

課
の
２
課
体
制
で
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
職
員
15
人
の
ほ
か
に
臨
時
・
嘱
託

職
員
な
ど
含
め
21
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
県
の

後
期
高
齢
者
医
療
費
は
平
成
23
年
度
が
１
２
８

４
億
円
で
全
国
（
13
兆
１
８
８
４
億
円
）
の
約

１
％
、
１
人
あ
た
り
医
療
費
は
88
・
９
万
円
で

全
国
平
均
（
90
・
８
万
円
）
を
下
回
っ
て
い
ま

し
た
。

　

１
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
全
国
平
均
を
下
回

る
一
方
で
、
療
養
費
は
全
国
的
に
み
て
高
い
傾

向
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
平
成
21
年
度
の
療

養
費
は
１
人
あ
た
り

１
万
７
３
６
４
円
で

全
国
３
位
で
し
た
。

ち
な
み
に
１
位
は
大

阪
府
、
２
位
は
東
京

都
で
す
。
療
養
費
の

内
訳
を
み
る
と
鍼
灸

が
全
国
２
位
で
、
柔

道
整
復
（
柔
整
）
は

３
位
、
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
（
あ
マ

指
）
は
12
位
、
鍼
灸

と
柔
整
療
養
費
の
比

率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

鍼
灸
、
あ
マ
指
で

特
徴
的
な
こ
と
は
、

治
療
回
数
が
際
立

っ
て
多
い
こ
と
で
し

た
。
厚
生
労
働
省
の

ま
と
め
で
は
、
１
カ

月
に
16
回
以
上
の
頻

回
施
術
の
割
合
（
平

成
22
、
23
年
度
平
均
）

は
、
鍼
灸
が
全
国
平

均
10
・
６
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
和
歌
山
県
は

16
％
と
大
阪
府
に
次
い
で
２
位
、
あ
マ
指
は
23

・
７
％
で
全
国
ト
ッ
プ
に
位
置
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
当
然
、
往
療
回
数
の
割
合
も
同
様
に
１

カ
月
16
回
以
上
と
鍼
灸
が
６
・
０
％
（
全
国
平

均
１
・
２
％
）、
あ
マ
指
は
15
・
０
％
（
同
６
・

３
％
）
と
い
ず
れ
も
全
国
で
ト
ッ
プ
の
高
さ
だ

鍼灸・あん摩マッサージ指圧療養費
５年間で１.５億円を返還請求

～和歌山県後期高齢者医療広域連合～
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っ
た
と
い
い
ま
す
。
県
広
域
連
合
は
「
県
の
人

口
か
ら
す
る
と
多
い
」と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
、

さ
ら
に
県
内
で
往
療
料
を
水
増
し
が
多
発
し
て

い
る
と
の
こ
と
か
ら
対
策
に
乗
り
出
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

加
入
者
の
通
報
で
不
正
発
覚

　

対
策
の
き
っ
か
け
は
、
後
期
高
齢
者
制
度
が

発
足
し
た
平
成
20
年
の
夏
、
和
歌
山
県
広
域
連

合
事
務
局
に
施
術
所
の
元
ス
タ
ッ
フ
か
ら
一
本

の
電
話
が
入
っ
た
こ
と
で
し
た
。
内
容
は
「
往

療
料
の
距
離
の
水
増
し
請
求
を
し
て
い
た
の
で

責
任
者
と
話
を
し
た
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

こ
の
内
部
告
発
を
受
け
県
広
域
連
合
は
、
こ

の
施
術
所
の
鍼
灸
、
あ
マ
指
の
「
往
療
料
」
の

記
載
内
容
を
全
数
調
査
し
て
、
記
載
の
距
離
と

実
測
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
水
増
し
の
事
実
が
多

数
確
認
さ
れ
、
不
正
請
求
額
１
２
０
３
万
円
を

全
額
返
還
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
１
件
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
加
入
者

か
ら
の
通
報
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
加
入
者
か
ら
の
連
絡
の
き
っ
か
け
は
医
療

費
通
知
で
す
。
老
人
保
健
制
度
の
と
き
は
加
入

者
に
医
療
通
知
で
療
養
費
の
内
を
知
ら
せ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

導
入
に
合
わ
せ
て
医
療
通
知
発
行
シ
ス
テ
ム
の

機
能
と
し
て
療
養
費
も
追
加
し
て
い
た
か
ら
で

す
。

　

こ
の
た
め
加
入
者
や
そ
の
家
族
か
ら
「
往
療

治
療
を
受
け
た
日
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
付
け
て
い

る
が
お
か
し
い
」
「
身
に
覚
え
が
な
い
」
と
い

っ
た
情
報
が
入
り
始
め
、
昨
年
の
６
月
に
は
県

の
担
当
者
を
通
じ
て
「
こ
れ
ま
で
鍼
灸
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
に
同
意
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
い

う
医
師
ま
で
現
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
医
師
の
コ
メ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
県
広

域
連
合
は
、
医
師
が
指
摘
の
施
術
所
の
支
給
申

請
書
や
同
意
書
等
を
改
め
て
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
同
意
書
の
虚
偽
記
載
や
温
罨
法
等
の

器
具
使
用
料
の
架
空
加
算
な
ど
実
に
１
億
１
３

３
３
万
円
の
不
正
請
求
の
事
実
が
判
明
、
施
術

所
も
認
め
た
こ
と
か
ら
、
広
域
連
合
は
記
者
会

見
を
開
き
代
理
受
領
を
５
年
間
中
止
す
る
対
応

を
と
り
ま
し
た
。

捜
査
の
プ
ロ
が
対
策
班
に
指
南

　

現
在
の
業
務
課
長
は
、
県
内
の
町
か
ら
派
遣

さ
れ
広
域
連
合
に
赴
任
し
て
２
カ
月
後
の
平
成

23
年
６
月
に
「
療
養
費
適
正
化
特
別
対
策
班
」

を
業
務
課
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
前
年
、
医
療
費
通
知
を
見
た
家
族
の
情

報
提
供
で
施
術
回
数
の
水
増
し
事
件
が
発
覚
し

て
お
り
、
施
術
者
も
６
０
０
万
円
の
返
還
に
応

じ
平
成
23
年
３
月
末
で
完
済
さ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
期
日
を
過
ぎ
て
も
一
向
に
返
還
さ
れ

ず
、
課
長
は
着
任
早
々
に
こ
の
返
還
交
渉
に
あ

た
り
ま
す
が
、
「
本
当
に
返
還
す
る
意
思
が
あ

る
の
か
、
施
術
師
側
の
態
度
に
疑
念
を
抱
き
始

め
た
」
こ
と
が
設
置
理
由
の
一
つ
だ
と
い
い
ま

す
。

　

ま
た
、
疑
わ
し
い
請
求
が
あ
が
っ
て
く
る
な

か
で
広
域
連
合
内
で
の
対
応
の
あ
り
方
が
議
論

さ
れ
、
本
腰
を
入
れ
た
給
付
の
適
正
化
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
、
県
広
域
連
合
の
姿
勢
を
明
確

に
意
思
表
示
す
る
た
め
に
、
こ
の
「
療
養
費
適

正
化
特
別
対
策
班
」
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

適
正
化
特
別
対
策
班
の
主
な
業
務
は
①
療
養

費
支
給
申
請
書
等
の
調
査　

②
被
保
険
者
等
に

対
す
る
質
問　

③
施
術
所
の
任
意
協
力
に
基
づ

く
施
術
記
録
等
の
閲
覧　

④
不
正
利
得
の
徴
収

等　

⑥
療
養
費
代
理
受
領
の
取
り
扱
い
中
止
に

関
す
る
業
務　

と
定
め
た
そ
う
で
す
。

　

不
正
請
求
事
案
は
「
施
術
所
に
事
務
的
な
間

違
い
だ
っ
た
と
言
わ
せ
な
い
」
た
め
に
徹
底
し

た
調
査
を
す
る
そ
う
で
、
そ
の
た
め
に
顧
問
弁

護
士
を
始
め
、
公
証
人
（
元
検
事
）
、
和
歌
山

県
の
監
察
査
察
官
（
元
大
阪
地
検
特
捜
部
）
の

助
言
も
得
な
が
ら
調
査
プ
ロ
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
も

学
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
期
日
を
過
ぎ
て
も
一
向
に
返
還
さ
れ

な
い
６
０
０
万
円
の
返
還
金
へ
の
対
応
で
、
損

害
賠
償
の
弁
済
契
約
を
「
公
正
証
書
」
で
交
わ

す
と
い
う
こ
と
も
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

不
正
が
発
覚
し
て
も
弁
済
の
督
促
や
催
促
を

繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
が
多
く
、
回

収
に
は
相
当
の
時
間
と
手
間
が
か
か
り
回
収
が

困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
取
り
交
わ
す

公
正
証
書
に
は
「
金
銭
債
務
を
履
行
し
な
い
と

き
は
直
ち
に
強
制
執
行
に
服
す
る
」
と
の
一
文

が
入
っ
て
い
る
た
め
に
、
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

に
は
直
ぐ
に
強
制
執
行
が
可
能
と
な
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
効
果
は
絶
大
で
期
限
を
過
ぎ
て
も
な
か

な
か
返
還
に
応
じ
な
か
っ
た
６
０
０
万
円
を
完

済
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
県

の
広
域
連
合
は
不
正
請
求
の
事
案
に
つ
い
て
は

「
公
正
証
書
の
締
結
、
５
年
間
の
代
理
受
領
の

中
止
、
報
道
発
表
」
と
い
う
の
が
一
連
の
流
れ

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
特
別
対
策
班
の
独
自
調
査

で
支
給
申
請
書
の
偽
造
・
往
療
料
の
水
増
し
請

求
７
６
０
万
円
を
取
り
戻
し
、
医
療
費
通
知
を

見
た
被
保
険
者
か
ら
の
通
報
を
受
け
た
事
案
で

は
、
施
術
回
数
の
水
増
し
な
ど
で
返
還
金
２
８

６
万
円
を
完
済
さ
せ
て
い
ま
す
。

水
増
し
請
求
で
１
億
円
余
返
還
請
求

　

特
別
対
策
班
は
１
事
案
で
数
か
月
に
及
ぶ
調

査
を
実
施
す
る
そ
う
で
、
平
成
24
年
度
に
入
っ

て
前
述
の
１
億
１
３
３
３
万
円
の
不
正
請
求
事

案
の
ほ
か
、
６
８
６
万
円
の
不
正
請
求
を
突
き

止
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
の
返
還
請
求
額
は
１
億
５

０
０
０
万
円
を
超
え
、
同
23
年
度
ま
で
の
３
０

０
０
万
円
余
り
を
実
際
に
返
還
さ
せ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
れ
以
上
の
効
果
が
あ
る
の
が
代
理
受
領
の

５
年
間
停
止
処
分
で
、
こ
う
し
た
不
正
を
す
る

施
術
所
か
ら
の
保
険
請
求
が
５
年
間
は
あ
が
っ

て
こ
な
い
た
め
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

県
広
域
連
合
は
平
成
23
年
12
月
16
日
に
県
内

の
施
術
所
に
対
し
適
正
な
保
険
請
求
を
要
請
す

る
通
知
（
※
）
を
出
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省

に
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
、
算
定
要
件
を
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具
体
的
に
示
し

た
も
の
で
す
。

解
釈
の
曖
昧
さ

を
解
消
す
る
狙

い
で
、
県
内
の

鍼
灸
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
師
団
体
と

の
協
議
を
重
ね

て
実
現
さ
せ
た

内
容
で
、
代
理

受
領
の
中
止
措

置
、
不
正
事
実

の
公
表
と
い
っ

た
罰
則
も
示
し

て
あ
り
ま
す
。

　

通
知
の
効
果

は
翌
年
に
入
っ

て
表
れ
ま
す

が
、
平
成
23
年

12
月
の
鍼
灸
、

あ
マ
指
保
険
者

サ
イ
ド
の
負
担

額
は
６
５
０
０

万
円
あ
ま
り
で

こ
の
年
度
の
最

高
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
同
24

年
５
月
に
は
４

８
０
０
万
円
を

下
回
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

（
※
）
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
の
通
知
の
全
文
は
、
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

欄
に
「
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
及
び
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
の
施
術
に
係
る
療
養
費
支
給
申
請

に
お
け
る
施
術
料
・
往
療
料
の
適
正
請
求
に
つ

い
て
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

適
正
化
強
化
で
電
話
照
会
実
施
へ

　

厚
生
労
働
省
は
今
年
３
月
、
柔
整
の
施
術
療

養
費
の
適
正
化
を
保
険
者
に
要
請
し
た
こ
と
は

周
知
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
要
請
は

柔
整
の
多
部
位
、
長
期
・
頻
回
施
術
の
不
正
請

求
が
散
見
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
和
歌
山
県
広
域
連
合
で
も
議
会
で
予

算
を
計
上
し
て
電
話
照
会
を
実
施
す
る
と
の
こ

と
で
す
。
多
部
位
（
３
部
位
以
上
）
、
長
期

（
３
カ
月
超
）
、
頻
回
（
１
カ
月
10
～
15
回
以

上
の
継
続
）
の
被
保
険
者
調
査
に
乗
り
出
す
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
療
養
費
支
給
申
請
書
は
診
療
報
酬

の
レ
セ
プ
ト
と
異
な
り
、
い
ま
だ
に
紙
媒
体
の

た
め
県
広
域
連
合
で
は
画
像
処
理
を
し
て
縦
覧

点
検
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
シ
ス
テ

ム
対
応
に
よ
る
点
検
も
強
化
し
、
今
後
は
「
部

位
」
や
「
日
数
」
と
い
っ
た
項
目
で
抽
出
し
て

点
検
で
き
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
る
方

針
だ
と
い
い
ま
す
。

　

県
広
域
連
合
の
業
務
課
長
は
「
療
養
費
の
適

正
化
の
取
り
組
み
は
、
摘
発
が
目
的
で
は
な
く

適
正
な
申
請
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

●｢パーフェクト  クラニオロジー協会｣では正会員を募集しています｡●

創始者：宮野  博隆
元ＰＡＡＣ/ＳＯＴ研究委員長
米国 SOT 優秀インストラクター賞受賞
2000 年米国で国際仙骨後頭骨学会
研究者大賞受賞（日本人唯一）
過去に掲載された特集／ひーりんぐマガジン･
ビジネスデータ･シャキッと･その他多数

短時間で起こる驚異的な治療効果は、今の手技や物理療法などと併用することにより、劇的な症状改善が
得られます。柔道整復など施術時間が短くても｢ソフトブロックテクニック｣を併用するだけで治療効果は
大きく上がります。まずはご自身のからだが劇的に変化することをセミナーで体験してください。

≪確固たる診断理論と技術が､あなたの治療の指針となります！≫

●今ご入会の場合､1 年目の年会費免除  ●新入会の方はセミナー参加時にソフトブロック 2個プレゼント
------------------- 詳しくは下記にお問い合わせ下さい -------------------

[ 問合せ･申込先 ] パーフェクト  クラニオロジー協会   TEL･FAX : 03-3736-6508
URL : http://www.perfect-craniology.jp/　MAIL : csf_practice@yahoo.co.jp

＊短時間で劇的効果！
＊誰でもできる簡単テクニック！
＊1回の受講でスグ使える！  今の手技と併用できる！

｢ソフトブロックセミナー｣
【講　師】市橋 悟（PCA公認インストラクター）
【日　時】毎月第 4日曜日  AM10:00 ～ PM5:00
【受講料】正会員  8,000 円／学生  8,000 円
　　　　  非会員  20,000 円（初回に限り 10,000 円）
【会　場】東京都大田区東蒲田 2-29-13  オタマビル 1F
｢臨床コース｣―【講師】宮野 博隆（毎月第 2日曜日）

世界が認めたソフトブロック   テクニック!! 米国で国際仙骨後頭骨学会研究者大賞受賞

年度（平成） 返還請求額 不正・不適正内容 対応

往療料の不適格正請求（距離算定の間違い）

16万円 被保険者と被保険者の家族の求めによらない施術

8万円 被保険者の求めによらない施術

357万円 往療料の不適格正請求

29万円 療養の給付と鍼灸施術の併用

601万円 施術回数の水増し 代理受領取扱中止（5年間）

20万円 正しく医師の再同意が得られていない施術

42万円 同一患家での往療料の重複

760万円 申請書の偽造・往療料の水増しなど 代理受領取扱中止（5年間）

286万円 施術回数の水増し、往療料の架空など 代理受領取扱中止（5年間）

28万円 施術回数に関する不適正な取扱い

11333万円 同意記録欄虚偽記載、器具使用料架空加算など 代理受領取扱中止（5年間）

686万円 施術回数の水増し、施術内容の振替など　 代理受領取扱中止（5年間）

～その他複数事案調査中～　　※悪質なものは刑事告訴を検討（一部告訴手続き中）

23

24

鍼灸、マッサージ不正・不適正事案（和歌山県広域連合）

1203万円20

21

22
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す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
単
な
る
肩

こ
り
な
ど
は
保
険
適
用
で
き
な
い
と
い
う
意
識

改
革
を
め
ざ
す
」
と
、
適
正
な
治
療
を
受
け
る

た
め
に
高
齢
者
へ
の
啓
蒙
・
啓
発
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
く
考
え
だ
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

今
ま
で
は
柔
整
師
が
不
正
請
求
等
を
行
っ
た

と
の
新
聞
記
事
な
ど
に
「
療
養
費
の
請
求
が
で

き
る
受
領
委
任
の
取
り
扱
い
を
５
年
間
中
止
し

た
」
な
ど
と
い
っ
た
文
言
を
よ
く
見
か
け
ま
す

が
、
鍼
灸
や
あ
マ
指
の
「
代
理
受
領
」
の
取
り

扱
い
が
停
止
と
な
る
と
の
処
分
は
は
じ
め
て
聞

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
柔
整
師
の
不
正
請
求
等
に
関

し
て
、
以
前
の
処
分
の
仕
方
は
保
険
者
側
が
数

年
間
の
受
領
委
任
の
取
扱
い
中
止
と
不
正
請
求

分
の
支
払
い
金
額
の
返
還
が
主
流
だ
っ
た
の
で

す
が
、
近
年
は
10
年
以
下
の
懲
役
に
処
さ
れ
る

「
詐
欺
罪
」
で
告
発
す
る
保
険
者
が
多
く
出
て

き
ま
し
た
。
鍼
灸
師
、
あ
マ
指
師
に
つ
い
て
も

詐
欺
罪
で
告
発
す
る
ケ
ー
ス
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

不
正
な
請
求
が
目
立
ち
始
め
、
保
険
者
側
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
正
な
審
査
を
し
て
く
る
だ

ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
、
あ
る
国
民

健
康
保
険
の
保
険
者
は
、
従
来
、
国
民
保
険
団

体
連
合
会
（
国
保
連
）
で
審
査
だ
け
で
、
あ
マ

指
師
や
施
術
所
へ
請
求
額
を
支
払
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
最
近
で
は
医
科
や
歯
科
の
レ
セ
プ
ト

と
の
付
け
合
わ
せ
を
行
っ
て
、
問
題
な
け
れ
ば

支
払
う
よ
う
に
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
の

中
に
は
医
科
や
歯
科
は
徒
歩
で
通
っ
て
い
る
の

に
歩
行
困
難
で
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
ケ
ー
ス
も
発
見
さ
れ
、
当
然
返
戻
や
不
支
給

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
和
歌
山
県
広
域
連
合
の
課
長
が

「
摘
発
が
目
的
で
は
な
く
適
正
な
申
請
を
し
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
」
と
言
う
よ
う
に
適
正
な

申
請
、
正
確
な
請
求
を
し
て
い
れ
ば
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
正
の
な
い
請
求
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
返

戻
等
が
あ
っ
た
場
合
は
ハ
ッ
キ
リ
と
自
分
が
正

し
い
請
求
を
し
て
い
る
論
拠
や
そ
の
理
由
を
主

張
し
、
腑
に
落
ち
な
い
返
戻
に
関
し
て
は
そ
の

根
拠
を
保
険
者
に
問
い
た
だ
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
険
者
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
一
方
で
、
適
正
な
請
求
を
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
返
戻
さ
れ
た
場
合
に
「
保

険
者
に
再
請
求
す
る
の
は
面
倒
だ
」
と
か
「
保

険
者
が
返
戻
と
判
断
し
た
の
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
」
と
の
理
由
か
ら
再
請
求
し
な
い
施
術
者
が

い
ま
す
が
そ
れ
は
誤
り
で
す
。
万
が
一
、
保
険

者
か
ら
そ
う
理
解
さ
れ
ず
誤
魔
化
し
た
か
ら
再

請
求
し
な
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
「
こ
の
治
療

院
は
要
注
意
」
と
の
烙
印
を
押
さ
れ
た
ら
一
番

困
る
の
は
一
体
誰
で
し
ょ
う
か
。

ＮＰＯ
法　人日本手技療法協会  訪問医療マッサージ  出張研修
８年間で 200 人以上の参加実績を誇る研修をあなたの街で実施します

お申し込み
問い合せ先

特　徴　保険が適用される「訪問医療マッサージ」の基礎から療養費支給申請書
の提出まで、営業ノウハウを中心に懇切丁寧に指導しますので、独立、開業や他
業種からの参入が容易にできます。実際に治療院を開業・運営していたベテラン
の講師が、事例を数多く入れながら具体的で実践的な研修を行いますので役立
つ知識が身に付きます。研修後も質問等を受け付けていますので安心です。
目　的　高齢社会に貢献する訪問医療マッサージを行うマッサージ師および訪
問医療マッサージ業の育成、普及を目的として講師が現地に出張して研修を行
う。
対象者   あマ指師資格者、専門学校生および国家試験受験資格者。未資格者で訪
問医療マッサージを開業予定の経営者、営業担当者、事務担当者、他
　※この研修は「あん摩マッサージ指圧師」の資格を取るものではありません
期　間　２日間（土、日、祝  可）研修時間は基本的に 10 時 30 分～ 16 時 30 分
お申し込み　電話、ＦＡＸ、メールでの申し込み、スケジュール調整後日程を
決定する。※ご希望の日程が取れない場合がありますので了承願います ※
　研修費用および参加人数
会　員　20 万円（２日間）2 名以上 10 名まで
　　　　11 名以上は１名 1 万円増
一　般　30 万円（２日間）2 名以上 10 名まで参加
　　　　11 名以上は１名 2 万円増
　※往復旅費（発地東京）・現地交通費は招聘者の負担となります ※
講　師　佐藤吉隆（ＮＰＯ法人日本手技療法協会理事長・ひーりんぐマガジン
編集長）
　※都合により変更される場合がありますので了承願います ※
　※研修教材は当方で準備します※
準　備　受講に際し、事前に準備や調査を行っていただくことがあります。
　　　　※会場での準備：黒板またはホワイトボード、場所・人数によっては
　　　　　音響機器等※
注意事項　テープレコーダー、ＩＣレコーダー、ビデオカメラ等不可
　　　　　　　ＮＰＯ法人日本手技療法協会
　　　　　　　TEL:03-5296-9055  FAX:03-5296-9056、 Mail: info@e-shugi.jp

営業開発研修（1.5 日間）

訪問マッサージの知識
訪問マッサージの意義と目的
保険請求のための基礎用語と知識

健康保険の仕組みと介護保険
健康保険の種類と負担割合
医療助成と保険請求
介護保険の特徴と要介護度

患者新規開拓
パンフレットの作成と内容
営業先の選定と問題点
効率的な営業方法

ケアシートと同意書取得
患者情報収集とケアシートの作成
同意書の申請取得の実際
文書の取扱方法

生活保護 給付要否意見書
業務管理研修（0.5 日間）

スケジュール作成と管理
作成上の注意点
クレームの実例とその対処法

療養費支給申請書 書き方と提出方法
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訪問医療マッサージ研修制度

目　　的　高齢社会に貢献する訪問医療マッサージを行うあん
摩マッサージ指圧師（あマ指師）の育成および訪問医
療マッサージ業の普及を目的として研修制度を確立
し実施する。特に優秀な成績で研修を修了したあマ
指師に対しては、優良訪問あん摩マッサージ指圧師
として認定し支援を行う。

対  象  者　あマ指師資格者、専門学校生および国家試験受験資
格者、未資格者で訪問医療マッサージを開業する予
定の経営者、営業担当者、事務担当者、他
※この研修は「あマ指師」の資格を取るものではあ
りません

認定条件　本研修講座の４課程を修了し、優秀な成績を修めた
「あマ指師」。未資格者の認定制度有（有料・詳細はお
問い合わせください）。

研修費用　３日間コース：会員８万円（消費税込）　
　　　　　　　　　　　 一般10万円（消費税込）
　　　　  ２日間コース：会員７万円（消費税込）
　　　　　　　　　　　 一般10万円（消費税込）
時　　間　10:30～17:00（３日目は～16:30）
　　　　　変更、延長する場合があります。
場　　所　東京都千代田区神田淡路町（会場変更の場合あり）
定　　員　各回若干名（会員優先）
申込方法　申込後、当協会より申込用書類を送付します。用紙

に必要事項を記入捺印し返送してください。申込書
到着によって正式に申込み受諾とし、研修参加許可
書を郵送いたします。

※なお、定員になり次第締め切りますのでお早めにお申し込
みください。ご希望の日程が取れない場合もありますのでご
了承ください。
前  準  備　受講に際し、事前に準備や調査を行っていただくこ

とがあります。詳細はお問い合わせください。
受講時、持参していただくもの　名刺、筆記用具、ノート、他。
　　　　　　　　　　　　　　テープレコーダー持参可

〒 101-8691 東京神田郵便局　私書箱 53 号
ＮＰＯ法人日本手技療法協会
　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
　Mail：info@e-shugi.jp

研修科目

特　徴　保険が適用される「訪問医療マッサージ」の基礎から療養費支給申請書の提出までを、営業ノウハウを中
心に懇切丁寧に指導しますので、独立、開業や他業種からの参入が容易にできます。実際に治療院を開業・運営して
いたベテランの講師が、具体的な事例を数多く入れた実践的な研修を行いますので役立つ知識が身に付きます。
さらに３日間コースでは治療に関連するその他さまざまな情報を提供します。
また、研修終了後も質問等を受け付けていますので安心です。

２日間でも研修可能です

マッサージ研修　研修実施日

お申し込み

お問い合せ

営業開発研修（1.5 日間）

訪問マッサージの知識
訪問マッサージの意義と目的
保険請求のための基礎用語と知識

健康保険の仕組みと介護保険
健康保険の種類と負担割合
医療助成と保険請求
介護保険の特徴と要介護度

患者新規開拓
パンフレットの作成と内容
営業先の選定と問題点
効率的な営業方法

ケアシートと同意書取得
患者情報収集とケアシートの作成
同意書の申請取得の実際
文書の取扱方法

生活保護 給付要否意見書
業務管理研修（0.5 日間）

スケジュール作成と管理
作成上の注意点
クレームの実例とその対処法

療養費支給申請書 書き方と提出方法
治療関連研修（1.0 日間）*２日間コースは除く

レセプト発行ソフトRecePro（R-up）
デモンストレーション 患者情報入力からレセプト発行まで

施術トラブル
責任の明確化と示談交渉等の対応法
施術家向け賠償責任の現状
事故発生状況と示談金額の傾向・他

保険者対応
問い合わせ等への対処方法
保険者主導請求の回避方法
賢い請求団体の選び方

治療院運営実例と総括質問
治療院業務の実際
質疑応答

※研修内容および時間は変更することがあります。

研修内容と時間
研修内容 時間

１日目 営業開発 10:30 ～ 17:00
２日目 営業開発・業務管理 10:30 ～ 17:00
３日目 治療関連 10:30 ～ 16:30

※２日間のコースには３日目の研修内容がありません。

第152回研修　　11月７日（水）～11月９日（金）
第153回研修　　11月19日（月）～11月21日（水）
第154回研修　　12月５日（水）～12月７日（金）
第155回研修　　12月17日（月）～12月19日（水）
第156回研修　　１月21日（月）～１月23日（水）
第157回研修　　２月６日（水）～２月８日（金）
第158回研修　　２月18日（月）～２月20日（水）

回 開始日と終了日

※研修日程は基本的に毎月１回目の水～金曜日、第３週目の月～水曜
日です。研修日程は変更になることがあります。この研修はあマ指師
の資格をとるものではありません。

NPO 法人日本手技療法協会  訪問医療マッサージ研修
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【個別相談  90分間】

ＮＰＯ法人日本手技療法協会主催 会員無料 非会員は5000円
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 http://www.e-shugi.jp/
ここに掲載されている求人情報は、日本手技療法協会ポータルサイト

にも掲載されております。あわせてご覧下さい。

メリット・アイコン

未経験者OK 高収入交通費支給長期歓迎学生OK

土・日のみ
　勤務OK

新規・新装
　　OPEN

車・バイク
　通勤OK

食事つき

2012   

Autumn

 http://www.e-shugi.jp/
ここに掲載されている求人情報は、日本手技療法協会ポータルサイト

にも掲載されております。あわせてご覧下さい。

東京都福生市､ 立川市､ 羽村市､
あきる野市､ 青梅市   他
9:00～12:30／15:00～20:00
日祭日､平日交代休有
社保､ 厚年完備､ 賞与年２回!!
柔整師
TEL後履歴書 (写貼) 持参
電話連絡の上､ 面接

正社員 18～70万円以上月
給

ＪＲ青梅線
福生 ( ふっさ ) 駅 歩３分東京都

仕事・職場情報
【仕事内容】
2013年 卒業予定の先生、見学大歓迎！
「からだバランス」を構造的に解析し、
予防医学にも力を入れています。
【ココだけの特徴】
あなたが必ず成長できるグループです。
治療家としても人間としても成長できるよう
研修や勉強会、セミナーなど成功者続出の
教育プログラムが用意されています。
【独立支援制度】
資金の無い人でも直営店、または独立院と
して開業可能。Ｕターン開業支援、他県へ
の出店も相談に応じます。

募集情報

全
国
の
書
店
で
好
評
発
売
中
！

ＴＶ、書籍で数多く紹介された
「人が育つ」整骨院です。

☆  患者様に喜んで頂ける治療技術
☆「いつかは」を現実に。院長育成制度。
☆  誰も教えてくれない究極の経営ノウハウ

☆  患者様に喜んで頂ける治療技術
☆「いつかは」を現実に。院長育成制度。
☆  誰も教えてくれない究極の経営ノウハウ

福生整骨院グループ
〒197-0022  東京都福生市本町58

メゾンドヌール山崎1F
TEL 042-553-5445
http://www.seikotu.net

ふっさ
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【仕事内容】一人一人の患者さんに対し、
その場の症状にふり回される事なく、そ
の人にとっての「治る」を目標にすえ、
戦略を考え、施術を行う治療家集団です。

【研修制度】矯正、カイロ、鍼灸、テーピ
ングなどの技術だけでなく、問診法、コ
ミュニケーションスキルにも定期勉強会
を実施。

【会社概要】有限会社ウッドア　けやきの
森整骨院グループ

仕事・職場情報 募集情報

 

　東京都足立区、台東区、葛飾区、
　世田谷区、千葉県市川市、習志野
　市、埼玉県草加市
　10：00～ 21：00（実働８時間シフト制）
　月８日（有給休暇あり）
　雇用労災、労災、交通費２万円迄支給
　柔整師、鍼灸師、マッサージ師、整体師
　TEL後履歴書（写貼）持参
　面接

東京メトロ千代田線・日比谷線・ＪＲ常磐線・東武伊勢崎線・つくばエクスプレス

北千住駅 歩２分東京都
社員 月

給 柔整師・鍼灸師・マッサージ師22万円／整体師18万円
アルバイト 時

給 柔整師・鍼灸師・マッサージ師1200円～／整体師850円～

けやきの森整骨院
〒120-0034 東京都足立区千住2-47

TEL 0120-007-113
FAX 03-3882-3871

http://www.keyaki-mori.jp/

島根

戦略治療家、戦略院長を育てます！
そして女性も働きがいを持てる治療家集団です !!
戦略治療家、戦略院長を育てます！
そして女性も働きがいを持てる治療家集団です !!

【仕事内容】私たちが行う治療は手技に最
も重点をおき、幅広い世代に適応し様々な
疾患に対応できる万能の治療法です。

【身につく技術・知識】戦国時代に突入し
たこの業界。開業しても成功しない人が
ほとんど。平均来院数が100名を超える当
グループ。未経験の方でも数多くの臨床経
験が積めます。また、今後さらに分院を展
開予定。開業のノウハウ等を一緒に学ぶ事
ができます。治療技術と経営脳を兼ね備え
た一流の先生にあなたもなりませんか？

仕事・職場情報

募集情報
　熊谷市、東松山市、深谷市、行田市、
鶴ヶ島市に計７院展開中
　平日9：00～12：00／15：00～20：00
土曜9：00～12：00／15：00～17：00
　日・祝・祭日、第２・４木曜午後
　社保、厚生、雇用、労災、役職、家族、
住宅、住み込み有、白衣支給、交通費支
給（規定内）、昇給随時、賞与年２回
　TEL後履歴書（写貼）持参　  面接

ＪＲ高崎線

熊谷駅 バス15分埼玉県
社員 月

給 柔整師・鍼灸師・マッサージ師20万円／整体師18万円
アルバイト 時

給 柔整師・鍼灸師・マッサージ師・整体師・受付800円～1,250円

柔愛堂グループ   なまい接骨院
〒360-0111　埼玉県熊谷市押切2561-2

TEL・FAX 048-536-8485　　東海林（しょうじ）
http://www.namaisekkotsuin.com

【会社概要】㈱こころのて
【従業員数】総勢75名（接骨院・介護スタッフ）

100 名以上が来院する接骨院をあなたは作れますか !?
私たちはその術を知っています。
100 名以上が来院する接骨院をあなたは作れますか !?
私たちはその術を知っています。

 

社員 月
給

ＪＲ中央線

甲府駅 バス10分山梨県 ＪＲ身延線

甲斐住吉駅 歩５分
柔道整復師21万～　鍼灸師21万～　鍼灸マッサージ師22万～

【仕事内容】鍼灸接骨～院内勤務一般、外傷
治療、鍼灸自由診療／トレーナー活動／
在宅診療～県内全域

【身につく技術・知識】
鍼灸接骨院：外傷治療（整復）・テーピン
グ。自由診療では鍼・灸・特殊施術。
トレーナー：ヴァンフォーレ甲府でのトレ
ーナー活動。その他関係施設。
在宅訪問鍼灸マッサージ：県下全域で鍼灸
施術・マッサージ・機能回復訓練など、
独自のプログラムにて施術が出来ます。

仕事・職場情報
　 山梨県下（７院）全域・東京出店
スタッフ
　８：30～  20：30（土曜は18：30まで）
　 週休２日
　 社保完備、賞与年２回、昇給あり、
寮完備、交通費～16,100円（上限）
　 柔道整復師・鍼灸師・マッサージ師。
技術・経験：不問、年齢～40歳
　 TEL後履歴書（写貼）持参
　 面接のみ

募集情報

※県内ならびに東京出店のため、スタッフ急募
※勉強会（柔整・鍼灸）・セミナー・トレーナー活動多数有り。月３回以上

治療家としての実力・経験が身につきます。
勉強会・研修・イベントが充実。社内研修
制度を実施しています。

治療家としての実力・経験が身につきます。
勉強会・研修・イベントが充実。社内研修
制度を実施しています。

〒400-0854　山梨県甲府市中小河原町507-12

http://www.cm-g.jp/　　鈴木（高）・上與那原（うえよなはら）
TEL 055-241-1521　FAX 055-241-1537

㈲中部メディカル

（いずれも昇給有）

ＪＲ武蔵五日市線

東秋留駅・秋川駅 歩10分東京都
社員 月

給 鍼灸師・マッサージ師 20～26万円（年齢による）

【仕事内容】鍼灸院業務全般及び接骨業の
補助。在宅介護マッサージ。

【対象】鍼灸師・マッサージ師（新卒者
歓迎）

【職場の雰囲気】秋川の緑に囲まれ和やか
で笑顔あふれる職場です。地域の皆様に
鍼灸と接骨の良さを発揮して健康への
御奉仕を全力で行っています。

仕事・職場情報 募集情報
　 東京都あきる野市、福生市
　 9：00～12：00／15：00～20：00
　 日祭日、夏休み、年末年始
　 交通費支給、雇用、労災、昇給
年１回　  鍼灸師、マッサージ師（平
成25年資格取得予定者・学生ＯＫ）。
経験者優遇。年齢35歳位迄　  TEL後
履歴書（写貼）持参　  随時。電話
連絡の上、面接。白衣持参。

地

時

休

待

資

応

選

あけぼの針灸接骨院
〒197-0828　東京都あきる野市秋留1-1-3
TEL 042-550-1236　FAX 042-848-3625

http://www.akebonoin.com
坂井担

ひたむきで丁寧な手当て。四季の花々満開。
患者多数見学ＯＫ。君のがんばりを応援します。
ひたむきで丁寧な手当て。四季の花々満開。
患者多数見学ＯＫ。君のがんばりを応援します。

ひーりんぐ37.indd   59 2012/10/16   15:37:41



60Healing Magazine
No.37  2012  Autumn

内容

対象

日時
費用
場所
備考

内容

対象

日時
費用
場所
備考

リフレクソロジー実技、足裏編の習得。足裏からふくらはぎまで
トリートメント（反射区足裏中心）。１日完結講座。
手技療法家、治療家、スタッフ。初心者歓迎。リフレクソロジーに
興味のある方ならどなたでも。
12月８日（土）11時～18時
15,000円（テキスト、認定費用、昼食込み）
当教室。東京メトロ淡路町駅１分。ＪＲ御茶ノ水駅10分。
詳細はホームページまで。ＨＰから申込可。

メディックスボディバランスアカデミー
〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町1-1-1 KA111ビル

TEL 03-3255-0772  FAX 03-3255-0322
http://www.mdx-edu.com/

E-mail:mdxbba@mdx-grp.co.jp

ァミリーケアリフレ認定

 １ＤＡＹコースフフ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
①

セ
ミ
ナ
ー
情
報
①

東京東京
●

内容
対象

日時
費用
場所
備考

内容
対象

日時
費用
場所
備考

リピーターづくりで集客力のある繁盛院に！／患者調査に対する対応について
既に治療院を経営されている方
これから治療院の開業を考えている方
11月18日（日）13：30～17：00（13時受付開始）
3,000円（医療関係在校生1,500円）
（財）日本教育会館707号室（神保町駅徒歩３分）
詳しくは、当事務所までお問い合わせください。（担当：上野）

上田公認会計士事務所
〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11 住友生命五反田ビル10階

TEL 03-3491-4836
http://www.tokyo-smile-shugi.jp/

E-mail:m-ueno@ueda-ac.jp

 ピーターの増やし方徹底解説
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あん摩手技による実践的な治療が学べます。臨床経験に合わせて
丁寧に指導します。
マッサージ師、鍼灸師、整体師および各々の学生。
毎月第１・３木曜日　19：00～21：00　他に基礎コースあり
１回 3,150円
ヒカリ治療院<新宿三丁目店>(新宿三丁目駅Ｃ５出口すぐ）　
詳しくはHPにて http://www.hikari-relax.com/
日本手技療法協会の会員証を提示された方には150円割引いたします。

ヒカリ治療院
〒160-0022 東京都新宿区新宿3-8-8 平田ビル3階

TEL&FAX 03-3350-0959

http://www.hikari-relax.com/ E-mail：san@hikari-relax.com

ん摩実践
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１日で独立できる技術を身につけます。
どなたも可。
随時申し込みを受け付けています。
足圧コース　5,000円（１日90分）
全身マッサージコース　300,000円（４日間、各種特典あり）
当院（ＪＲ四ツ谷駅、東京メトロ四谷三丁目駅から徒歩５分)
詳細はＴＥＬにてお問い合わせ下さい。

アート治療院
〒160-0004 東京都新宿区四谷2-11

アシストアネックス402

TEL 03-3357-9777

 体師養成講座

 独立1DAYコース整整
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神奈川県横浜市
港 北 区  

骨折･脱臼･捻挫･打撲･挫傷及びスポーツ傷害が多数来院しています。
法定有給休暇100％消化・法定残業代支給します！

【身につく技術・知識】
  外傷患者さんが多数来院している整骨院で
  す｡提携整形外科や勉強会があり､整骨院本
  来の技術を習得するのに最適な環境です。
  医薬品販売店も併設しており、薬品販売の
  経験も積む事ができます｡  将来､  成功する
  ためにフジタ整骨院で修行してみませんか。

仕事・職場情報

フジタ整骨院 〒223-0058 神奈川県横浜市港北区新吉田東6-31-6
TEL 045-541-5625　FAX 045-543-4300 　フジタ

募集情報

東横線

綱島駅
市営地下鉄線

新羽駅
社員 25万円（経験３年､応相談）

月
給

　  横浜市内の妙蓮寺駅･大倉山駅･日吉駅
　  9:00 ～ 20:00 の中で応相談　    週休
２日制 (日曜と平日1日)､夏季･冬季休暇
有り　  交通費全額支給､労災､雇用保険
完備　  柔道整復師(学生可) ※50歳位迄
　  TEL後歴 (写貼) 持参　   面接

求人情報のご案内

1 PAGE ￥157,500　
1/2 PAGE ￥94,500　
1/4 PAGE ￥52,500　
1/8 PAGE　 ￥31,500　
1/16 PAGE ￥15,750　

※基本的に制作費はいただいておりませんが、
パターン外の原稿作成の場合、制作費を
請求させていただく場合もございます。

≪ひーりんぐマガジン編集部≫
TEL 03-5296-9061  FAX 03-5296-9056

●掲載料金カラーで見やすい求人情報
スペースをぜひご活用ください。
■次号(38号)は平成25年1月25日発行
　を予定しています。掲載される方は
　12月10日までにお申し込み下さい。
■ただし、枠が埋まり次第、締切りと
　させていただきますのでお早めに
　お申し込みください。

神奈川県
社・ア 月

給21万円～40万円（研修期間中２カ月間は20万円）

ＪＲ線・小田急線

藤沢駅 歩５分

仕事・職場情報
【仕事内容】 訪問リハビリマッサージ
【身につく技術・知識】指圧・マッサージ、機能
訓練以外にもＡＫＡ、テーピング、リンパマッ
サージ、圧迫包帯等、臨床で直面する症例に
対してさまざまな技術が学べます。

募集情報
　 藤沢・鎌倉　 9：00～18：00　 週休２日制
　 交通費（２万円迄）、労災・雇用保険、社用車
制服支給　 按マ指師、普通免許　 TEL後履歴
書（写貼）持参　 面接

ハンドクリエイト
〒 251-0052　神奈川県藤沢市藤沢1009中島ビル３Ｆ

TEL 0466-35-9223
FAX 0466-62-9223

武捨 和彦

美容鍼灸やレディース鍼灸など女性向けの治療も充実！
男性女性共にやる気のある方大歓迎です！学生もＯＫ！

神奈川県  
横浜市営地下鉄

センター南駅 歩１分

社員 18～45万円月
給

時
給900円～アルバイト

ヨコハママッサージ治療院
〒224-0032   神奈川県横浜市都筑区茅ヶ崎中央45-14 村田ビル２Ｆ

http://www.ym-shinkyu.com高山TEL＆FAX 045-942-5369

【仕事内容】①鍼灸マを併用したマンツー
マン治療（レディース・美容鍼灸を含む）。
②マンツーマンでない鍼灸マ＋α併用治療
【身につく技術】結果が出せ顧客満足度が高い
技術を学べます。技術レクチャー等随時あり
【こんな人にぜひ】①技術を活かしたい方
②将来に向け技術を身につけたい方③学生時
から基本的な技術、院内ワーク等を総合的に

仕事・職場情報
募集情報
　 横浜市営地下鉄センター南駅前
　 10：00～21：00の間で応相談　 週
２日以上で応相談　  交支給、制服貸与、
夏冬・リフレッシュ休暇あり。学生は
テスト休暇あり　  鍼灸師、学生、整体
師、セラピストの男女・年齢不問　  Tel
後歴持参 　 面接、実技（経験者のみ）

身につけたい方。丁寧にレクチャーします。

セ
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〒101-8691　郵便事業株式会社神田支店
　　　　　　 郵便私書箱53号

「ひーりんぐマガジン」編集部
TEL 03-5296-9061　FAX 03-5296-9056
http://www.e-shugi. jp/

各号１冊1,000円（税込み）＋送料・手数料300円（会員は送料・手数料は無料）です。
ご希望の方は左記までお申し込み下さい。在庫数に限りがありますので、ご希望に添え
ない場合がありますので、あらかじめご了承下さい。
完売しています創刊号～第４号、第６号、第７号、第22号、第25号、第32号につきまし
ては会員限定で、モノクロ（１頁10円・送料別）、カラー（１頁30円・送料別）またはPDF
ファイル（1冊500円・CD-R代・送料別）にてお分けします。

第36号(平成24年７月25日発行）
特集①どうなる療養費改定!?／特集②正しい交通事故
対応法～施術と請求の問題／特集③専門学校探訪
「学校法人山野学苑 山野医療専門学校」／特集④ＮＰＯ
法人日本手技療法協会・整体師会で差別化を図る
連載人材を人財に変える教育術／治療家のための法律
入門／岩﨑由純の「読む癒し」／コラム「区役所の現場
から」／手技療法家の独白／上田曽太郎の初歩の会計
教室／続・治療費の請求と支給／吉田正幸の集客革命
／「戦略院長養成塾」／花谷博幸の勝ち組治療院のツボ
／訪問マッサージの現状／他

第34号(平成24年１月25日発行）
特集①統合医療の未来～仁田新一氏に聞く／特集②新春メッセージ／特集③レセProかんたん
会計が商品化／特集④社員教育コンサルタントが語る～基本・習慣・信頼の仕事術／特集⑤専門
学校探訪「学校法人呉竹学園 東京医療専門学校」／特集⑥自費治療家におすすめ技法／他

第33号(平成23年10月25日発行）
特集①警察ＯＢの対策に学ぶ～モンスターペイシェント、クレーム対応術／特集②日本手技療法
協会・整体師会の試み～整体院・接骨院が院内スクールに／特集③治療院お役立ち企業／特集④
「平成22年度衛生行政報告例の概況」／特集⑤杏文塾にみる合格への最短距離学習法／他

第31号(平成23年４月25日発行）
特集①求められる医師との連携／特集②鼎談～自費治療家に聞く～保険ではできない技術
の習得、活用のポイント／特集③専門学校探訪「学校法人嘉榮学園中野健康医療専門学校
／特集④TwitterやFaceBookは治療院のＰＲに有効か？／他

第30号(平成23年１月25日発行）
特集①これからの柔整業界を占う ！ 大島九州男参議院議員に聞く／特集②ＣＢＳを確立、
普及に努める松原次良氏／特集③専門学校探訪「日本医療ビジネス大学校」／特集④専門
学校講師がつくる接骨院／新春メッセージ～細川律夫厚生労働大臣／他

第29号(平成22年10月25日発行）
特集①賢く医師とつきあう方法／特集②読者が選ぶ注目テクニック「オステオパシー」／特
集③健康食はバランスが大切／特集④専門学校探訪「日本健康医療専門学校」／特集⑤手
技療法家のためのコミュニケーション術／他

第28号(平成22年７月25日発行）
特集①平成22年療養費改定とその背景／特集②手技療法家のためのコミュニケーシ
ョン術／特集③治療家がとっておきたいもう１つの資格～健康管理士／特集④専門学
校探訪／特集⑤民主党のすすめる統合医療の今後／他

第27号(平成22年４月25日発行）
特集①民主党政権が目指す手技療法業界とは？／特集②覆面座談会～教育現場から見
た柔整業界の今後／特集③レセプロ(M)(R)のネット会員増加中／特集④第18回国試
合格者発表／特集⑤ネーミング入門～流行る治療院のネーミングはココがちがう／他

第26号(平成22年１月25日発行）
特集①食べる社会貢献と接骨院の取り組み～ファーマーズマーケット／特集②リラクゼ
ーションサロンに見る人材教育のノウハウ／特集③新春対談 今年流行る治療院スタ
イルを占う／新春メッセージ～長妻昭厚生労働大臣／他

第24号(平成21年7月25日発行）
特集①新型インフルエンザ対策などにみる院内感染予防法／特集②施術院の常識③
国民健康保険団体連合会／特集③専門学校探訪「学校法人西田学園アルファ医療福祉
専門学校／特集④開業セミナーに見る柔整師気質／他

第23号(平成21年４月25日発行）
特集①緊急電話アンケート～あなたの院では経済不況の影響を受けていますか／特集②
歯科医師が考案した美顔術～メディカルリンパケア／特集③第17回国試合格者発表／
特集④学院紹介／特集⑤不況時代を乗り切る！もう１つの資金調達法／他

第21号(平成20年10月25日発行）
特集①超多忙の年末に備える ！／特集②メディカル・サポート・コーチング／特集③手技
療法業界の将来を読む／特集④学院紹介「東京整体医学院」／特集⑤いまさら聞けない
施術院の常識①健康保険／他

第35号(平成24年４月25日発行）
特集①いまどき柔道整復業界／特集②患者の心をつかむ会話術／特集③第20回国家試験
合格者発表／成功への道「サナウェル療整院」「セルフィット整骨院」／保険者に柔整療養費
の適正化の強化を要請／他

第20号(平成20年７月25日発行）
特集①モンスターペイシェントの実態／特集②話題のホリスティック医学とは？／特集③
勝てるチラシのつくり方／特集④専門学校探訪「信州医療福祉専門学校／特集⑤セミ
ナー開催のツボとコツ／他

第19号(平成20年４月25日発行）
特集①食育と手技療法／特集②後期高齢者医療制度とその裏側／特集③究極の自由
診療～技・極める／第16回あマ指師、はり師、きゅう師、柔整師試験合格者発表!!／学院
紹介／成功への道／治療家のための法律入門／業界ニュース／他

第18号(平成20年１月25日発行）
特集自費導入に成功した柔整師３氏による新春スペシャルトーク／潮流・平成20年度の
厚労省予算／各界からの新春メッセージ／治療院業界専門の人材派遣の有効利用／
専門学校探訪／他

第17号(平成19年10月25日発行）
特集①請求団体を探る２～退会理由№1はいったいなに？〈ココがイヤで辞めました〉／
特集②体幹チューニングPart.2～“最高の戦闘状態”にもっていく体幹チューニング応
用した施術／特集③学院紹介／特集④民間資格の法律的背景／他

第16号(平成19年7月25日発行）
特集①ＡＴのワザを日常の手技に取り入れる～アスレティックトレーナー三巨匠に聞く／
特集②請求団体を探る／特集③カリスマ養成講座～リーダーの条件／専門学校探訪／
自由診療に役立つ機器導入／岩盤浴、衛生管理は万全か!?／他

第15号(平成19年４月25日発行）
特集①「初歩の会計教室」番外編～いまさら聞けない超初級会計の話／特集②必見 ！
自由診療向け技術セミナー／第15回国試合格者／成功への道／企業に見る現代社員
気質／新連載・区役所の現場から／他

第14号(平成19年１月25日発行）
特集①新春覆面座談会～国家資格はもういらない？／特集②ＳＰマークとその効用～
取得者に聞く「取得過程で悩みは解決」／リハビリ難民を救うか？“リハビリハートプラ
ン”／成功への道／新連載・集客革命／他

第13号(平成18年10月25日発行）
特集①覆面座談会～専門学校３年生だからみえる学校と業界／特集②“高齢者向け
筋トレ”を中心とした介護予防のノウハウを学ぶ「介護予防運動指導員」の将来性／特
集③知らなかったではすまされない ！ 保険請求と個人情報の関係／他

第12号(平成18年７月25日発行）
特集①無料レセプト発行用ソフトとポータルサイト／特集②開業資金節約、不用品のリサ
イクルで経営改善／特集③治療院における個人情報保護／院内デザインの実際vol.4
／節税対策と資産形成（後編）／他

第11号(平成18年４月25日発行）
特集①特報 ！ 無料で手に入るレセプト発行用ソフト／特集②自由診療に役立つ学校～
増患・増収につながる技術の習得／交通事故と接骨院／院内デザインの実際vol.3／
第14回国試合格者発表／他

第10号(平成18年１月25日発行）
特集①節税対策と資産形成～生命保険の活用…前編／特集②交通事故の保険請求
～仕組みと実際／特集③人材派遣の活用を考える／特集④続・院内デザインの実際
／新春メッセージ／他

第９号(平成17年10月25日発行）
特集①院内デザインの奥義／特集②ホームページの活用とポータルサイト／特集③
国試対策は万全ですか？／上田曽太郎の初歩の会計教室／花谷博幸の勝ち組治療院
のツボ／治療院開業マニュアル／成功への道／他

第５号(平成16年10月25日発行）
特集①覆面座談会～行きたい・行きたくない治療院／特集②不正請求の実態PartⅢ
／特集③成功への道／事件ファイル～威力業務妨害／鰯酸はＤＨＡ・ＥＰＡを安全に摂取
できる／柔整専門学校入試情報／他

第８号(平成17年７月25日発行）
≪日本手技療法協会ＮＰＯ認証記念号≫
特集①不正請求の実態Part.5～患者アンケート〈保険者からの照会が増加〉／特集②
“増患請負人”の　 テクニックを公開／院長直言／他秘

創刊号～第４号、第６号、第７号、第22号、第25号、第32号につい
ては、完売しております。会員限定で有料によるコピーサービスを
行っております。詳しくは下記にお問い合わせ下さい。

（会員は送料･手数料無料）
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▼
10
月
１
日
の
野
田

第
３
次
改
造
内
閣
で
は

小
宮
山
洋
子
氏
が
退
任

し
、
薬
剤
師
の
資
格
を

持
つ
三
井
辨
雄
（
わ
き

お
）
氏
が
厚
生
労
働
大

臣
に
起
用
さ
れ
た
。
三
井
大
臣
は

就
任
翌
日
の
記
者
会
見
で
、
全
額

無
料
の
生
活
保
護
の
医
療
費
に

関
し
て
、「
全
部
無
料
は
あ
り
得

な
い
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
検

討
し
た
い
」
と
自
己
負
担
導
入
と

も
と
れ
る
発
言
を
し
、
記
者
か
ら

た
だ
さ
れ
る
と
「
全
額
無
料
廃
止

で
は
な
い
」
と
修
正
。
夕
方
に
再

度
会
見
を
開
き
、「
発
言
は
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
医

療
扶
助
の
適
正
化
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
旨
だ
っ
た
」
と
釈
明

し
て
い
る
。
薬
品
会
社
や
３
病
院

・
２
介
護
福
祉
施
設
を
持
つ
民
主

党
議
員
の
中
で
は
指
折
り
の
資

産
家
で
あ
る
大
臣
だ
が
、
厚
生
行

政
は
経
営
者
で
は
な
く
弱
者
の

視
点
に
立
つ
こ
と
が
大
事
だ
。
元

小
沢
グ
ル
ー
プ
の
幹
部
で
今
回

の
就
任
は
論
功
行
賞
だ
と
言
わ

れ
な
い
よ
う
に
経
験
を
生
か
し

て
医
療
・
介
護
分
野
に
大
胆
な
政

策
を
提
案
し
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。（
さ
）

　

▼
今
年
も
早
い
も
の
で
約
２

カ
月
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
プ

ロ
野
球
も
日
本
シ
リ
ー
ズ
が
終

わ
れ
ば
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と
な

る
。
今
年
も
何
人
か
の
大
物
選
手

の
引
退
報
道
を
耳
に
し
た
。
な
か

に
は
期
待
さ
れ
て
入
団
し
た
も

の
の
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り

戦
力
外
通
告
を
受
け
た
選
手
も

い
る
。
そ
の
一
方
、
ケ
ガ
を
克
服

し
復
活
し
た
選
手
も
。
そ
の
陰
に

は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
支
え
た
ト

レ
ー
ナ
ー
や
治
療
家
た
ち
の
存

在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
つ

て
作
家
の
吉
川
英
治
氏
が
「
菊
作

り
／
菊
見
る
と
き
は
／
陰
の
人
」

と
詠
ん
だ
。
野
球
に
限
ら
ず
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
た
び

に
、
熱
戦
を
支
え
る
人
た
ち
に
も

感
謝
し
た
い
。（
あ
）

　

▼
先
月
乳
が
ん
の
手
術
を
受

け
た
田
舎
の
母
が
、
退
院
後
２
カ

月
に
１
回
ほ
ど
の
割
合
で
訪
ね

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
故
か

と
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

東
京
で
再
発
防
止
の
た
め
の
講

習
会
を
受
け
る
と
の
こ
と
だ
。
日

々
の
食
事
に
も
気
を
遣
い
出
し
、

食
卓
に
よ
く
玄
米
を
並
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
一
人
で
生

活
を
送
っ
て
い
る
と
、
こ
と
に
食

事
が
不
摂
生
に
な
り
が
ち
だ
。
母

の
こ
の
真
摯
な
態
度
を
見
て
、
私

も
気
を
遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
思
っ
た
。（
柚
）

　

▼
つ
い
先
日
ま
で
暑
か
っ
た

が
、
最
近
急
に
涼
し
く
な
っ
た
。

慌
て
て
半
袖
の
シ
ャ
ツ
を
し
ま

い
長
袖
を
出
す
。
ク
ー
ル
・
ビ
ズ

も
と
う
に
終
わ
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
い
ま
だ
に
ネ
ク
タ
イ
を

し
て
い
な
い
こ
と
に
ふ
と
気
が

つ
い
た
。
ど
う
も
季
節
の
変
わ
り

目
と
い
う
の
は
、
ぼ
ん
や
り
し
て

し
よ
う
が
な
い
。
こ
こ
は
ア
タ
マ

を
切
り
替
え
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
る
。
以
前
、
何
か
の
本
で
脳
科

学
者
の
茂
木
健
一
郎
氏
が
脳
内

リ
セ
ッ
ト
法
に
つ
い
て
述
べ
て

い
た
。
た
し
か
、
体
を
動
か
し
た

り
、
好
き
な
音
楽
を
聴
い
た
り
、

風
呂
に
入
っ
た
り
仮
眠
を
と
っ

た
り
す
る
の
も
よ
い
ら
し
い
。
ま

た
、
単
純
な
作
業
を
し
て
い
る
と

脳
が
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
に
な

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が

浮
か
ん
で
く
る
の
だ
と
も
い
う
。

歩
き
な
が
ら
よ
い
ア
イ
デ
ア
が

浮
か
ぶ
の
も
そ
の
た
め
か
。
し
か

し
、
私
の
場
合
、
い
い
ア
イ
デ
ア

は
次
々
と
浮
か
ん
で
く
る
の
で

す
が
、
片
っ
端
か
ら
消
え
て
い
く

ん
で
す
。
ひ
ど
い
と
き
は
忘
れ
た

こ
と
さ
え
忘
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ

は
一
つ
、
メ
モ
と
ペ
ン
を
持
ち
ど

こ
か
の
山
に
で
も
行
っ
て
み
よ

う
。（
木
）
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　　　　　　〒 111-0051　東京都台東区蔵前２-4-3　蔵前永谷ビル 7 Ｆ
　　　　　　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
企画・編集　株式会社東京医歯薬出版社
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編集後記

読者アンケート&プレゼント書
名
　
病
院
で
治
ら
な
か
っ
た

　
　
　
痛
み
と
し
び
れ
の
処
方
箋

著
者
　
柯
　
尚
志

発
行
　
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

定
価
　
一
、
三
〇
〇 

円
＋
税

同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た

だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

５
名
様
に
左
記
の
単
行
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
!!

肩こり、腰痛、五十肩、テニス肘、膝痛…
その症状の「本当の原因」を知っていますか？
慢性的な悩みもこれで解消！

● 病院で治らなかった
    痛みとしびれの処方箋

■ 慢性的な症状があるにも関わらず「…だから仕方がな
い」とあきらめ、日常生活を送っている人を一人でも救い
たい、という信念の著者が、痛み治療の新たな可能性を切
開く<遠絡療法>の全体像を解説します。家庭でできる
簡単消痛法 12例も紹介。
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秋
号

平
成

24
年

10
月

25
日

発
行

（
季

刊
）

第
10

巻
第

4
号

通
巻

37
号

発
行
所
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
　

〒
1
1
1
-
0
0
5
1
　
東
京
都
台
東
区
蔵
前

2
-
4
-
3
　
蔵
前
永
谷
ビ
ル
７
Ｆ

定
価

1
0
0
0
円

万が一の施術事故､その対策は万全ですか？
一般社団法人日本治療協会は手技療法家および民間手技施術家の立場を保護し、手技業界の地位

向上および発展を目的とする団体です。１万人を超える施術家の方々から、クレーム対応や賠償

問題といった施術トラブルへの対策としてご加入頂いております。

正会員Ａ 13,000円

準 会 員

民間手技施術家（整体･リラクゼーション等）対象

正会員Ｂ 1,800円

 

会員種別 条　　件 会費(年払いの場合） 会費(月払いの場合）会
員
種
別

当会が認定する国家資格を
１つ以上有し､手技療法･民間
手技施術を業として行う方

■会員種別、会費等のご案内
手技療法家（国家資格者）対象

11,000円 1,100円

1,300円

18,000円当会が認定する民間手技
施術を業として行う方

*当会が認定する国家資格は柔道整復師・鍼師・灸師・あん摩マッサージ指圧師の4資格となります。
*入会金および保険料は無料です。会費以外の費用は掛かりません。
*学校・治療院における練習およびボランティア活動への参加時の手技は業とみなされません。

ＪＨＡが提供する主な福利厚生
●施術トラブル／クレーム対応無料電話相談・ＪＨＡ  ＮＥＷＳの発行・会員保障制度など
※本会は会員保障制度の確実な履行のために、会員全員を包括被保険者とした賠償責任保険包括契約を損害保険会社と締結しております。

 

お支払いできる主な内容
１. 会員本人の手技に起因する利用者のケガ等が対象です。
２. 対人保障限度額は１億円（正会員Ａ、正会員Ｂ）です。
３. １事故あたりの免責額は国家資格者１万円、民間手技施術家３万円です。
４. 法律上負担した損害賠償金が保障の対象となります。
５. その他訴訟・仲介・和解の費用など、本会が認めた費用が保障の
　  対象となります。
＊  1  （４＋５）－免責額＝支払金となります。
＊  2  他保険・他共済と重複して支払われる時は按分の支払いとなります。

お支払いできない主な場合
１. 会員の故意によるもの。
２. 名誉毀損、秘密漏洩に起因する賠償責任。
３. 美容を唯一の目的とする行為に起因する賠償責任。
４. 施術の結果を保障することにより加重された賠償責任。
５. スラスト法による頚椎に対する賠償責任。
６. 無資格者が行った鍼灸行為によって生じた賠償責任。
７. 外科的手術、薬品の投与もしくはそれらの指示を行うことに
　  よって生じた賠償責任など。

会員保障制度概要

病気やケガによって働けなくなったとき、所得が保険金にて補償されます。
また、ご希望の方にはケガによる死亡・後遺障害が発生した場合の補償を特約として追加することができます。

●エステティシャン保険（個人向：保険料18,000円／人・年）
【補償内容】提供する美容サービス業務によってお客様にケガをさせてしまった場合等
※フォトエステ・セルライト・脱毛・ボディ美容サービス・フェイシャル美容サービス等（医療行為を除く）
●エステサロン保険（保険料24,000円／店舗・年）

【補償内容】店舗内での事故、預かり品の破損・紛失、販売した製品の使用に関するトラブル等

Ｊ
Ｈ
Ａ
保
険

サ
ー
ビ
ス

の
ご
案
内

Ｊ
Ｈ
Ａ
保
険
サ
ー
ビ
ス
は

Ｊ
Ｈ
Ａ
が
運
営
す
る
保
険

代
理
店
で
す
。

〒101-0041　東京都千代田区神田須田町1-8　 TEL：03(5289)8171　FAX：03(5289)8173
受付時間：平日10:00～18:00

E-mail：info@jha-shugi.jp  URL：http://www.jha-shugi.jp
■詳しい資料を無料でご送付いたします。

■所得補償保険（ＪＨＡ会員専用）

■エステ保険（非会員もご契約頂けます）
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